
        
            
                
            
        

    


















































真の仲間じゃないと勇者のパーティーを追い出されたので、

辺境でスローライフすることにしました2
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　独り立ちすくむ

第一章　冒険なんてしている場合じゃない

第二章　嵐の後に燻くすぶる火

幕まく間あい　勇者は翼を手に入れる
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『勇者』ルーティの旅立ちの頃のことだ。

「うっ」

　ルーティがくぐもった悲鳴をあげた。ルーティの腕にゴブリンの投げた斧おのであるトマホークが当たったのだ。ルーティは赤い血を流す腕を押さえ、表情を歪ゆがめていた。

「ルーティ！」

　俺はすぐにルーティの前に立ちはだかる。さらに飛んできたトマホークを２つ剣で叩たたき落おとし、ルーティを抱きかかえ、素早く岩陰へと後退した。

「お兄ちゃん、ごめん……」

「謝ることはないさ。ルーティが剣を取ったのが昨日なんだから」

　俺はルーティを安心させるために笑うと、騎士の剣を構え岩陰から躍り出た。

　次々に飛んでくるトマホークをかわし、ゴブリン達たちのところまで走り抜け、群がるゴブリンを斬り捨てた。

　残った最後の１人はルーティにトマホークを当てた『斧使いアツクスマン』の加護を持つゴブリンの族長。

　族長は地面に置いてあった両刃のバトルアックスを拾って両手で構えた。その構えは幾度もの修羅場をくぐり抜けてきた自信を感じさせるものだったが、怪け我がしたルーティが背後にいる俺は待つこと無く剣を構え一気に間合いを詰めた。

　大上段から振り下ろされた斧が頭上に迫る寸前、俺は前足を強く踏み出し、走っていた身体を急停止させる。目の前で空を切った斧が地面を削って音を立てた。

　重い斧を振り下ろしたことで隙のできた族長を俺は剣で貫いた。族長が死んだことを確かめると、俺はすぐにルーティのところへ戻る。

「大丈夫かルーティ！」

「少し痛い……」

　傷口を手で押さえ止血しながらルーティは呻うめくようにそう言った。

　俺はポーチから薬と水を取り出し、ルーティの傷口を洗った後、ヒヨス草とコクの葉をすり潰しペースト状にした薬を塗ってから、布を当て包帯をする。

「これで大丈夫だ」

「……痛くなくなった」

　ルーティは腕を少し動かし、痛みを確認する。

「３時間後に薬を貼り替えよう。夜には傷も塞がるはずだ」

　魔法とは違うが、スキルを使って調合された薬は驚くべき効果を発揮する。縫合が必要なほどの傷でも、俺の薬は傷口を塞ぎ、すぐさま肉や皮膚を再生させるのだ。

「お兄ちゃんすごい」

「でも余り無理するんじゃないぞ。ルーティが怪我をしたら俺も痛い気がするくらいなんだから」

「そうなんだ」

　ルーティは少し考えている様子だった。それから俺のことをじっと見る。

「……でも、私はお兄ちゃんが薬を塗ってくれるなら痛くないよ」

　そしてルーティは、腕の包帯に触れ穏やかな顔をしていた。
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　目の前にいるのはくすんだ鱗うろこを持つ不浄竜ダスト・ドラゴン。存在するだけで大地を腐らせる危険な竜ドラゴンだ。

　トーチ山道に巣食い、旅人を襲っていたこの竜ドラゴンを討伐することが今の俺達の目的だ。見たところ１００年ちょい生きたくらいのアダルトドラゴンだろう。以前戦った灰竜アツシユ・ドラゴンは20歳くらいのヤングドラゴンだったが、あれとは桁違いの怪物だ。

「危ない！」

　俺は警告の叫び声をあげたが、間に合わなかった。

　竜ドラゴンの口から、竜ドラゴンが食べた様々な物が破片のブレスとなって飛び出す。それらすべては猛毒の体液でまみれている。ルーティはブレスの直撃を受け、全身に無数の傷を負った。『勇者』の加護によって〝毒への完全耐性〟が無かったら毒で全身が無惨に焼けただれていただろう。全身に傷を負いながらも、ルーティは怯ひるむことなく前に進む。

　怯む様子すらないルーティに竜ドラゴンの方が驚いたようだ。動揺した様子で再びブレスを吐こうとした竜ドラゴンの顎から脳天にかけてを、飛び上がったルーティの降ごう魔まの聖剣が貫く。

　竜ドラゴンはガラガラと無数の破片と毒液を撒まき散らしながら、ぐったりと動かなくなった。

「大丈夫かルーティ！」

　俺はルーティのもとへ駆け寄ろうとした。しかしルーティは〝癒いやしの手〟を使い、全身の傷を一瞬で塞ぐ。俺の出る幕はなかった。

「さすが勇者様」

　アレスや仲間たちがルーティの周りに集まる。みな、口々に勇者ルーティの戦いを褒ほめ称たたえていた。１００年生きた不浄竜ダスト・ドラゴンですら、もうルーティの敵ではないことを皆が理解していた。それでも俺は、ルーティと仲間たちの輪の外で薬の入ったポーチに手を置いたまま、仲間たちの様子を見ていたのだった。
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　もう暦の上では秋だというのに、ゾルタンは朝はまだ暑い。

　俺は箒ほうきを持って店の前を掃除している。今が秋であることに気がついた木はまだ少なく、落ち葉はちりとりの半分も埋まらないが、冬が近くなるともっと忙しくなるんだろうな。

　地面の掃除を終えると、最後にベルトに挟んだタオルで、新しく作ってもらった看板を磨く。

〝レッド＆リット薬草店〟

　朝日を浴びてキラキラと輝くその文字を見て、俺は胸の中に温かい感情が沸き上がるのを感じていた。

「レッド、こっちは終わったよ」

　店の中から声がした。一緒に暮らしているリットの声だ。店の中の準備を頼んでいたので、それが終わったのだろう、俺は店の中へと戻る。

「俺も終わったよ、それじゃあ今日も開店といこうか」

「うん！」

　リットはその大きな胸の前で両手をぐっと握る。

「今日も頑張ろうね」

　リットの可愛かわいい仕草に、俺は口元が緩むのを必死で堪えながら、

「ああ、一緒に頑張ろうな」

　とできるかぎり平静を装って答えた。そんな俺の様子を見てリットの口元も緩みだし、リットは慌てて首のバンダナでニヤける口を隠していた。

　勇者のパーティーを追い出された俺の、この辺境ゾルタンでの日常スローライフは、今日もこうして始まるのだ。
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　今日は下町の医者ニューマンに薬を届けに行く日だ。俺は店をリットに任せると、薬箱を背負って朝のゾルタンを、ニューマンの診療所へ向かって歩いていく。

　ニューマンの診療所は下町の一角にある。綺き麗れいとは言い難がたい、元は白地の壁だったのだろうが汚れて灰色となった建物だ。こぢんまりとしたもので、ニューマンがここを買う以前から診療所だったらしい。

　中は診察室が１つ、受付が１つ、待合室が１つ、倉庫が１つと普通の診療所に比べても小さい。ニューマンが使う事務所すらないため、倉庫と診療室に書類などは分けて置いてあるらしい。

　その分なのか料金は安めで、下町の住人に親しまれている診療所である。

「おぉ、レッド君、よく来てくれた」

　ニューマンは薄くなった頭にタオルを巻いて風邪を引いた子供の診察をしているところのようだ。

「待合室で待っていてくれ。こちらが終わったら行くから」

「はいはい」

　受付には10代後半くらいの女性が、あまり真面目そうでない様子で、だが明るく応対している。俺は待合室のイスに座り、周りを見渡した。

　座っているのはうつらうつらしている老婆が１人。おそらくは今診察を受けている子供の祖母なのだろう。

　待っている間の暇つぶし用なのか、ワイヴァーンレースという木製のボードゲームが置いてある。使い古された様子を見る限り、長い間ここで人々を楽しませて来たようだ。

　待合室には窓がついている。ガラスは高価なため、窓は中空になっていて、夜になると木戸を閉める。

　窓には銅製の風鈴が１つぶら下がっていて、風が吹く度にチリンと音を立てた。風鈴は魔王軍との戦いで伝わった暗黒大陸由来の風習だが、そこら辺は気にせずに使っている人がほとんどだ。

　しばらくすると、頰ほおを赤くした子供とニューマンが待合室に戻ってきた。

「薬を出しておきますから。もし薬がなくなったときは、こちらにいるレッド君がやっている薬屋に行ってください。この処方箋を見せれば適切な薬をだしてくれます」

　そう言って俺の店の場所を教える。

「おんや、レッドちゃん、ついにお店開いたんだねぇ、良かったねぇ」

「どうも。お婆ばあちゃんも何か薬が欲しかったらいつでもおいで」

「そうだねぇ、腰痛の薬でもあるなら貰もらいに行こうかねぇ」

　老婆と子供は受付で銅貨を数枚置いて、出て行く前にニューマンにお礼を言ってから帰っていった。俺はちらりと受付を見る。カウンターに置かれた銅貨は８枚。

「８コモーンとは随分安いな」

「代わりにソーセージを２袋もらったもので」

　物々交換ということか。

　さっきの老婆の家は肉屋だったっけ。

「またせたね、それじゃあ薬を確認させてもらおうか」

「あいよ」

　俺は床に置いた薬箱を開け、注文票を渡す。ニューマンが注文票を読み上げ、それを俺が薬箱から取り出して見せ、ちゃんとあることを確認するという感じだ。

「ちゃんと注文通りだな。ところでブラッドニードルはやはり手に入らないかい？」

「今年は難しいな」

「だめか。分かった」

「もうあと１ヶ月くらいで夏も終わるけど、まだブラッドニードルの薬を使う病気が流行はやっているのか？」

「例年通りだ。だが無いとやはり困るよ。行商人は数を用意していないし無いとわかると足元見られるからね」

　そうした話を少しの間続けていると、外で叫び声がして、誰かが倒れ皿など食器が割れる音が聞こえた。

「なんだ？」

　俺とニューマンは何事かと外に出てみた。通りでは同じように民家や商店から人がガヤガヤとざわつきながら出てきている。

「声はあっちの家の中だな」

「そのようだね」

　俺の言葉にニューマンも頷うなずく。俺は腰の剣の柄に手を置くと、俺達たちは音のした家へと向かった。

「あの家に住んでいるのはジャクソンという中年の男が１人だ。酒の飲み過ぎで何度か診たことがあるよ。去年女房に逃げられてから酒浸りでね」

「酔っ払って転んだか？」

「それくらいだといいけれど」

　俺は玄関をノックする。

「おい、ジャクソンさん。大丈夫か？」

　言ってから耳をすます。反応はない……が。

「うめき声がする、悪いが中にはいるぞ！」

　玄関を開けようとするとガチャリと音が鳴った。鍵がかかっている。俺は剣を抜くと、躊ちゆう躇ちよなく扉の鍵のある部分を貫き、破壊した。

「音は寝室か」

　俺は廊下を走り、寝室の扉を開ける。そこには真っ青な顔に血走った目で、胸を押さえて唸うなる中年の男が倒れていた。

「ジャクソン！」

　ニューマンが側に座りすぐに症状を診る。

「ひどい状態だ。レッド、あんたの薬箱を取ってきてくれ」

「分かった」

　俺はすぐに診療所へと駆け戻り、薬箱にさきほど取り出した薬を乱暴に詰め直すと、再びニューマンの許へと向かう。

　戻ると、ニューマンは持っていたナイフで患者の服を裂き、胸の鼓動を確かめるため触診していた。

「心臓もおかしい」

　ニューマンはすぐに気道確保して呼吸を手伝ったり応急処置を施している。だが原因が分からないため対応しあぐねているようだ。

「これを」

　俺は薬箱から灰色ヒトデ草から作った粉末状の薬を渡す。解毒薬の一種で、血管内の毒に吸着、無毒化しそのまま排出させる性質がある。

「分かるのか？」

「症状の緩和だけなら。〝応急手当て〟のスキルをマスタリーまで取っているんだ」

〝応急手当て〟は、医者などの固有スキルである〝治療術〟のほぼ下位互換にあたるコモンスキルだ。

　だがこの応急手当てのマスタリー能力〝場当たり的な神医〟、このスキルだけは〝最上級治療術〟スキルにも匹敵する効果がある。それは病気の原因が分からなくても、症状を緩和する方法が分かるというものだ。治療はできないが、痛みを和らげたり、出血を止めたりなど、危険な状態を一時的にでも改善し、ちゃんとした魔法や技術による治療の時間まで持たせるスキルというわけだ。

　ニューマンは一瞬戸惑った顔をしたが、すぐに真剣な表情に戻ると、うなずいて俺から薬を受け取った。

　ニューマンが手当てをしている間、俺は原因が何か分かるものがないか周囲を調べた。床に落ちていた正方形の紙にすぐ気がつく。触れると、表面にわずかだが粉状の何かが残っていた。

「薬か」

『薬師』や『錬金術師』の加護があるなら薬を僅かに舐なめるだけで特定できたりするのだが、俺にはそんな能力はない。

「ニューマン先生、こんなものが」

　俺は紙を見せる。

「これは……！　レッド君、手伝ってくれ、診療所に運ぶ！」

「動かしていいのか？　分かった！」

　担架は無かったため俺が頭の方を、ニューマンが足の方を抱えて診療所へと運んだ。

　外の野や次じ馬うま達は、俺たちの姿を確認すると、率先して道を開ける。

「どいたどいた！」

　下町の人の威勢の良い声に先導されながら、俺達は診療所へと戻った。
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　しばらくするとジャクソンは一度大量に嘔おう吐とし、なんとか落ち着いた。まだ苦しそうではあるが正常に呼吸できるようになったようだ。ニューマンは難しい顔をして吐と瀉しや物ぶつの入ったバケツを診察室へと運んでいった。受付の女性は心配そうな顔をしながら、あたふたとニューマンを手伝っている。

「まだ予断は許さないが、危ない状況は脱したね」

　ニューマンはふぅぅと長い息を吐いた。

「一体何が原因なんだ？」

「最近流行っているらしいよ」

　俺が首を傾かしげると、ニューマンは俺が拾った紙を見せる。

「麻薬だよ。最近許可された薬が実は……ってやつ。当局はすぐに規制したみたいだけど、かなりの量が行き渡っちゃっているみたいだね」

　俺は、麻酔薬の認可を貰いに行ったときの騒動を思い出した。

「つまりこれは薬物中毒か」

「詳しい症状や対策はまだ他の先生も研究中。でも灰色ヒトデが効くとは盲点だった。他の診療所にも共有するけどいいかい？」

　共有するのはもちろんかまわないのだが、さて俺が見つけたというのはどうするか。ここで先生に手柄を譲るなんて言うのも不自然だろう。

　この程度で正体がバレるとは思わないが……俺の加護は〝中級調合〟まで使えて、症状を見るのには応急手当てしかなかったということにしておけば理屈は通るか。そう考え、

「別にかまわない」

　と、俺は短く言った。

　ジャクソンの意識はまだ戻らないが、店のことがあるので俺は戻ることにした。

「レッド君がいてくれて助かったよ」

　帰り際にニューマンは頭を下げて俺に礼を伝えた。

「件くだんの麻薬は、まだ中毒段階に至っていないだけで、これからもっと多くの患者が診療所に担ぎ込まれると思う。レッド君の方でも、薬の用意をしておいて欲しい」

「分かった、灰色ヒトデ草は庭でも育ててるから在庫はある。足りなくなったらいつでも言ってくれ」

「頼もしいね」

　麻薬か。一体誰が持ち込んだのやら。まぁ自分でそれを突き止めようとは思わないけれど。
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「おそーい！」

　店に戻ると、リットは口をとがらせて文句を言ってきた。

「お腹なかすいたよー」

　そういえばもう昼をとっくに過ぎている。

「悪い悪い、ちょっとトラブってな」

「トラブル？　さぼってたんじゃないの？」

「ニューマン先生のところにいったらさ、ほら俺たちが新薬の許可をもらいに行った時に聞いた麻薬の話、あれで近所の人が中毒症状を起こしてね。応急処置の手伝いをしていたんだ」

「なるほど、もう中毒患者がいるんだ。そんな危ない薬なのね」

「どうだろう、たまたま体質が合わなかった人かもしれないな。多分今後も増えていくだろうからって、薬の用意を頼まれたよ」

　そう言いながら俺は洗面所へ手を洗いに向かう。もちろん、その後料理するためだ。

「夕方前にはまた市場に行くから、その時は留守番頼む」

「分かった、あとお昼は私オムレツがいい」

「確かトマトソースの作り置きが残ってたな。すぐできると思う」

「やった」

　旅をしていた頃は玉子はアイテムボックスという収納用のマジックアイテムに常備していた。玉子は滋養があり、料理のバリエーションも多い。メインにも、付け合わせにも、ソースにも使えるのだ。

　玉子を手に取り、さて、と俺は悩む。オムレツを半熟で出すか、しっかりと焼いて出すかは好みによる。俺は基本的に表面がカリカリになるほど焼くのが好きだ。

　また中に入れる材料……ひき肉、ナッツ、玉ねぎなどは火を通す前に入れる。これも好みの問題で、焼きながら包んでも美味おいしいだろう。

　自分１人のときはそういう手順で作るが……。

「リットはどうかな」

　一緒に食べる人がいるとなると、これは少し迷うところだ。リットの好みを聞いてくるべきか。

　玉子を手にしたまま、僅かな時間悩んだ後、俺はリットのところへ戻らず玉子を割った。

　まずは俺が一番美味しいと思うオムレツを食べてもらおう。そう決めた。
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　カリカリになったオムレツの上には赤いトマトソースが載せられ、そこに粉末のバジルがかかっている。

　付け合わせにはソーセージが２本、それと香草スープと白パン。

　リットは一口食べると、口元を緩めてそれから一気に食べた。

　昼食の時間が遅れ、空腹だったのもあるのだろうが、パクパクと女性らしからぬ勢いでスプーンを動かし次々に口に入れていく。

　気がつくと、つられて口元が緩んでいた自分に気がついた。俺も料理を食べ始める。

「うん、美味うまい」

　料理中に味見したときより、ずっと美味しかった。目の前で美味しそうに食べてくれる人がいるからかもしれない。

「明日はちょっと山に行ってくるよ」

「薬草？　まだ在庫はあるけど」

「麻薬被害の件で、薬に灰色ヒトデ草がいるんだ。ある程度ストックしているし、庭で育ててもいるんだけど、もうちょっとストック増やしておこうと思って」

「分かった。野営はする？」

「１晩すごすよ。灰色ヒトデ草は１箇所に固まらず倒木の陰とかに少しずつ生える薬草だから、集めるのに時間がかかる」

「りょーかい、お店の方は私が見ておくから安心して」

「もし中毒の薬を頼まれたら、３番の棚にある薬を渡してくれ」

「灰色ヒトデ草の粉末ね」

「あとは……あー、俺が帰ってきたら翌日は薬屋を休みにしよう」

　俺は窓から少しだけ涼しくなった秋の風を感じ、ふと思いついて言う。

「２人で川に泳ぎにでもいこう、河原でバーベキューしたり泳いだり」

「２人で！」

「そ、２人で」

「分かった、じゃあささっと終わらせちゃおうね」

　泳げなくなる前に、２人でゆっくり川で遊びたい。そう思ったのだ。

　薬の件があるにもかかわらず休んでバーベキューとは、とちょっと脳裏によぎらないでもないが、俺はただの薬屋なのだ。世界のためとか町のためとかそういう責任とはもう無縁だ。

「仕事のことは忘れて、のんびり遊びましょ」

　それをリットも分かっているのか、笑ってそう言った。
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　久しぶりの山はまだ青々とした夏の装いのままだった。

「いい加減諦めて、秋を認めろよ」

　未いまだに鳴き続けるセミの声に苦笑しながら俺は生い茂った草や枝を銅の剣で薙なぎながら進む。薬草取りは山道どころか獣道からも外れた本当の山の中を進まなくてはならない。これは結構な重労働で、毒蛇などの小型だが危険な動物に脚を嚙かまれたりしないよう注意が必要で気が抜けない。

「あとはこういうモンスターとの遭遇とか」

　足元のコケ溜だまりがボコッと泡立ちコケにまみれた触手が伸びた。

　俺は、さっと飛び退のき、その緩慢な攻撃をかわす。

「ジャイアントアメーバか」

　別名レッサースライム。アメーバはスライム種とは似て非なるものなのだが、見た目が似ているためにスライム扱いしている冒険者は多い。スライムと違って剣で斬られると普通にダメージを受ける脆ぜい弱じやくなモンスターなので、劣ったスライム、つまりレッサースライムと不名誉な名前で呼ばれているのだ。

　俺はノロノロと向かってくるジャイアントアメーバを上段から斬り下ろし、倒した。このレベルのモンスターでは加護の強化には意味がない。

　山には色々なモンスターや動物がいる。すぐに襲ってくるもの、隠れて有利な状況を待つもの、一度は逃げて仲間を呼んでくるもの。様々な対応を見せる。

　山の奥には古代エルフ時代の産物なのかキマイラの繁殖地があったり、『世界の果ての壁』から流れてきたはぐれトロールやガグといった巨人種もいる。

　長い間人の手が入っていないだけあって薬草や山菜はかなり手に入るのだが、新人冒険者が生き残れるような環境ではない。そうした危険地域の情報収集、地図の読み方など、様々な生存術が試される。Ｅランク冒険者が冒険者ギルドが依頼人となっている仕事しか受けられないのは、そういった基本能力が身についているか確かめるためでもあるのだ。

　冒険者になるのに試験など無いが、最初の依頼が試験の代わりと言える。

　とはいえ俺にとってはキマイラも危険な相手ではない。キマイラはライオンの肩に竜とヤギの頭がくっついたような不条理の怪物で、３つの頭による同時攻撃と、竜の頭から放たれるブレス攻撃がやっかいな相手だ。

　だがモンスターの人気とは分からないもので、模擬ドラゴン戦として竜殺しの英雄を目指す冒険者には人気のモンスターであったり、ヤギの人懐っこさも持ち合わせているため成功した冒険者のペットとして幼体は５０００ペリルほどで取引される。

　そして、俺が向かっているのはそのキマイラの繁殖地だ。灰色ヒトデ草を手っ取り早く集めるならあそこがいい。前に調べたときに古代エルフの建造物が木々に飲み込まれたまま残っており、灰色ヒトデ草が好む暗がりが沢山あるのだ。
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　何度かここに立ち入り、襲ってきたキマイラを返り討ちにしているうちに、キマイラの方でも俺は厄介な相手だと理解したのか放置されるようになった。

　最後の襲撃は10頭くらいが示し合わせて同時に襲いかかってきた。これには驚き、結構苦戦してしまって何箇所か怪け我がをしたのだが、以後キマイラは俺を見ると向こうの方から離れるようになり、二度と襲われたことはない。俺に近づこうとしたキマイラを別のキマイラが追い払うようになったくらいだ。

　ということを今つらつら考えているのは、一種の現実逃避だ。いい加減諦めて状況を認識しよう。

　目の前でキラキラした目で俺を見ているのは背の小さい女性で多分新人冒険者だ。情報収集しなかったのか、キマイラを侮ったのか、それとも道に迷ったのか、とりあえずこのキマイラ繁殖地にいてキマイラに襲われていたところを、見捨てるのもあれだということで俺が近寄ったらキマイラは慌てて逃げて行った、というのが現在の状況だ。

「あのお名前を！」

「…………」

「あ、すみません名前も名乗らずに！　私はアリスと言います！」

　アリスと名乗った少女は、小さい身体に似合わず大鎌サイズを武器にしている。新人にしてはなかなか個性的だ。よし。逃げよう。

「えっ？」

　俺は雷光の如き脚を発動し、その場から一瞬で走り去る。

　ここで彼女を助けたのは山の精霊なのだ。町で聞かれても、そういうことにしておこう。

　山の中で新人冒険者の女の子とフラグを立てる？

　冗談じゃない、そういう『冒険』のないスローライフを目指しているんだ。特にこの手の変な装備の冒険者には要注意だ。

　どうせこの新人冒険者が色々厄介事を抱え込んでいて、それの解決のために奔走するハメになるんだ。

[image: ]

　頭上で俺を笑うようにカラスが「あー」と鳴いた。キマイラも避けて通る俺が、新人冒険者から逃げ出したのを見たカラスが何を思うのか、ふとそれが気になっていた。

　随分あとになってのことだが、

「それは東方で語られるテング・デーモンに違いない。東方のデーモンは必ずしも悪ではなく、山に迷い込んだ人を助けることもあるそうだ」

「テング・デーモンさん……」

　という話を町でしていた冒険者がいたと聞いた。俺には関わりの無い話だろう。多分きっと。
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　翌日、山から帰る前に一度ブラッドニードルの群生地へと寄った。

　一面焼け野原になったはずのその場所は、すでに緑で覆われている。

　アウルベアの死体は、すでに他の動物やモンスター達たちに食い尽くされてもう跡形もない。

「うん、来年には元通りだな」

　むしろ例年より多くのブラッドニードルが取れるかもしれない。そう予感させる生命力を、その場所から感じ取れた。

　きっと薬草取りで来年は忙しくなるだろうな。

　山を下り、街道を歩く帰り道、高価な花嫁衣装を身にまとったゴブリンが１人包丁を持って歌っていた。無視だ。

　先に進むと、騎士が橋を塞いでいると騒動があった。回り道した。

　回り道した先で魔術師の邸宅に残された遺産を回収して欲しいと叫ぶ怪しい男がいた。

　冒険者ギルドに行ってくださいと断った。

「……今日はやたら変な人に出会うな」

　冒険者ならクエストと出会う心躍る瞬間なのだろうが、今の俺には明日の約束があるのだ。家に帰って扉を開ける。パタパタと走ってくる足音が聞こえる。

「ただいま」

「おかえり！」

　ほら、今の俺は冒険なんてやっている場合じゃないんだ。
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　翌日。俺とリットは店に『本日休業』と書かれた札をかけていた。

「よし、じゃあ泳ぎに行くぞ！」

「おー！」

「クーラーボックスは持ったか！」

「持った！」

「中身はあるか！」

「お肉に野菜にワインにビール！」

　昨日出会った変な人達とクエストを求める冒険者とはもう巡り合っただろうか？

　頑張ってくれ、俺もがんばって肉を焼いて、川で泳ぐ。

　俺たちは走竜ライデイングドレイクを借りると、２人で並んで街道を進む。

　走竜を使うのは久しぶりだ。ドレイク種は大陸で最もよく見かける竜種。ワイヴァーンもポイズンテイルドレイクというのが正式名称だったりする。ドラゴン種との違いは、脚の数だ。ドラゴン種は４脚に翼を兼ね備えているのに対し、ドレイク種は２脚と一対の翼のみ。知能も獣に近く、こうして乗騎として訓練することができるのだ。

　走竜は品種改良の結果、翼を小さく退化させ、頑丈な二本脚で飛ぶように走る。褐色のキラキラとした鱗うろこは柔らかく、また温かい。発達したまぶたは強い日差しや砂さ塵じん、雪の中でも眼を守りながら走り続けることができる。

　欠点としては餌代がかかること。馬の３倍の量を食べ、しかも肉食。

　大きな町では国が経営しているレンタルショップがあるので、そこで住民であることを示す身分証明書を出して、１００ペリルを保証金として支払うと借りられる。あくまで１００ペリルは保証金で、返却するときに１日３クオーターペリルのレンタル料が引かれて返ってくる。

「やっぱ走竜はいいわ！」

　リットが楽しそうに言った。

　馬に比べて高価な走竜をわざわざ選ぶのは、この風に乗る感覚を楽しむためだ。

　走竜の退化した翼は飛ぶほどの揚力を得られないが、風を〝摑つかみ〟、ふわりと跳びながら走るのだ。この感覚が他の乗騎では得え難がたい快感で、ただ走竜に乗るためだけに走竜を借りる人も少なくない。

　まぁ馬の力強い走りに魅せられる人もいれば、乗用ヤモリの壁や天井を地面のように３次元に走り回るアクロバティックな感覚に魅せられる人もいる。

　騎乗は銀貨で生活する人々にとってはメジャーな趣味だ。

　強い風が吹き、走竜の身体がふっと空を跳ぶ。

「いやっほぉぉぉぉ[image: !!!]」

　リットが叫ぶ。俺も思わず声を上げた。

　走竜は首を下げ、光沢のある翼を広げ、10メートル近く跳んだ。

　着地の衝撃はほとんど無い。『闘士』の加護を持つこの２匹は、戦闘機会が少ないためレベルは低いが身体ステータスが向上していて、なかなかに爽快だ。

「ごめんねわがまま言って！」

「いや、久しぶりに走竜使ったけど、これは値段以上の爽快感があるな！　楽しいぞ！」

　川をさかのぼり、近くの山の麓ふもとにある清流まで１時間。もちろんこのペースで走り続けることはできないのだが、もうしばらく俺たちは思いっきり走れて喜びの咆ほう哮こうを上げる走竜に任せるままに、走り続けた。
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　ふと空を見上げると、翼を広げた２頭のペガサスが気持ちよさそうに空を駆けていた。

「つがいかな、そろそろペガサスの繁殖期か」

　馬の身体に大きな白い翼を持ったペガサスが仲睦むつまじく上空を旋回している。モンスターの中でもペガサスは極めて温厚で、多くの土地でその狩猟が禁じられていた。それに加えてアウルベアほどではないにしろ、グリズリーすら蹴り殺す脚力を持っているため、アヴァロン大陸では広範囲で繁殖している。暗黒大陸では乱獲され数を減らしているそうだが。

「お待たせ、早く泳ご！」

　リットの水着はホルターネックビキニ、トップスを肩ではなく首に引っ掛けるように結ぶタイプの水着だ。普段は服の中に隠されている大きなバストが歩く度に上下するので目のやり場にこまる。

　かといって後ろに立つと、大きく開いたほどよく筋肉のついた背中が、こう……。

　俺が後ろからリットの背中を見ていると、くるりとリットが振り返った。

「むふふ」

　俺の視線の動きを見ていたようで、リットは口に手を当て、満足げに笑っていた。

　川に着いた俺たちは、バーベキューの準備をする前に、まず泳ごうという話になった。それでリットのアイテムボックスから小さなテントを取り出し、そこで順番に着替えたところだ。

　……ほんの少しだけ、お互い背中を合わせながら一緒に着替えを、なんて想像したりもしたが、俺は悪くない。通常の思考のはずだ。うん。

「多分、俺、自分で思っている以上に盛り上がっているらしい」

　らしくない、とは思いつつも俺は、リットに手を引かれて一緒に水に入った時、その冷たさに俺もリットも思わず声を上げた時、子供のようにお互い水を掛け合った時、水に潜ったリットが水面に飛び出した時、いつも気がつけば口元が緩んでいた。

　困ったことにそれをリットも気がついているようだ。だけど、リットだって口元緩みっぱなしなのだからお互い様だ。

「そろそろお昼にしようぜ」

「分かった」

　今度は俺から手を差し伸べた。リットはちょっとだけ驚いた表情を浮かべた後、

「ありがと！」

　そう言って俺の手を取った。

　騎士にロマンスはつきものだ。騎士物語には必ず何かしら助けを必要とする美び姫きや、騎士を助ける才女、騎士に降伏し良き味方となる魔女などが登場する。

　だが少なくとも俺にはそんな出会いは無かった。同僚の騎士達からも、そんな話が実際にあったということは聞いていない。

　つまり何が言いたいかというと、幼いころに騎士にスカウトされ、数々の冒険をこなし、勇者ルーティが村を出た時からずっとパーティーにいた俺は、恋愛経験ゼロなのだ。

　そりゃ副団長だった頃に、そういう話を持ちかけられたこともあった。だが俺はルーティが『勇者』の加護を持っていることを知っていたし、ルーティが旅立つときは俺も一緒に旅立つのだと騎士になる前ですら理解していた。

　色恋なんて考えている暇が無かったのだ。ルーティの旅立ちの時、後ろ盾になれるように有力者達と顔をつなぎ、旅で困窮しないように貯金もしていた。

　だから……。

（何話して良いのか分からん……）

　俺とリットは、２人並んで焼いた肉と野菜を食べワインを飲む。

　最初は普通に会話していたはずなのだが、どうもお互い意識しあっているようで、会話が続かなくなり、今では黙ってワインをちびちび飲んでいる。

　ちらりと横目で見ると、リットも同じことを考えていたようで俺達は見つめ合う形になった。２人とも慌てて視線をそらし顔を赤くする。

「……ぷくく」

「……ふふっ」

「「あはははは……！」」

　俺たちは声を上げて笑った。ひどいもんだ、子供のカップルだってもうちょっと上手うまくやるんじゃないだろうか。

「リットはもっと手慣れてると思ってたんだけどな」

「なんでよ、私ってそういう風に見える？」

「違う違う、だって俺の店に来た時、かなり積極的だったからさ」

「心の中では拒否されたらどうしよう、忘れられていたらどうしようって震えてたんだから……それを言ったら、私だってレッドはもっと手慣れていると思ったわ」

「そりゃまたどうして」

「私が精一杯アピールしても表情も変えず冷静だったもの。私の事なんて子供の背伸びみたいに見られてるんじゃないかって」

「デレデレしたらかっこわるいかなって思って」

　お互い、内心を打ち明け、すっきりした顔になって笑いあった。

　俺が少しリットの方に身体を寄せるとリットも近寄り、水着でむき出しになった肩をくっつけた。

「ワインもう１本開けるか？　それとも泳ぐ？」

「うーん……もうちょっとこうしていたいかな」

「ん……分かった、そうしよう」

　どうやらお互い恋愛のレベルは１らしい。重ねた手、触れ合った肩、感じる体温。

　これだけで満足してしまうほどに未熟な２人だったようだ。

　まぁ、悪くはないな。

「でもね」

「ん？」

　リットの言葉に反応して俺はリットの方に顔を向けた。

　目の前にはリットの瞳がある。

　リットが少しだけ動いた。唇に柔らかいものが触れる。

　しばらくお互いそのままで……そして、やがて離れた。

「これくらいは……先に進みたいなって」

　リットが少し俯うつむき手で口元を隠しながらそう言ったのが、なんだか無性にかわいくて、気がつけば俺はリットを抱き寄せていた。
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　そして翌日。今日からまた仕事だ、日常だ。

「さあ、働くぞ」

「勢い付けるのはいいけど、とくにやることないでしょ」

　リットが苦笑した。実際そうなんだよなぁ。

「薬屋って暇なのな」

「薄利多売の反対だものね。かといって、ストっちの家具屋のように１つ作るのに長い時間がかかるわけでもないし、ニューマン先生みたいな医者のように患者の記録とかつけるわけでもないし」

　１日に少数売れれば十分な利益になる。あとはニューマンが紹介してくれた各病院への定期的な薬の補充もあるので安心だ。

「そういえばレッドの麻酔薬の方はどう？」

「とりあえず資料つけて診療所に配ってみるつもり」

「新薬だから、認められるにはまだ時間がかかるわね。例の麻薬の解毒剤は？」

「そっちはまだ動きはないな。リットが店番してたときも、注文が増えたりはしてなかっただろ」

「うん、中毒騒動もレッドが応急処置した人とは別に１件だけ」

　１件起きていたのか。

「でも麻薬自体はかなり広まってるって、冒険者が噂うわさしてたわ」

　ゾルタンにかぎらず、麻薬はあらゆる都市で広がる病だろう。

　誰もが戦いに明け暮れるこの大陸で、痛みを消すために薬を使うのはありふれている。そうした薬には依存性があり、適量なら問題ないのだが、連日にわたる戦いでの使用で中毒となり、必要のない時も薬を求めてしまう。引退後の冒険者の中毒被害は王都でも問題視されていた。

「それで、その麻薬ってどういう効果なんだ？」

「レッドの薬と同じく痛みを消す麻酔薬として使うのが申請された用途だったんだけど、通常の３倍の量を、飲むと解放感が得られるらしいわ」

　さすがはＢランク冒険者。片手間だろうに随分詳しく調べ上げている。

「あと、聞いてもよくわからなかったんだけど……新しい自分になれるって言ってたわね」

「新しい自分？　解放感とはまた違うのか？」

「うん、売人は新しい自分ってのを強調してたって」

　新しい自分になれる麻薬？　なんだそれは。

「マジックポーションなのか？　いやでもマジックポーションなら液状でないといけないし」

　そもそも魔法を再現するマジックポーションは、１つ１つに魔法使いが手作業で魔法を吹き込むという手順があるため大量生産はできない。

　あらかじめ大量に準備しておいて、一気に売るというのとは相性が悪いはずだ。

「というか、マジックポーションは新薬扱いされないから、許可取る必要ないか」

　やはり俺の作る薬と同じように、薬草の作用によって効果を発揮する薬なのだろう。新しい自分というのはよく分からないが。

「もしかしてワイルドエルフから麻薬のレシピがもたらされたとかじゃない？」

「ないない、もしそんな大発見があるなら、ゾルタンじゃなくてもっと経済規模が大きいところでやってるし、錬金術師ギルドに持ち込めばそれだけで大金が手に入るよ」

　ワイルドエルフは、文明になじまず山の奥地で暮らすエルフ達たちだ。ウッドエルフの時代からすでにワイルドエルフと呼ばれていたようで、古代エルフ直系の末まつ裔えいと考える学者もいる。

　一度だけ、ワイルドエルフの集落に潜入したことがあったが、小屋すらなく、獣のように野ざらしで眠るワイルドエルフ達を見たときは流石さすがに衝撃を受けた。もちろん全裸だった。そんな状態でも、体臭は少なく、顔や身体も汚れてはいるが、それがエルフの強い生命力を際立たせ、美しくすら見えるのだから、エルフって種族はすごい。

　ワイルドエルフは、そういう獣並みの暮らしをしているのだが、文字を持たないにもかかわらず知識は豊富で、その知識の一端を人間の世界に持ち帰るだけで一財産作れるほどだ。

　今回の麻薬も、ワイルドエルフからもたらされた……と疑うことはできるが、それをわざわざ辺境ゾルタンで売る意味がわからない。

「どこかで売って、追い出された後なのか」

「ゾルタンじゃ情報入ってこないものね」

　まっ、悩むのはこれくらいにしておこう。どうせ答えなんてでないし。

　その時、店のドアが悲鳴をあげた。転がり込むようにして血だらけの男が店内に飛び込んでくる。

「リット！」

　俺が声をかけるまでもなく、リットはすでに薬と包帯を取りに向かっている。さすがはリット、俺は安心して男に近寄った。

「大丈夫か？　診せてもらうぞ」

　男は何かを伝えようとしているが、パニックを起こしているようで言葉がでてこず、ただ手足を振り回して暴れている。

「レッド、鎮静剤！」

　リットが奥から薬の入った小瓶を投げた。普通の薬屋なら絶対にしない暴挙だろうが、俺とリットなら、絶対に外すことはない。

　俺は男から目を離すこと無く右手で押さえ込んだまま、左手で薬を受け止めた。すぐに蓋をあけ、男の鼻に近づける。

　男の視点が一瞬ゆらめき、脱力したようにおとなしくなった。

「よし」

　手早く男の怪け我がの具合を診る。見るからにひどい怪我が３箇所。どれも分厚い刃物で深くえぐられている。

　まずいな、すぐに処置しないと手遅れになる。

　しかし……外で何が起きたのか、調べなくてはならないだろう。

「リット、止血剤と包帯だけ持ってきてくれ。そしたら武器を持って外の様子を見て来てくれないか」

「事故による怪我じゃないんだね。分かった」

　リットは俺に薬を渡すと、愛用しているショーテルを手に取り、油断なく警戒しながら外へと出ていった。
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　レッドと離れ、外に出たリットは店の周囲を見渡した。

　あたりには誰もいないが、離れたところから悲鳴と怒声が聞こえる。おそらくは建物を挟んで２つ先の通りか。店に飛び込んできた男が流したと思われる血も、路地へと続いている。

　リットは血の痕を追うように走った。男の怪我の具合からして、そう長い距離を走ったわけではないだろう。路地に入ったところで、

「うわあああ[image: !!!]」

　リットの正面から悲鳴をあげて走る男があらわれた。

　リットは一瞬体勢を低くすると、

「とっ！」

　ひらりと宙を舞う。男の頭上を飛び越したのだ。

　曲芸めいた軽業を目の当たりにしたのにもかかわらず、男は振り返ることなくそのまま走り去った。

（喧けん嘩かなんかじゃなさそうね）

　あれは命の危機にさらされて恐慌状態にある眼めだ。魔王軍に襲われ逃げ惑う人々が、あの眼をしていたことを、リットははっきりと憶おぼえている。この先にいるのが、アスラデーモンのシサンダンであるはずがない、と理解はしているもののリットは手にした剣の柄をきつく握りしめていた。

　通りへ飛び出すと、そこにいたのはやはりアスラデーモンなんかではなかった。

　だが、予想していなかった人物ではある。

　地面には６人もの男女が血を流して倒れている。傷口を押さえながらまだうめき声をあげている者、頭を割られもう即死していると分かる者、どちらもいる。倒れている者のうち１人は槍やりを持った衛兵だ。鉄の兜かぶとはひしゃげ、血の海に沈む顔はピクリとも動かない。

　犯人と思われる３人の男は、それぞれ血濡ぬれた戦斧バトルアツクスをだらりと下げ、「ひひっ」と気味の悪い笑みで口を歪ゆがめていた。

　その中央にいる男を睨にらみ、リットは声を落として言った。

「……あなた、アルベールのところの『盗賊』ね」

　リットも内心驚いている。アルベールのおまけとはいえこの男はゾルタン最強のＢランク冒険者パーティーの１人なのだ。

「リット、リット、リットォォォォ……」

　正気ではない。リットはそう直感した。他の２人の男も、英雄リットを目の前にしているにもかかわらず怯ひるんだ様子はない。それどころか３人とも威嚇するようにガチガチと歯を鳴らしている。

「なんなの、あなた達」

　アルベールのパーティーとリットは親しいわけではない。だがＢランク冒険者として、たまに話すことはあった。

　この男の名は確かピック・キャンベル。酷薄なところはあったが、まっとうな精神を持つ冒険者だったはずだ。

　だが目の前にいるＢランク冒険者は、理知的な様子とは程遠い。その様子はまるで理性なきモンスターだ。

　キャンベルが斧を振り上げ地面を蹴った。リットはすぐにはその場から動かず、ショーテルを脇に構え、じっと待つ。

（速い、それに鋭さもある。これが盗賊の加護持ちの戦い方？）

　突進してきたキャンベルがリットの間合いに入り斧を振り下ろそうとする。リットは１歩、前に進んだ。

　キャンベルの斧は空を切り、２人は交差した。キャンベルの腕がだらりと下がり、ガランと音を立てて戦斧を取り落とす。

　斬られたことを身体が思い出したかのようにみるみるうちに服が赤く染まり、そして彼は倒れた。２人の男はギョッとして、慌てて斧を構える。

　リットは『スピリットスカウト』の加護による超人的な身体能力を駆使し、一足で間合いを詰めショーテルを打ち込む。激しく金属がぶつかる音。

「むっ」

　だが、ショーテルの刃は男の戦斧の柄で受け止められていた。

　リットは少し驚いた様子だったが、流れるような動作でショーテルを切り返した。

　湾曲した刀身は戦斧を越え、切っ先が脇腹に食い込み内臓まで達する。

　刃が引き抜かれると、血を流しながら男は膝をついた。

「ひっ!!」

　最後の１人は意外にも恐怖の表情を浮かべ、逃げ出した。さっきまでの狂気が噓うそのようだ。リットが追おうとしたが、

「あがっ!?」

　路地裏から飛び出してきた矢が男の側頭部を貫き、建物の壁に縫い付けた。

　確かめるまでもない、即死だ。

「アルベール」

　リットは獰どう猛もうな眼を向ける。

　路地裏にいたのはクロスボウを構えたアルベールと、医者のニューマンだった。

「すまない、俺の仲間が迷惑をかけたようだ」

　アルベールは神妙な顔をして言った。

「アルベール、これはどういうこと？」

「俺にも分からないな。このような凶行に及ぶ男とは思わなかった」

　アルベールの言葉はどこか他人事だ。今しがた仲間が死んだというのに。

「それよりも、倒れている者の手当てをした方がいいのではないか？」

「お、おおそうだとも」

　ニューマンは慌てて鞄かばんを抱えて倒れている人達の下へと近寄る。

「君のフィアンセにも来てもらいたいものだね。薬代の請求は俺に回してくれても構わない」

　つい先日、アルベールはリットに殺されかかったというのに、それを気にした様子はない。いつもの気き障ざったらしい口調のままだ。それが何か気に入らない。リットの中で加護が『敵を殺せ』と叫び始める。

「お、俺はあの医者の手伝いをしなければ、失礼する」

　リットから膨れ上がりつつある殺気を感じたのか、アルベールはリットの視線から逃れるように、慌ててニューマンの下へと移動した。

「…………」

　ガチャン！　と金属の音がした。アルベールはギョッとしてリットの方を振り返る。

　リットは右手を真っ直すぐ前に突き出したまま、手を開き剣を落としていた。アルベールは怪け訝げんそうな表情を浮かべている。

　これは加護の衝動に襲われた時、自分を取り戻すためにリットがやる儀式のようなものだ。武器を持った手を突き出しそれを開いて武器を落とす。

　そしてリットは左手で武器を拾うと、ゆっくりと鞘さやに収め、

「ふぅ」

　ようやく息を吐き出した。
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　倒れていた６人のうち２人は即死。生きていた４人のうち１人は手当てが間に合わず死亡。３人は重症を負ったものの一命を取り留めることができた。

　俺の店に逃げてきた人も合わせて被害者は７人だ。うち、３人がハーフエルフ。残りは人間だ。運良くニューマンが俺の店に向かっていた時に遭遇したこともあり、斧で何度も斬りつけられたのにもかかわらず半数が命を取り留めたのは不幸中の幸いだったと言えるだろう。

　勇敢にも立ち向かい、殺されてしまった衛兵のアーサーはゾルタン議会から表彰を受けた。彼には妻と２人の子供がおり、彼女たちには遺族年金が支払われるという。

　まだ若い妻は気丈にも、勇敢に戦い市民が逃げる時間を稼いだ夫を誇りに思うと言っていたが、横にいた娘が泣けない母親の代わりに、大声を上げて泣いていた。

　Ｂランク冒険者の乱心。

　冒険者ギルドにとっては頭の痛い不祥事となったが、リットが半ば引退した今、アルベールのパーティーは特別扱いされている。

　アルベールは沈痛な表情で仲間の不始末を謝罪したが、新しい仲間を加えて今後も冒険者活動を続けていくだろう。

「とくに何かが変わったわけでもないか」

　俺は読んでいた木版摺ずりの新聞を脇においた。

　あの惨劇から一週間。外はそろそろ涼しい風が吹くようになったが、それ以外は何も変わらない。

「検死は誰がやったの？」

　俺の膝に頭を載せたリットが聞いてきた。いわゆる膝枕の体勢だ。

　最近はそこがお気に入りらしく、スキをみては身体を滑り込ませてくる。正直に言えば、俺が膝枕して欲しいのだけれど。

「さぁな、新聞には書いてなかったが、やはり薬で正気を失っていたと思うか？」

「私はそう思うな……それに、思ったより強かった。薬で強化されていたとしか思えない」

「ほぉ」

「前にアルベールの仲間のキャンベルの動きを見たことがあるの。お世辞にも強いとは言えない様子だったわ。でも、あの時は迂う闊かつに斬り込めない威圧感があった。他の男にしたって私の剣を一度でも受けられる人間がゾルタンに無名でいるわけがない」

「残りの２人はキャンベルが昔パーティーを組んでいたＣランク冒険者だそうだ。キャンベルがアルベールのパーティーに移籍した後も、仲良くしていたそうだが……たしかに経歴を聞く限り、リットの剣を受けられるとは思えないな」

「でしょ」

　実際に戦ったリットが言うのだから間違いないだろう。

　強化のポーションを使っていたのか？

「血液検査すれば薬の反応は分かるんでしょ？」

「スキルと試験薬があればな……俺は、『盗賊』の加護を持っているキャンベルがなんで斧なんて使っていたかの方が気になるな」

「斧を使う『盗賊』の加護持ちは聞いたことないわね」

「そりゃそうさ。『盗賊』の加護は軽い武器を好む。斧のような武器は固有スキルの大半が対象外なのさ」

　だから斧を使ったのがどうにも解せない。そりゃ他に武器が無ければ斧を使うこともあるだろうが……。

「追い詰められて他に武器が無かった状況とは思えないが」

「それに、そんな間に合わせの武器で私と渡り合ったって……信じられないなぁ」

　謎は深まるばかりだ。

「どうするの、ちゃんと調べる？」

　俺を下から見上げるようにリットが言った。

「……どうするかなぁ」

　店の直すぐ側で起きた殺人事件。不可解な点が多く、何か裏があるとは思うが。

「リットはどうしたい？」

「私はこのまま眠りたい」

　そう言って、俺の膝の上で目を閉じる。

「……ふうむ」

　俺はリットの髪を撫なでながら、さてどうするかと考えていた。

　あ、この感じ、騎士見習い時代に住んでいた寮の猫を思い出すな。
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　カランとドアの鈴が鳴った。

「レッド兄ちゃん、遊びに来たよ」

「こ、こんにちは」

　そろそろ昼食にしようかと思っていた時、タンタとアルのハーフエルフキッズコンビが店にやってきたのだ。

「よう、タンタ、アルよく来たな、ちょうど昼飯を作ろうと思っていたところなんだ。食べていくだろ？」

「うん！」

「ご、ご迷惑じゃなければ」

「迷惑なんて子供のうちは気にしなくていいんだよ。すぐ作るからちょっと待ってろ」

　２人には居間の方で待ってもらう。

　リットは庭で素振りをしていたから、そろそろ戻ってくるだろう。
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「わ、ミートスパゲティ！」

「私もこれ好きよ」

　無邪気に喜ぶタンタとリット。

　最初はギクシャクしていたアルも、食が進むにつれて打ち解けていった。

「お代わりあるぞ」

　と教えると、目を輝かせるところは、やはりまだ子供なんだと微笑ほほえましい。

「じゃあ私お代わり！」

　真っ先にリットが声をあげたのも、きっとアルとタンタが気兼ねなくお代わりできるように気を遣ったのだろう。

「大盛りね！」

　多分気を遣ったのだ。食事を終えると、アルは幸せそうな顔でお腹なかをなでていた。

　多めに作っておいて正解だったな。

「美味しかったです」

「私はこれを毎日食べられるのよ」

　なぜか偉そうなリットに、タンタはいい加減リットの性格が分かってきたようで、ジト目で呆あきれている。

　俺は笑いながらタンタに話しかけた。

「リットはこういうやつだ。結構いい加減」

「でもそこが？」

「可愛かわいい」

「バカップルだ！」

　タンタのジト目が俺にも注がれていた。うん、俺もちょっとポンコツになっている自覚はある。タンタは大げさにため息をついた。

「アルー、オレたちお邪魔かな？」

「あはは」

　お茶とクッキーをテーブルに置き、俺たちはふざけ合いながら和やかに談笑した。

「そういえばレッドさん、ボクも昨日加護に触れられました」

「そうか、どうだ？」

「不安はあります……けど、今のところ衝動のようなものはないですね。ただ漠然とした不安があるというか」

「多分、自分でどの武器を極めるか決めてないからだな。大きな衝動もないかわりに、ゆるやかな不安のみを感じているんだろう」

「じゃあ、ずっとこのままならボクはボクのままでいられるんでしょうか？」

　やはり、まだ加護の衝動が不安なのか。

「でもずっとその不安を抱え続けるのはつらいぞ。それに加護から与えられるスキルがないと、何をするにしても不便だ」

「このままコモンスキルだけで生活していくってできないのかなぁ……」

　思わず言葉を失ってしまった。コモンスキルだけで生活か……。

「できないことはないが、大変だぞ」

「そうですよね、あー、ボクもお父さんみたいに『闘士』の加護だったら良かったのに」

『闘士』の加護は、ありふれた最下級の加護だ。固有スキルは身体能力の向上のみで、特別な能力はない。利点としては衝動が弱いこと。いわゆる、その他大勢、一般人の役割を求められる加護と言えるだろう。

『ウェポンマスター』という強力な戦士であることより、アルは一般人であることを望んでいる。

「せめて武器は普段の生活にも役に立つものを選ぶといい」

「普段の生活に役に立つ？」

「アルは将来何になりたいんだ？」

「んー、分からないです。お父さんは船着き場で荷下ろしする仕事をしているけど」

　荷下ろし労働者か。そうだな……。

「例えばナイフ。荷物を縛るロープを素早く切ることができるし、他の人では切れないような頑丈なロープだって切ることができる。まぁ武器としてはあまり強いとはいえないが。

　他にはロープダーツ。これはロープの先に15センチほどの金属の刃をつけた武器なんだが、これに習熟すればロープの操法にも役立つ。

　変わったところだと、バトルラダー。これはもともと小規模な砦とりでの攻城戦に用いられる１・５メートルほどの梯子はしごだったんだが、これを運ぶ兵士が、白兵戦でも使えるよう武術体系を編み出したんだ。普通の梯子にくらべて幅が狭く、単純に鈍器として振り回すほか、相手の足にからめて引き倒すという使い方もある。スキルを得ていくと、副次効果として梯子を使った高所作業が得意になるという利点もある」

　俺はいろいろな変わった武器をアルに教えた。

　最初は武器なんて興味なさそうだったアルだが、つぎつぎに登場する見たこともない変わった武器の話に、少しずつのめり込み、やがてどんな武器があるのかと詳しく説明をせがむようになっていった。

「すごい！　モンスターも武器を作るんですね！」

「ああそうだぞ、トロールハンマー以外にも、ゴブリンブレードというものもある」

「ゴブリンブレード？」

「ゴブリンは知っての通り身体が小さいんだが、でっかい武器が好きでな。体格にあわない人間用のグレートソードやグレートアックスを使いたがるんだ。でも重すぎてまともに扱えない。そこでゴブリンは普段使わない頭をフル回転させ、武器に穴を空けて軽くするってのを思いついたんだ」

「え……」

「それがゴブリンの刃ゴブリンブレード。大体武器の重さが半分になるくらいに穴を空けるようだぞ」

「それって武器壊れないんですか？」

「壊れる。重さが半分になるかわりに武器の耐久性は悲惨だ。戦っているうちにポキンと折れて、ゴブリンが首を傾かしげているうちにやられてしまうって笑い話はよく聞くな」

　アルは楽しそうに笑った。

　武器に対する興味が加護に対する不安を上回ったようだ。

「『ウェポンマスター』の武器選択は一度だけ。選択したら二度と変更できない。焦らずじっくり決めるといい」

「うん……ありがとうレッドさん。また色々教えて」

　若き『ウェポンマスター』の門出だ。俺がアドバイスできるのは最初の頃だけだろうが、それでもこの子が自分の加護によって、納得できる人生を歩めればいいなと、そう思った。
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「灰色ヒトデ草の薬をありったけくれ！」

「すみません、他の診療所からも注文受けていますので、30服なら」

「おお、そんなにストックがあるのか、助かった！　他の薬屋ではもう品切れでな」

　議会通りの住宅街に門を構えるクリストファー診療所の医者は大喜びで薬を買っていった。ジャクソンの中毒発症から２ヶ月後のゾルタンでは、毎日病院に患者が運び込まれるようになり、応急処置に使う灰色ヒトデ草の薬は飛ぶように売れていた。

「リット、午後からは受付を頼む。俺は薬の調合をやるよ」

「分かった。にしてもひどい状況ね」

「ああ、こりゃ麻薬なんてもんじゃない、ただの毒だ」

　麻薬というのはたしかに恐ろしいが、障害はゆっくり体を蝕むしばむものだ。麻薬の目的は多幸感や解放感といった快楽を得ることで、身体がおかしくなるのは副作用だ。重度の依存症になって身体をボロボロにすることはあっても、数ヶ月で大量の重篤患者をだすものではない。

「こんな危険な薬をなぜ使うんだ？　そんなに依存性が高いのか」

　分からない。医者も患者に聞いているそうなのだが、新しい自分になれるからと繰り返すばかりで要領を得ない。

「アルベールの仲間の盗賊もあの麻薬を使っていたんだって」

「なに？」

　この間の惨劇も、薬が原因だったのか。

「その麻薬やばくね？」

「最初は段階を置いて禁止していこうと思っていた議会も、メンツを捨てて摘発に動き出したみたい。担当のダンって人は多分クビになるね」

　可哀かわい想そうに。やっぱり胃薬持っていってやろう。

「しかし、まだ性質が分からないところを見ると余所よそから呼んだ上級調合スキル持ちでも解析不能の新薬か。ワイルドエルフの薬の可能性が本当にありそうだ」

　上級の上にある最上級調合スキルを持つ者は大陸にも片手で足りるほどの数しかいないだろう。俺も直接面識があるのは銀の町ムザリにミスリル銀を探しに来ていた魔女である、「冬のバーバ・ヤーガ」くらいだ。バーバ・ヤーガはウィッチ系の中でも歴史上まだ２人しか確認されていない加護、『冬の女王』を持つ伝説的人物だ。

　戦闘に直接影響しない調合などの製作スキルは価値が若干低い。レベル60を超え大量のスキルポイントを得たバーバ・ヤーガだからこそ持てたスキルだ。

「スキルで調べるのは実質不可能だな」

「調合スキル以外に分析する方法ってないの？」

「んー、難しいな。材料がわかればまだやりようもあるが」

　材料の性質を調べ、そこから知識で追っていく方法もあるにはある。

　だが一般的じゃないし資料も圧倒的に少ない。スキルがあれば分かることを、わざわざ知識で調べようとする人間はいないのだ。

「また薬草取りに行かないとな」

　冒険者ギルドも灰色ヒトデ草の収集依頼を出しているようだが、豊富に取れる場所であるキマイラの繁殖地に薬草を取りに行くなんて俺くらいしかやらない。アルベール達たちならギリギリ倒せると思うが、多少買取価格が上がったところでアルベール達は薬草収集の依頼なんて見向きもしないだろう。

　冒険をするつもりはないが、薬屋として出来る限りのことはするつもりだ。
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「あの、アルベールさん、本当にやるんですか？」

「ここまで来て何を言っている」

　女性の『僧侶』のつぶやきに、アルベールは冷たい視線を返した。

　だが、仲間の『土ど術じゆつ士し』も、『戦せん士し』も、死んだキャンベルに代わり新しく入った『盗賊』も、全員が『僧侶』と同じような不安げな表情を浮かべている。

「なんで俺たちがこんなことを」

『戦士』が小さくつぶやいた。

　アルベールは怒鳴り散らしたくなるのを堪え、仲間についてくるように促す。

　アルベールのパーティーはゾルタン南にある海岸沿いの洞窟にいた。ここに、獣めいた顔にザラザラとした青い肌をした４メートルほどの体たい軀くを持つスクラグと呼ばれるモンスターが住み着いた。

　スクラグは巨人トロールの一種で海かい棲せいトロールとも呼ばれる。加護の成長にもよるが、大体スクラグ達は一体がレベル９相当。残虐なトロールに比べて、スクラグは決して見境なく暴れるモンスターというわけではないのだが……。

「猿を轢ひき潰したような顔をしているが、あれでスクラグは自分の部族の子供を何よりも大切にする。ただ１人の餓死者も出さないほどにな」

『土術士』が説明した。スクラグ自身も漁を行うのだが、それ以上に略奪による収入を当てにしている。海を泳いできたスクラグが集落を作ると、普段はなんともないのだが繁殖期を過ぎ子供が生まれると、周囲の集落を襲って食料や物資を集めるようになる。

　それを毎年繰り返して数を増やし、スクラグの〝王国〟を築くのだ。

「だから繁殖期に入る前に駆除する」

「でもスクラグくらいならＣランクパーティーの仕事でしょう？」

　ちぎれた腕がすぐにくっつくほどの再生能力をスクラグは持っているのだが、火に弱いという弱点がある。魔法使い系加護の持ち主達がレベル４に到達したとき最初に習得する定番のファイアーボール１発で、スクラグは大半が行動不能になり、生き残った者も再生能力を失う。ファイアーボールが使える加護を持つ仲間がいれば恐れるような相手ではない。ファイアーボールを撃てる魔力が残っている限りだが。

　火が弱点であるというのは、それだけでモンスターの脅威度を下げる要素だ。

「夏の間に怠けていた冒険者どもは、放置されていた依頼をこなすので手一杯だ。スクラグは繁殖期に入るまでは危険度が少ない。誰も依頼を受けはしないだろう」

　それにスクラグが略奪を開始してから倒した方が実入りも大きい。略奪品は冒険者の重要な収入源なのだから。

「だから俺たちがやるのだ。力あるものは、その力を使う義務がある。剣を収めている時間が長ければ長いほど、それは罪悪だと知りたまえ」

　アルベールの口上に、仲間たちはさすがアルベールさんと褒ほめ称たたえるが、その目には明らかな侮蔑が浮かんでいた。

　お前１人でやれ！

　アルベールは小さく首を横に振った。

　アルベールの加護は『ザ・チャンピオン』。加護レベルは24。この加護は、困難を乗り越え偉業を達成する英雄の加護だ。戦士系上位加護の１つであり、その衝動は、自身の力を世界に示すこと、歴史に名を残すような活躍をすること。

　彼の大いなる野望に比べ、仲間たちの持つ凡俗な加護はあまりに小さい。そうアルベールは呆あきれていた。アルベール自身は、その強大な加護を活いかすこともできず、ゾルタンに流れてきたのではあるが。

「そろそろいくぞ」

　アルベールは剣を抜いた。

「あ、あの、その剣は？」

『僧侶』はアルベールの持つ、異様な形状の剣を見る。

　刀身は分厚く重量がありそうだ。鍔つばが小さく、あれでは簡単に指を斬られてしまいそうに見える。そしてなにより特徴的なのは、切っ先が丸く〝突き〟の機能を持たないことだ。

　それは処刑人が使う剣だった。

「以前の剣を折ってしまってね、あれほどの魔法の剣はなかなか見つからないと思っていたんだが行商人から掘り出し物を譲ってもらえて助かったよ」

[image: ]

　ところどころに錆さびの浮かんだその剣は、アルベールの新品同然に輝く鎧よろいとは対照的だ。

「銘は無い。だが切れ味は格別だ。俺は〝ヴォーパル・ブレード首斬り剣〟と名付けたよ」

『僧侶』は、魔力を視覚化するディテクトマジックの魔法を使った。途端、圧倒的なオーラに打ちのめされ、思わずぺたんと座り込んだ。

「すまん、先に説明するべきだったな。誰が作ったかは分からないが、これは伝説級武器作製スキルで作られた逸品だ。この剣を超える武器は、勇者ルーティの持つ〝降ごう魔まの聖剣〟くらいなものだろう。魔法のオーラを見るだけで、生半可なレベルでは打ちのめされる」

「そ、そんなものを行商人なんかが？」

　座り込んだまま『僧侶』は疑問を口にした。

　アルベールは『僧侶』に親しげな笑みを浮かべながら手を差し伸べる。

「運が良かったんだ」

　そう言われ、『僧侶』はそれ以上何も言えなくなった。
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　アルベールのパーティーは、すでにスクラグの巣の大半を制圧していた。

　残るは最後の部屋のみ。洞窟なので扉もなく、アルベール達は部屋へと踏み込んだ。

「あ……」

　その光景を見て、思わず『僧侶』は声を上げた。

　そこにいたのは３体のスクラグ。垂れ下がった乳房があるところをみると、全員メスだろう。だが、２体のスクラグに守られるように座る、そのスクラグの姿は、『僧侶』を打ちのめした。そのスクラグの腹は大きく膨れていたのだ。

　瞬間、『僧侶』の感じていた戦いの高揚も、加護の衝動さえもすべてが吹き飛んだ。彼女の倫理観と、なにより彼女の女である部分が、スクラグの追い詰められ、それでもなお戦おうとするその表情に共感してしまっていた。

「い、いやだ……」

『僧侶』は一歩後ずさる。思考が麻ま痺ひし、呼吸するのが苦しい。だが、

「もう子持ちがいたか。早めに対処して正解だったな」

　アルベールは感慨もなくそう言った。まっすぐ切り込み、同胞の子を守ろうとした２体のスクラグを容易たやすく切り伏せる。

　最後のスクラグは、死んでいった仲間のために、そしてこれから生まれる我が子のために戦いの咆ほう哮こうをあげた。喉が裂けるかと思うほどの咆哮だった。

　爪を振り上げ最後まで戦おうとするスクラグの母親を、アルベールは鼻で笑い、分厚い剣を一薙した。その一撃は、あまりに簡単に、あまりにあっけなく２つの命を奪った。

　戦いは終わったのだ。気がつけば、『僧侶』の両目からは涙が流れていた。

「大丈夫か？」

　アルベールは穏やかな声で『僧侶』を気遣う。スクラグの母親を屠ほふったその手は、『僧侶』を慰めるように肩に置かれた。

「なぜなんです……」

『僧侶』は考えることもできず、思ったことをそのまま口にした。止まらなかった。

「彼女達は、ただ自分の子供を愛していただけだったのに！　私達と同じ、いえ私達よりずっと尊い人達だったかもしれない！」

「そんなことはない、あれはただのモンスターだ」

「例えば……私達が彼女達に食料を供給して、その代わり彼女達は周囲のモンスターを倒してくれるような、そんな関係だって築けたかもしれないじゃないですか！」

　アルベールは優しく笑った、それは道理の分からない子供に諭す大人の表情だった。

「それを我々の加護は望んでいないのだよ」




　ああそうだ……この世界は戦いに満ちている。







[image: 第二章　嵐の後に燻る火]




「よーし、雨戸全部閉めたな。庭の薬草も吹き飛びそうなものは全部回収したし、残りはまだ採取できない。まぁだめになっても仕方がない」

「看板とか壊れちゃいそうなものは全部はずしたよ」

　ゾルタンに嵐が来た。南洋で生まれた嵐は、『世界の果ての壁』に沿って南から北西へと抜ける。秋口にくるのは少し珍しいが、数年に１度程度にはあることだ。

「じゃあ次は洗面所ね！」

　すでに外は風が強くなっている。

　空は黒く、雨が降り出すのも時間の問題だろう。

「老鉱竜気象台の発表では、明日の夜明けくらいから本格的に嵐の中に入るんだっけか？」

「うん、若い鉱竜達たちが飛び回って警報出しているよ」

　光の四老竜の１体、黒く輝く雲うん母もの身体を持つ老鉱竜エンシエント・ミネラル・ドラゴンフユは、ハイヘルム山の山頂に、水晶の天文台を含む老鉱竜大学を設立したアヴァロン大陸最高の地学者だ。

　若き鉱竜ミネラル・ドラゴンや地学者を志す人やエルフの若者などが訪れ、彼らに老いた鉱竜は惜しみなく知識を伝えている。

　老鉱竜大学にある部門の１つである、老鉱竜気象台は、アヴァロン大陸全体の気象を観測し、災害を事前に警告する活動を行っている。嵐に悩むゾルタンは、この老鉱竜気象台の情報が欠かせない。船乗りにしても、農家にしても天候は重要な要素である。大陸中の国々が、老鉱竜が運営する学問の城を援助し、不可侵かつ有事の際は各国が共同して防衛にあたることを宣言していた。

　彼らは賢く、自然科学を研究することを好む。その鱗うろこは雲母でできており、ドラゴンをよく知らない者からは石の鱗を持つストーンドラゴンと呼ばれることもあるが、その場合彼らは、「自分は鉱竜ミネラル・ドラゴンだ」と、強く間違いを訂正する。その際は、自分の鱗を相手の目の前に突きつけ、その黒い輝きをしっかりと説明するのだ。

　光の四竜にとって、鱗の輝きは誇りである。

　いろいろな場所に研究室を作り何十年も研究を続けることから、光の竜の中でも、輝竜ラデイアント・ドラゴン達と並んで身近なドラゴンだろう。

　輝竜は、未来の英雄の門出を祝福するのを生きがいとする。幼い子供が冒険に出るとき、輝竜は人間に化けてそっと手助けをし、冒険の中で子供が育つのを楽しむのだ。これも比較的よく見かけるドラゴンだ。まぁ口の悪い者に、ショタコンドラゴンだのロリコンドラゴンだの言われていたりするが。

　俺も騎士団見習いの頃に一緒に冒険したことがあった。なにか嬉うれしいことがあるたびに空気を読まず歌い出すもんで苦労したが、というかなんで子供の俺が気を遣わなきゃならなかったんだ……まぁいいやつだったよ。確か名前はアルハゼンと名乗っていたっけ。

　残りの光の竜は、工学者である蒸気竜スチーム・ドラゴンと法の番人である雷竜ライトニング・ドラゴンだ。

　暗黒大陸で生まれた闇の四竜には、虚無主義の真空竜バキユーム・ドラゴン。

　停滞と破壊の塩竜ソルト・ドラゴン。

　子供拐さらいの灰竜アツシユ・ドラゴン。

　土地を汚染する不浄竜ダスト・ドラゴンがいる。

　ドラゴンは、人、エルフに次ぐ第三の主要種族として、このアヴァロン大陸で暮らしている。もっとも、このゾルタンにはいないようだ。ドラゴンにも魅力のない土地として見えるのだろうか。

「ほらそこ！　サボってないで手を動かす！」

　怒られてしまった。

「嵐が来たら水道はダメになるんだから、今のうちに水を溜ためておかないと」

　河川から水を引いている水道は嵐の前に河川側の流入口に蓋をされる。泥水が溢あふれることになるし、激流で破損することもあるからだ。井戸も大雨で濁りしばらくは使えない。

　水源豊富なゾルタンでありながら、嵐の直後は水不足になるのだ。その対策として、俺は水道が出るうちに水を袋や樽たるに溜め、生活用水の備蓄をしているというわけだ。

　どの家庭でも同じことを行っているため、水の量はちょろちょろとしか流れない。時間だけが過ぎていく虚むなしい作業だ。

「って、昨日のうちにやろうって言ってたのに、ゴンズと一緒に遊びに行っちゃったのレッドじゃない！」

「だって誘われたから……」

　大工のゴンズは嵐の後は街中の家の修理で大忙しになる。さすがにこの時ばかりは怠惰なゾルタン人も休日を返上して働くことになる。そのため、ゴンズは嵐が近づくと、先に休もうなどと言い出して遊びだすのだ。タンタの教育に悪い！

「あなたも一緒に遊びに行ったんでしょうが！」

　文句を言いながら、ぴょんとリットは俺の背中にしがみついた。

「さあ働け働け」

　騎手の真似まねをするように俺の尻を叩たたく振りをする。

「へいへい、働きますともリット様」

「……昨日いなかった分、私のことも構ってよね」

「分かってるよ、どうせ嵐で明日か明後日まではどこにもいけないんだから」

　おっと、手が止まってしまった。俺はぎゅっと腕に力を込めたリットの体温を感じつつ、黙って作業を続けた。ん、なんかこの感じ、昔同じようなことしたような……。

（……あっ、思い出した）

　あの時も嵐が来ていたな。ゾルタンを襲う嵐に比べたらずっと弱いものだったけれど、嵐に慣れていない、故郷の村人達は慌ててたっけ……。
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　嵐の日だった。この村に嵐が来るのは珍しい。

　ゆえに嵐に耐えられるほど頑丈でない家が多く、俺たちはみな集まって、村長の家でもある集会所に避難していた。ゴウゴウと吹く風の音。外で何かが飛ばされ音を立てる。激しい雷鳴が轟とどろき、同じように避難していた子供たちが悲鳴をあげた。

　俺はこのとき８歳。妹のルーティは６歳だった。

　２人とも特殊な加護により同世代の子供たちよりずっと大人びていた。

「おかあさああああん！」

　少し離れたところに座っていたルーティと同い歳の女の子が泣き出し、母親にすがった。母親は「もう６歳なんだから！」と周りの目を少し気にしたようだったが、腕にすがりついた女の子の頭を優しく撫なでていた。

　ルーティはその様子をいつもの目で……周りからは冷たい目と言われているが、そんなことはない、ただ感情表現が分かりにくいだけだ……その様子をじっと見つめていた。

　俺も周りを見渡すと、同じように親や兄弟で手を取り合っている子は少なくなかった。

　みんな怖いのだ。

「ルーティ」

「なに？」

「怖くはないか？」

「……嵐のこと？　雷のこと？　それとも建物が壊れて全員潰れてしまう可能性について？」

　淡々と、何のことを聞いたか確認する、静かで綺き麗れいな赤い目をした妹の頭を、俺はゆっくりと撫でた。

「どれでもさ、今怖いものはある？」

「ないわ、だって私に怖いものはないもの」

「私に怖いものはない」これと全く同じ台詞せりふを13歳のガキ大将にぶつけ、ルーティは一度大喧げん嘩かをしたことがある。

　勇者の加護を持っているといっても、加護レベル１で武装も戦闘経験すらない子供のルーティでは加護レベル３の『戦士』となった早熟の少年、さらに手にはただの棒ではあるが武器に、分厚い布の鎧よろい、古びているとはいえ木の盾まで持っていたガキ大将の相手は難しく、棒で殴られて帰ってきた。

　ルーティはただ、自分は生まれつき〝恐怖への完全耐性〟を持っているから怖いものがないという意味で言っただけだったのだが。

　……もちろん俺はその後、ガキ大将を同じくらい痛めつけて……まぁ１・５倍くらい痛めつけたかな……２、いや２・２倍くらいか、うん多分それくらいですませて、ルーティの目の前で謝らせた。

　そのせいでしばらくは俺がガキ大将の扱いをうけるハメになった。面倒なので別の『騎兵キヤバリア』の加護を持つ11歳の男の子に命令して元の状態に戻した。

　あれ以来、元のガキ大将は大人しくなり、暴力を振るわないようになったようだ。彼が暴力を振るったことは加護の衝動ではない、ただ喧嘩で負けた経験が無かっただけだ。

「ルーティに怖いものはないか」

「お兄ちゃんも知ってるでしょう」

「うん」

　ルーティは首をかしげ、意図が分からないと表情で俺に伝えた。

「実はな、俺が怖いんだ」

「そうなの？」

「うん。びっくりしたか？」

　ルーティは少し悩む素振りを見せる。

　まだこの時は混乱への完全耐性は無かった。だから驚くこともあったと思う。

「びっくりはしてない」

「そうか、びっくりはしていないか」

「うん」

「でな、本題に入るとな、俺が怖いから……手を握っていいか？」

「私の？」

「ああ、ルーティの手」

「いいよ」

　俺はルーティの手を握る。

　どんなに絶大な加護をその身に宿そうとも、それは小さな女の子の手だ。

「怖くなくなった？」

「うん、もう怖くない」

「良かった」

　ルーティは微笑ほほえんだ。だが他の人には……母さんや父さんですら、この可愛かわいい笑顔が分からないらしい。もったいないことだ。

　だから俺が独り占めさせてもらっている。いつかこの笑顔が分かる人にルーティが出会えるまでは。

「ごめん、怖いってのは噓うそなんだ」

「噓なの？」

「全然怖くない」

「そう」

　ルーティはますます意味がわからないと首を傾げた。

「ただな、ルーティの手を握りたかったんだよ」

「私の？」

「嫌だった？」

「嫌じゃないよ。でもなぜ？」

「意味は無いな」

「無いの？」

「そうだ、俺は意味もなくルーティの手を握りたくなる時があるんだ」

「……どうして？」

「意味はない……が、人間は意味のない行動をするものだ」

「意味の無い行動」

「そう、俺は特に意味もなくルーティの手を握った。だからな、お前も意味もなく俺の手を握りたくなったりしたときは、いつでもやっていいぞ」

「そう……」

　ルーティはつながれた俺の手をじっと見つめる。

「お兄ちゃん」

「うん？」

「私、お兄ちゃんのこと好きだよ」

　珍しい。

　ルーティが何かに対して言葉で好意を示すのは、これが初めてじゃないだろうか。

「ありがとう、嬉しいよ」

「なんで？」

「え？」

「お兄ちゃんのことを好きなのは私だよ？　なんでお兄ちゃんがお礼を言うの？」

　俺はルーティの髪を優しく撫でた。

　彼女の目の覚めるような青い髪は、撫でると蠟ろう燭そくの光を反射してキラキラと輝く。

「ルーティ、俺はお前のこと好きだぞ」

「うん」

　俺がルーティに好きだというのは、これまで何度も繰り返した言葉だ。

　実際、俺はこの妹が可愛くてたまらない。

「ルーティってさ、俺にそう言われると笑うよな」

　ルーティは驚いたように、自分の顔をペタペタと触る。

　その仕草がまた可愛くて、俺は微笑んだ。

「笑うってことは嬉うれしいってことだろ？」

「多分そう」

「つまり俺もそうなんだよ、ルーティに好きだって言われたら嬉しい。今俺、笑ってるだろ」

「うん」

「だからありがとうなんだ」

　ルーティは言葉の意味をじっくり理解するように考え込んだ。

「分かった」

「分かってくれたか」

「お兄ちゃん、私も意味のない事してもいいかな？」

「おういいぞ」

　ルーティは俺の手を離した。

　あら？　お気に召さなかったかな。

　だが、ルーティは俺の後ろに回ると、首に抱きつき背中にぺたりとくっついた。

「こっちの方がいい……大丈夫だった？」

「おう、これくらいいつでもいいぞ」

「そう」

　ぎゅっと腕に力が入る。ルーティの温かい体温が背中から感じられた。

「お兄ちゃん」

「なんだ」

　俺が首を回して振り返ると、当たり前だがそこにはルーティの顔がある。

「ありがとう」

　俺にしか分からない、〝満面の笑み〟をルーティは見せた。

　この笑顔が分かるやつなら、絶対に惚ほれてしまうと思えるほど可愛い笑顔だった。

　ルーティと結婚するやつは幸せものだ。今から嫉妬してやる。

「お兄ちゃんは、ずっと私と一緒にいてくれる？」

「……ごめん、そういうわけにはいかないんだ」

「そう」

　この嵐が通り過ぎたら。俺は騎士になるために俺をスカウトした騎士の待つアンダールの町へ向かう。分かっていたことだが、この村の周囲のモンスターではまともに加護を成長させることができない。６歳の頃から本格的にモンスターを狩るようになったのだが、それでもレベルは31から33にあがっただけ。アウルベア程度では話にならないのだ。

　いつかルーティと共に旅立つ時のため、俺はもっと強くならなくてはならない。いつまで一緒に戦えるかは分からないが……ルーティが沢山の仲間に囲まれて歩けるようになるまで。たとえ相手が魔王であっても俺は戦えなければならないんだ。

「でもな、ルーティが〝やりたくないこと〟があったらいつでも俺を呼べよ。俺が代わりにやってやるから」

「それは知ってる」

「そうだったか」

「なんども言ってくれた」

「忘れられたら困るだろ？」

　俺の背中に小さな耳をくっつけて、ルーティはじっと動かなくなった。

「休みもらえたら帰ってくるからな。おみやげは何が良い？」

「蜂蜜ミルク」

　俺の背中でルーティは、そうつぶやいた。





＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊






　魔王への旅と辺境ゾルタンでのスローライフ。

　２人の進む道はもう二度と交差しないかに思えた。だが、

「ギデオンを捜しているんですか？」

　黒い髪に浅黒い肌をした青年は、そうダナンに言った。

　もともと追跡など得意ではないダナンは、何の足取りも摑めず途方に暮れて、ギデオンと別れた町の酒場で飲んでいるところだ。ギデオンの情報は何も見つからなかった。

「なんだぁ？」

　いい感じに酔っ払っているダナンはギロリと青年を睨む。いや睨んでいるつもりはないのだ、ダナンの〝威圧の眼光〟スキルがよく暴発してしまうのだ。というより意識して使わないようにしないと、〝威圧の眼光〟は自動発動してしまうのだった。

　だが青年は平然としていた。

「あんた強いな！」

「あなたほどではありませんよ、ですが少しだけ刀を遣えまして」

「ほぉぉぉ」

「それより、ギデオンを捜しているんですよね？」

「だったら何だってんだ、ギデオンの居場所でも知っているのか？」

「いえいえ、どちらでもありません。ただ私もギデオンを捜していましてね」

「なに？」

　ダナンの酔いが醒さめた。拳を軽く振り、臨戦態勢で青年を睨にらみつける。

「一緒に捜しませんか？　２人で探す方が効率良いかと思いますが」

　青年は笑みを浮かべたままだった。
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　夕方、嵐が近づいている。外は強い風が吹き、横殴りの雨が波のように緩急をつけて、水たまりに束つかの間の足跡を残している。

「こりゃもう客はこないだろ、店を閉めよう」

　俺は店のドアを閉め、内側から鍵をかけた。

　少しドアを開いただけなのだが、床が濡ぬれてしまった。

「はい」

「お、ありがと」

　リットから雑巾を受け取ると、俺は床を拭いた。その間にリットは、今日の間わずかに売れた薬の帳簿を確認している。どちらの作業もすぐ終わった。

「明日は休みだな。誰もこないだろう」

「こんな時に外を出歩く人なんていないでしょ」

「まぁな」

　風が強くなりギシギシと家が鳴る。だが、下町随一の大工であるゴンズの手がけたこの家は、嵐の中でもびくともしない。俺たちは安心してこれから来る嵐を迎えようとしていた。

　ゴンゴン！　と激しくドアが叩かれた。

「なんだこんな日に」

「レッド君！　私だ！　ニューマンだ！」

「ニューマン先生!?」

　ドアを開けると、外がい套とうを着たニューマンが立っていた。そして、

「アル!?」

　ニューマンは頭から血を流してぐったりしているアルを背中に背負っていた。アルはずぶ濡れで、靴も履いていない。足の先は泥で汚れ、寒さで血の気がなかった。

「リット！　毛布とタオルを！」

「分かった！」

　俺が声をかけたときには、すでにリットは動き出していた。すぐに毛布とタオルを持ってくる。俺は店の床に敷かれた毛布の上にアルを寝かせる。

　リットの精霊魔法で、温められたお湯がすぐに用意された。雨と出血で冷たくなったアルの身体を毛布で包み、温める。

　その間にニューマンは薬棚から消毒薬と止血薬を手にして、応急処置を行っている。

「思ったより深いな……」

　ニューマンが呟つぶやいた。アルの側頭部にできた傷から血がとめどなく溢れていた。

「まずい」

　俺も横から様子を窺うが、傷が深すぎる。通常の処置じゃ間に合わない。

「少し待っててくれ」

　俺は貯蔵庫に走り、迷わずキュアポーションを５本取った。

　キュアの魔法が封じ込められたマジックポーションだ。普通の手段では間に合わない傷も、魔法でなら治すことができる。

（一般人には高級品だが、どうせこれは複製品だしな）

　ふえるポーションで複製したキュアポーション。売り物でもないし惜しみなく使ってしまおう。

　アルのところへ戻ると５本のキュアポーションを次々に投与し、しばらくするとアルの容態は安定した。

「間に合ったか、良かった」

　俺は胸をなでおろした。

「驚いたよ、まさかキュアポーションを使ってくれるとは……だが、言いにくいんだが、アル君の家にキュアポーション５本の費用を払う余裕は……」

「わかってる。だが、この子は友人なんだ」

「友人か」

「だから、ここでキュアポーションを使ったことは内密に。普通の治療をしたことにしてくれ」

「わかった。レッド君、君はいいやつだな」

　ニューマンはそう言って笑った。

「ところで、一体何があったんだ？」

「わからない。私は、この風のなか雨漏りした屋根を修理しようとして転げ落ちた馬鹿者に呼ばれた帰りだったんだが、通りにこの子が倒れていてね。このとおり怪け我がをしていたんだが、私の診療所よりレッド君の薬屋の方が近かったから、悪いとは思ったけれど転がりこませてもらったよ。迷惑をかけてしまってすまない」

「いや、俺の方こそ友人を助けてくれてありがとう。先生が通りかからなかったらアルは死んでいたかもしれない」

　下がっていた体温も戻り、アルは安らかな顔をしている。

「傷口に小さな石の破片が無数に刺さっていた。風で飛ばされた石か何かが頭に当たったのだろう」

「なるほど、しかしなんでこんな日に外を、しかも下町を出歩いていたんだ。それに雨あまよけの外套も無く部屋着のまま、靴すら履いていない」

「わからん」

「……起こすしか無いな」

　体力が落ちているアルを起こすのはあまり良くないが、何か取り返しのつかないことが起こりそうな気がする。

　俺は、アルの肩を軽くゆすりながら、アルの名前を呼んだ。

「ん……」

　何度か繰り返した後、アルはゆっくりと目を開けた。

「大丈夫か？」

「レッドさん……」

　アルの目が安あん堵どで揺らぐ、だが次の瞬間。

「あ、ああああ！」

「どうした!?」

　アルの目は恐怖で見開かれ、俺の腕を摑つかみ悲鳴をあげた。

「大丈夫だ、俺がついている。落ち着いて」

「た、たすけて！」

「もう大丈夫、ここは俺の店だ。誰もお前を傷つけたりはしない」

「違う！」

　アルは叫んだ。

「家に、アデミが来て、母さんとお父さんが、襲われて、斧おのを持っていて！」

　その光景がよみがえったのかアルは恐怖で呼吸ができなくなる。慌ててニューマンが介抱した。

　アデミっていうと、最初にあった時、喧けん嘩かしていた子か？

　それに斧？　わからない、だが急がないと。

「はい」

　立ち上がった俺の後ろからリットが声をかけた。

　振り返ると、外套とエクストラキュアポーションが２本入った鞄かばんが用意されている。

「外套は私のよ。ハイエルフの作った環境耐性つきのシールドクローク」

「ありがとう」

　俺はすぐに外套を羽織り、鞄を受け取ると、アルの家へと嵐の中を飛び出した。
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　アルの両親は無事だった。だが怪我はしていた。

　俺がサウスマーシュ区にあるアルの家にたどり着いた時、玄関は開け放たれたままで、雨が家の中に吹き込んでいた。水たまりのできた玄関口を通る。この家は台所と寝室のみというシンプルな構造で、すぐに部屋の中を見渡せた。

　アルの両親は寝室に倒れていた。血を流していたが、傷は斬撃によるものではなく殴打による傷だった。どうやらアデミは、なぜか斧の刃の方ではなく、反対側で殴ったようだ。

　どちらも出血はひどかったが、傷自体は深いものではない。リットが用意してくれたエクストラキュアポーションも必要なかったほどだ。

　傷口を洗って止血し、鎮痛剤を飲ませ、骨折した部分を固定すれば終わりだ。

　遅れて、ニューマンも到着し、２人の命に別状がないことを確認した。

　最悪の結末は避けられた。だが、この事件は大きな禍根を残すことになる。少しだけ先の話をしよう。アデミは実は議会通りに住む衛兵隊長の息子だったのだ。

　事件以来、アデミは行方不明となっている。だがサウスマーシュ区のハーフエルフをはじめとするハーフヒューマン達たちは、アデミが衛兵に匿かくまわれているとして抗議。

　しかし、衛兵側は応ずることはなかった。燻くすぶった火種はいつ燃え上がってもおかしくない。嵐が去ったゾルタンだが、住民の顔には不安が浮かんでいた。
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「アル、朝食は何がいい？」

「……なんでもいいです」

「チーズトースト、エッグトースト、白身魚のフライ、ベーコンサラダ、酢漬けのキャベツ……」

　アルの顔を見ながら俺は朝食の候補の名前を続ける。

「スクランブルエッグ」

　僅かにだがピクリとアルの顔が反応した。

「そうだな、スクランブルエッグにしよう。付け合わせはタンタの家からおすそ分けしてもらったトマトと煮た豆がいいな、あとスープはチキンスープだ」

「はい」

　表情は硬いが、少しだけ料理に期待している表情が窺える。俺はニコリと笑うと、アルに居間で待つように言って、台所へ向かった。

　少しの間だけ、アルをうちで預かることになった。アルの両親はサウスマーシュ区住民による抗議の神輿みこしとなっているのだ。

　そのため今はサウスマーシュ区に住む盗賊ギルド幹部ビッグホークの屋敷で療養している。治療も下町のニューマンではなく、サウスマーシュ区の医者が治療しているようだ。

「俺もあいつらの言っていることは理解できる。こうして怪我もしたわけだしな。だけど、あんな憎しみばかりの場所に息子を巻き込みたくないんだ」

　アルの父親はそう言って、俺に土下座した。クオーターペリル銀貨が47枚入った袋は、彼らがこれまで貯ためてきた金なのだろう。

　俺とリットは彼の頭をあげさせ、アルをしばらく預かることを了承した。

「おはよう！」

　遅れてリットも起き出してきた。元気よく挨拶すると、アルは声こそ出さなかったが、ペコリと頭を下げた。初日よりはマシになったか。

　最初はまともにコミュニケーションも取れない状況だった。

　目の前で両親が襲われ、自分は両親を見捨てて逃げ出した。それに、サウスマーシュの人々が、口汚く同じゾルタンに住むゾルタン人達を罵る光景。

　まだ子供であるアルにとっては、心を閉ざすのに十分過ぎるトラウマだろう。

「よーし、できたぞ」

　テーブルに並べたスクランブルエッグに窓から差し込む朝日が映り、キラキラと輝いているようだ。玉子の良さは、まず目に訴える彩りにある。そう言っても過言ではないはずだ。

「それじゃ、いただきます」

　俺の隣にリットが、正面にアルが座り、俺達は一緒に食べ始めた。
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「リットさん、お願いします」

　庭に刃を潰した練習用のショーテルを構えたリットとアルが対たい峙じしている。

「いいよ、どこからでもどうぞ」

　リットは普段の双剣では無く右手１本。左手を腰に添え、右手を頭上に掲げた上段の構えだ。

「格上相手の上段に対しては？」

「中段、左回り」

　アルは右手に持ったショーテルを中段に構え、ゆっくりとアルから見て左、つまりリットから見て右へ動く。こうすることで掲げた相手自身の右手が視界を制限するのだ。

　何か勝機を見つけたのか、それともリットの剣圧に自棄やけになったのか、アルは飛び出し、リットの右手をめがけて斬りつける。

　が、それよりも早くリットの剣がアルの肩に吸い込まれていた。

「ッ!?」

　アルが振り抜いたところに、すでにリットの右手はない。ピタリと肩の寸前で止められたリットの剣は、その気になれば簡単にアルの肩を砕いたであろう。

「もう一度お願いします！」

　アルは叫び、リットは微笑みながら頷うなずいた。

　２人が剣を交える様子を、俺は新しい薬草の苗や種を、庭の畑に植えながら見ていた。

　ふさぎ込んでいたアルが、リットに剣を教えてほしいと言ってきた時は驚いた。

　最初、「人に教えるような綺き麗れいな剣術じゃないから」と断っていたリットだったが、アルの真剣な様子を見て、「基礎だけなら」と教えることになった。アルが『ウェポンマスター』として選んだ武器は、ショーテル。リットが使う物と同じ、内側に湾曲する特殊な形状をした両刃の片手剣だ。

　これは相手の防御を越えて斬りつけることができ、また反対に握ることで通常の曲刀のようにも使える。どちらかというと人間と同じように武装した相手に向く武器だ。

　その形状から、扱い方にはちょっとコツがいるため、俺も扱いこなせる自信はない。

　リットのような闘技場でも活躍した背景のある剣士が好んで使用する刀剣だ。

『ウェポンマスター』は、どんな武器でも選びさえすれば極めることができる。その意味では、スピアや棍こん棒ぼうのような扱いの簡単な武器よりも、ショーテルのような武器の方がいいのかもしれない。

　今も心に傷は残っているのだが、アルは剣を振るっている間だけは、時折笑みを浮かべる。『ウェポンマスター』の加護の影響だろうか。

「心の傷が消えたりはしないだろうが、元の自分を取り戻す日は近そうだな」

　結局、アルは一度もリットに打ち込むことはできなかったが、何度剣を弾かれても、自分のショーテルを取り落とすことはなかった。
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　アルが眠った後。

　俺とリットは２人で、ブランデーを少し垂らしたコーヒーを飲んでいた。

「ありがとう、リットのお陰でアルも大分明るくなってきた」

「私のというより、加護の力ね。武器が自分の思い通りに動くようになっていくのが楽しくて仕方ないみたい」

　リットは、自分のショーテルにそこまで思い入れがあるわけではない。もちろん愛用している武器として多少の思い入れはあるだろうが、ショーテルを見て笑ったりはしない。

「今のところは良い方向に加護が働いていると思う。心が不安定だから注意が必要だけど」

「ああ、俺も気をつけて見てるよ」

「はぁー、それにしても私、人に教えるなんてやったことないからなぁ……変な癖がつかなければいいけど」

　リットはため息を吐いて苦笑した。

「上手うまくやっていると思うよ。それに、最後はスキルだから」

「そうなんだけどね、でも剣の振り方が分かるだけじゃダメなんだって、師匠が言ってた。剣には哲学があるんだって。そして哲学を加護は与えてくれないとも。私は結局、師匠に一度も勝てなかったな」

　アスラデーモン『シサンダン』に殺されたリットの師匠であり、ロガーヴィア公国近この衛え兵へい長のガイウス。

　俺達がロガーヴィア公国宮殿に出入りできるようになり、しっかりと話すようになったときには、すでにアスラデーモンに成り代わられていた。

　ガイウスは、好き勝手に生きていたあの頃のリットが唯一尊敬する人間だ。

「師匠が私に教えてくれたことを、私はアルに伝えられるかな」

　不安げに話すリットの頰ほおに、俺は手を添えて話す。

「できるさ」

「本当？」

「だってリットだもの」

「なにそれ」

　俺の根拠のない励ましで、リットはクスリと笑う。だが本心だ。リットをよく知る俺には分かるんだ。リットの剣に、言葉に、ガイウスという彼女を導いた良き師の存在が。

　だから、きっとアルにもガイウスから伝えられたことを、もっと良い形にして伝えられる。

「ありがと」

　リットは目を閉じ、頰に添えられた俺の右手に自分の両手を添えながら、そう言った。
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　朝。

　店の開店準備をしていた時、扉が激しく開かれ、ドアのベルが騒がしく悲鳴をあげた。

「れ、レッド！」

「レッド！」

　飛び込んできたのは大工のゴンズとタンタの母親であるナオ。

　ハーフエルフの２人は真っ青な顔をして震えている。

「ゴンズとナオじゃないか、どうした何があった？」

「た、タンタが衛兵に連れて行かれちまった！」

「なに？」

　タンタが!?

「どうしよう……うちの人が衛兵の詰め所に行ったけど、面会もできなくて」

　普段は肝っ玉の大きいナオも、息子が連れて行かれたことで焦燥している。

「まず落ち着いてくれ、一体なんでタンタが連れて行かれたんだ」

　動揺しながら話す２人に、時折質問を交えながら聞き出した話を要約すると、そもそも２人はタンタが連れて行かれたところを見ていない。

　早朝からタンタは、下町に住むドワーフのハーフヒューマン、つまりハーフドワーフであるアルマ婆ばあさんの家の庭の草むしりを手伝っていたそうだ。

　７時になるくらいの頃、アルマの家に衛兵が押しかけた。驚いているアルマを押しのけ、理由も説明せずに庭にいたタンタを有無も言わさず縛り、連れて行った。

　そのことをゴンズと、ナオとミドの夫婦は、アルマから聞いたというわけだ。

「理由は確かに説明しなかったのか？」

「そうアルマの婆様は言ってたが……」

「……俺もアルマ婆さんに話を聞きたい」

「で、でもその間にタンタが何かされたら……！」

　衛兵が取り調べで使うとされる恐ろしげな道具については、ゾルタンにかぎらずどの町でも噂うわさされている。法の番人である雷竜ライトニング・ドラゴンの作り出した〝改心の杖つえ〟と呼ばれる電撃杖などが有名だ。

「だが助けるにしても衛兵の詰め所に斬り込むわけにもいかんだろう。助けられたとしても犯罪者になる。まずはなんでタンタが連れて行かれたのかを聞いて、その上でどう手を打つのがいいのか判断するのが最善のはずだ」

「だけど……」

「それにな、ゾルタンの衛兵達たちは捕まえてきた子供をすぐ痛めつけるほど仕事熱心じゃないさ」

「そ、そうだな！　あいつら夜警のパトロールサボってばかりだしな！」

　そもそも拷問にかけるのは、何か自白させたいことがあるからだ。タンタに何か隠しているようなものがあるとも思えないし、拷問の必要があるとは思えない。

　それでも早めになんとかしてやらないとな！

　その時、背後で足音がした。

「タンタが衛兵に連れて行かれたってどういうことですか？」

「……アル」

　口調は穏やかだが、少年の眼まな差ざしはとても強いものだった。

　その腰には鞘さやに収まった、練習用のショーテルが佩はかれていた。
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　店のドアに休業中のプレートをかけ、俺とリットとアルは下町の通りを歩く。

　下町は噂が広まるのが早い。どの家も仕事どころではないようで、心配そうにタンタの話をしている。アルマはゾルタンでは珍しいハーフドワーフだ。

　ドワーフはもともとは暗黒大陸で暮らす種族だが、アヴァロン大陸北部にある山脈に一部が移住し国を作り暮らしている。アルマはそこから流れてきたドワーフの子孫というわけだ。

「ああ、レッドちゃん！　大変なんだよ！」

「落ち着いて、衛兵には俺が話をつけてくるから。とにかく何があったか教えて」

　アルマ婆さんは小さな体を震わせ、黒く丸い瞳に一杯の涙を浮かべていた。

「タンタが衛兵に連れて行かれちまったんだ！　あんないい子を……あたしが守ってやらなきゃいけなかったのに！　情けないったらありゃしないよ！」

　アルマ婆さんは俺に取り縋すがりながら、事情を話してくれた。
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「タンタの面会に来た」

　衛兵隊の屯所に来た俺達は入り口に立つ衛兵にそう言った。

「なんだお前たちは。タンタ？　エルフのガキのことか？　今取り調べ中だ、明日またこい。あと、あそこに座り込んでいる男を連れて帰れ」

　指差した先には、タンタの父親である大工のミドが、憮ぶ然ぜんとした表情で座り込んでいる。

　俺は懐から書類を取り出す。

「冒険者ギルドを通した正式な依頼だ。サウスマーシュの暴行事件の調査依頼。タンタが、その件で拘束されたことは、アルマから聞いた。衛兵隊の調査に我々も立ち会う権利がある。共に事件を解決するために通して欲しい」

「なに？」

　胡う散さん臭くさそうに衛兵は俺の書類を受け取り確認する。

　最初は半笑いだった表情はすぐに消え、署名されたその名前を見て青くなる。

「パーティーメンバーはリット……英雄リット!?　依頼者は冒険者ギルド幹部ガラティン!?」

　ガラティンとは、以前、俺の店の前でリットのことで揉もめた長身の冒険者ギルド幹部だ。

　彼は下町出身の男で、アルマと面識があったのだ。

　たとえ今は議会通りに住んでいたとしても、あの男も下町育ちなのは変わらない。ゾルタン人はどうしようもない怠け者でいい加減なやつばかりだが、仲間の危機となればあらゆる仕事より優先させて、力になってくれる。

　アルマとリットから話を聞いたガラティンは、すぐに書類を用意し、俺たちがタンタの取り調べに立ち会う権利を与えてくれた。そこには、町を震しん撼かんさせている事件の解決に英雄リットが参加することを狙った下心があったかもしれない。

「アルマの婆様を悲しませないで欲しい。頼む」

　だが、この言葉に偽りが無いことは信じていいと確信している。

　衛兵は俺たちの顔をちらりと見た。衛兵は愛想笑いを浮かべたが、俺達はピクリとも笑わない。

「う、上の者を呼んでくるので少々お待ちを！」

　入り口の衛兵は慌てて屯所の中へ駆け出していった。
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「タンタ！」

「父ちゃん！」

「大丈夫か!?　酷ひどいことされなかったか？」

「平気だよ！」

　ミドはタンタの側に駆け寄り、まず抱きしめてから、タンタが無事かどうか確認している。思った通り、タンタはどこも怪け我がしていなかった。

　ここに連れてこられる時に、縄で縛られた腕が擦り傷になっているくらいだ。

　俺は持っていた軟なん膏こうをタンタの傷に塗っておいた。

「いきなり連れてこられて驚いたけど、痛いことは何もされなかったよ。アデミのところのおじさんも、こんなつもりじゃなかったって謝ってた」

　タンタは、屯所の部屋にいた。

　扉には鍵がかかり、窓は子供も通れないほど小さいものだったが、それ以外は椅子とテーブル、それに水の入った木製の水差しもある普通の部屋だ。

「アデミの居場所に心当たりがないか、アデミのおじさんから色々聞かれただけ。おじさんもアデミのこと心配してるんだって」

「やはりか……！」

　アデミは衛兵達に匿かくまわれている、という噂は間違っていたのだ。

　アデミの父親である衛兵隊長からも話を聞かなくてはならないな。
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「すまなかった」

　アデミの父親であるモーエン衛兵隊長は、まずミドに謝った。

「話を聞くために連れてくるように部下に命じたのは私だ。まさか縄で縛ってくるとは思わなかった。それに父親が面会を要求していることも報告されていなかった」

　タンタの腕の擦り傷を見て、怒りが収まらない様子のミドだったが、頭を下げるモーエンに憮然とした表情はそのままに、しかしそれ以上文句を言うことはなかった。

　タンタ本人は、モーエンからお詫わびの揚げパンを貰もらって機嫌を良くしている。

「部下達はサウスマーシュ区のやつらにアデミは殺されたと疑っているんだ」

「そりゃ被害者と加害者が逆転してるな」

「アデミは少し前まではここによく来ていた。衛兵たちも可愛がってくれていたよ。それでこの事件、被害者と加害者に対する意識が衛兵達の間で逆転している状況にある」

　それで、アル側であるタンタに乱暴な振る舞いをしたのだろう。

　モーエンはもう一度俺たちに詫わびた。

「でもアデミはボクの母さんとお父さんを襲ったんだ」

　ずっと黙っていたアルがそう言った。

　その言葉を聞いてモーエンは辛そうな表情を浮かべる。

「そうだね……だが、それを見たのは襲われたご両親とアル君だけなんだ」

「それはどういう意味ですか？」

「君達が見たのは本当にアデミだったのか、そう疑う者もいるということだよ」

「おい！」

　俺は思わず声を上げた。アルの頰ほおが怒りで赤く染まる。

「落ち着いてくれ。君が噓うそを言っていると断定しているわけじゃない。あくまでそういう考え方もできるということだ。今回の事件は不可解な点が多すぎる」

　それは確かにそうだ。まず、被害者は斧おので襲われたのにもかかわらず、殴打された傷しかないこと。被害者の２人はどちらも斧の峰の部分で何度も殴打されており、骨折など怪我はしているが命に別状のある傷は無かった。出血も額や鼻といった出血しやすい部分を殴られたからだ。

　それに、アデミは２人にとどめを刺せる状態であったのにもかかわらず、その場から立ち去っている。次に、何のためにアルの家を襲撃したのかということ。

　確かに、アデミはタンタやアルのようなハーフエルフを嫌っていた。

　しかし、だからといって、わざわざ議会通りから南の外れにあるサウスマーシュ区にいって、アルの両親だけを襲って行方不明になるだろうか？　しかも嵐の日にだ。

　さらにアデミが行方不明だというのも不可解な点だ。

　アデミは若くして加護に触れているとはいえ、まだ10代前半の子供だ。

　いかにゾルタンの衛兵たちが怠惰な性分だったとしても、子供１人捕まえられないほど無能ではない。

　可能性があるとすればアデミがあの晩すぐにゾルタンを出た場合だが、これも翌日は嵐の直撃した日であることから否定できる。あの日は外で野営できる状況ではなかった。

　最後に、アデミはどこで斧を手に入れたのか、またなぜ斧を使ったのかが不明な点だ。アデミが使った武器は、アル達の証言から推測すると一般的な片刃のバトルアックスだ。

　アデミは自分用のショートソードとショートスピアを持っていた。彼はすでに加護のレベルを上げるために、近隣のモンスターを狩っていたのだ。

　なぜ自前の武器を使わず、どこからか手に入れた斧を使ったのか。

　この問題を解決する最も簡単な方法は、『アル達が噓をついている』とすることだ。

　アデミは何らかの別の用件で部屋を抜け出し、外で拉致された。アル達はアデミに斧で襲われたと噓の証言をし、アデミは逃亡のために行方不明になったということにする。

　そう考えれば、ある程度は辻つじ褄つまがあう。

　襲ったのはアデミではなくサウスマーシュの人間。アルの親たちの怪我も狂言だから、斧で殴打するという死なない程度の被害だったと。

「デタラメだ！」

　アルは叫んだ。

　今俺が考えたことと、大体同じことをモーエンは俺たちに言ったのだ。当然、アルは反発した。

「あくまで仮定だよ。そして、そう考える衛兵もいるんだ。そうした衛兵達たちはこの事件の被害者側をまるで加害者側のように感じているわけだ。そういった経緯いきさつがあり、今回の乱暴な連行や無礼に繫つながったのだろう」

　衛兵達のこの事件の被害者に対する態度は非情に悪い。

　もともと、衛兵達は治安の悪い……言ってしまえばスラム街であるサウスマーシュ区の住人を嫌っている。

　さらに、通り魔事件を起こした『盗賊』キャンベルとその仲間の３人もサウスマーシュ区生まれであり、衛兵達の同僚が殺害されたことでさらに心証が悪くなっているのだ。

「ボクは確かにアデミを見た！　斧を持って、ボクの母さんとお父さんを何度も、何度も！　そう何度も斧で殴っていたんだ！　それにアデミは加護に触れてからすごく乱暴になっていた！　ボクはアデミがどんなに凶暴なやつだったか知っているんだ！」

　アルはこれまで溜ため込こんできたものを吐き出すかのように叫んだ。

　俺もリットも、その剣けん幕まくに何も言えない。だが、

「でも、オレもアデミがそんなことしたなんて信じられないな」

「タンタ!?」

「あ、え、ご、ごめん！　べ、別にアルが噓をついているっていうわけじゃないんだ！　……たださ、アデミがいなくなる一週間くらい前だったかな。アデミに呼び止められて、また殴られるかと思ったんだけど、あいつオレに謝ったんだよ。殴ってごめんって」

　タンタはアルに詰め寄られて慌てながらも、必死で説明する。

「アデミも悩んでいたんだよ。加護の衝動ですぐに暴力を振るうようになって。あいつの夢って衛兵になることだろ？　衛兵は暴力を振るうのではなく取り締まるんだって、前に言ってたじゃないか」

「それは……」

「謝られた時、もう大丈夫、これからは意味なく殴ったりしないって、そう言ってたんだ。噓をついているようには見えなかった、昔のアデミに戻ったみたいだったんだ。だから、アルのおじさんたちを襲ったなんて、その、オレ、驚いて……」

　タンタはなんとか説明を終えると、アルの視線から逃げるように俺の後ろへやってきて隠れた。

「……〝もう大丈夫〟、これはどういう意味だと思う？」

「分からない」

　タンタの説明のうち、俺とリットはこの言葉に何かひっかかりを感じた。

　加護の衝動をコントロールできるようになったということだろうか？

　俺たち２人が困惑する中、モーエンが口を挟んだ。

「実は、今日タンタ君を呼んだのも、そのことについて詳しく聞こうと思ったからなんだ。確かに息子はいなくなる少し前から、とても落ち着いているように見えた。それで、少し前にアデミがタンタ君と親しげに遊んでいたという話を下町の冒険者から聞いて、詳しい話をタンタ君から直接聞きたかったんだ」

「あの日はアデミもすごく機嫌良かったし、お詫びにって余っているワイヴァーンレースの駒をくれたんだ」

「そうか、ワイヴァーンレースか、懐かしいな。私も子供の頃は良くやったものだ」

　モーエンは口元を僅かに緩めた。やはりモーエンは自分の息子を信じている。

　きっとそれが、衛兵達にも……。
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「英雄リット。あなたが冒険者を半ば引退されたことは聞いている。今回はただアル君を助けるため、依頼を受けるという形を取っただけなのかもしれない。だが、それでも現在、我々が摑んでいる情報を伝えようと思う。もし、手伝っていただけるのであれば、我々からも報酬は出そう」

　モーエンからそう言われ、リットは困ったような表情を浮かべながら、「話くらいは聞かせてもらう」と情報を受け取ることを了承した。それで俺とリットの２人は、モーエンの部屋の椅子に座っているところだった。アルとタンタ達は先に帰した。

　当事者であるアルからは文句を言われるのかとも思ったが、先程モーエンに謝られた事で混乱しているのか、素直に頷き、俺の店に帰っていった。

「無礼な質問だとは思うんだが、１つ聞きたい」

「レッド君だったね。なんなりと」

「アデミが件くだんの麻薬を使っていた形跡はないか？」

　モーエンの顔色が変わる。

「私は、息子にそのようなものに手を出すやつはクズだと教えてきたつもりだ！」

「だけど、あんたにだって分かっているはずだ。前のアルベールの仲間のキャンベルが引き起こした事件との類似性を」

　凶器は使い慣れていないはずの斧。理由なき凶行。

　そして事件が終わるとあちらは加害者全員死亡、そしてこちらは行方不明。

「モーエン。あの麻薬について、分かっていることを教えてほしい」

　モーエンは難しい顔をした。しばらく悩んだようだが、やがて口を開いた。

「まだ確証はない。ゾルタンに〝鑑定〟スキル持ちはいないからな。中央から加護を〝鑑定〟できる、『賢者』か『聖者』の加護持ちを要請しているところだ……おそらく無視されているだろうが」

「やはり加護なんだな」

「そうだ、あの麻薬、我々は偽ぎ神しん薬やくと呼んでいるが、あれは加護を増やす可能性がある」

　なるほど、詳しくは分からないが、加護の衝動も変わるのだろう。それでアデミは喧けん嘩か屋の加護の衝動から解放されたとタンタに伝えようとしたわけだ。

　あれほど被害者を出しながら、それでも偽神薬を使わなければいけない理由。新しい自分になれるという売り文句。

　神の選んだ役割から解放されるために、人々は危険な薬にすら、すがっていた。
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　勇者ルーティは剣を抜いた。

　象のような巨大なカニのモンスターであるタイタンクラブと隼はやぶさの頭をしたヒエラコスフィンクスが、それぞれ４体ずつ、計８体の集団。

「なぜスフィンクス達はこの遺跡を守っているのでしょう？」

　アレスは死を恐れず戦うスフィンクス達の様子に疑問を持っている。

　ヒエラコスフィンクスは知能が低いが、アンドロスフィンクスは少なくとも人間と同等の知能を持っていたはずだ。

　この誰も来ない遺跡を何十年何百年と守り続ける理由は何か？

「さあ？」

　勇者ルーティは興味なさそうにそう言った。それはルーティには関係のない問いだった。

　目の前に敵がいて、自分の手元には剣がある。ならば悩むことはない。

　ルーティは剣を脇にだらりと下げたまま、まっすぐモンスターへ向けて斬り込んでいく。

（戦うのは好きだ。この時だけは、加護と私のやりたいことが一致する）

　振り下ろされたタイタンクラブのハサミを跳躍してかわす。空中にいるルーティに殺到するヒエラコスフィンクスのうち２体をそれぞれ一撃で斬り捨て、さらにもう１体の前足１本を斬り飛ばす。地面に着地すると、間髪を容れずに剣を突き上げ、頭上にあるタイタンクラブの腹を突き刺した。

　その間にティセがタイタンクラブを１体、テオドラが１体しとめ、

「チェインライトニング！」

　アレスが稲妻の鎖で生き残っている敵を焼き焦がす。

「威力が足りない」

　ルーティは無表情でそう言うと、まだ息のあったタイタンクラブ最後の１体の頭上へ、鎧よろいを着たまま軽々と飛び乗り、深々と剣を突き入れた。

　地響きを立ててタイタンクラブが倒れる。遺跡の隙間から入り込んだ砂が土つち埃ぼこりをあげた。

「え？」

　土埃の中から目の前に影がせまった時、アレスは間の抜けた声を上げた。

　最後に残ったヒエラコスフィンクスの大きく開かれたくちばしが、土煙の中から突き出されたのだ。

「う、うわっ!?」

　慌てて逃げようとするが『賢者』の加護の与える身体能力では遅すぎた。アレスの首を引きちぎろうとヒエラコスフィンクスのくちばしが迫るが、アレスの眼前でピタリと止まる。

「る、ルーティ！」

　ヒエラコスフィンクスの後頭部をルーティの左手が無造作に摑んでいる。

　ライオンの体たい軀くを持ち、加護によって身体能力をさらに強化されているはずのヒエラコスフィンクスは、少女の左手を振りほどくことができない。

　ルーティは無言で力を込めた。

「キュルルル!?」

　その体重は１トン以上あるであろうヒエラコスフィンクスの身体が持ち上がった。

　大きな体がくるりと空中で回転する。グシャリと頭が潰れる音がした。

　ルーティがヒエラコスフィンクスの頭部を床に叩きつけたのだ。

　血が水たまりとなり、その中でヒエラコスフィンクスの身体が、死に対して最後の抵抗をするかのようにビクンビクンと痙けい攣れんしていた。

「た、たすかりま……」

「アレス。範囲攻撃はいらない。今は４人なのだから１体１体確実に減らして」

「え、あ……」

「それに立ち位置も悪い。お兄ちゃんならいつもカバーに入っていたけど、私もテオドラもティセも、そのような動きはしない。自分の身は自分で守って」

「すみ……ません……」

　アレスは奥歯をギリリと嚙かみ締しめた。ルーティの言っていることはもっともだ。ギデオンは戦力としては弱かったが、お互いをカバーするにはどうすればいいか、陣形や戦術の考案についても知識豊富で後衛へのカバーも上手かった。

　ギデオンがいたころはもっと楽に魔法を使えていた。

（違う、これはダナンとヤランドララが抜けたせいだ！　あいつらが自分勝手にパーティーを抜けなければ上手うまくいっていたのに！）

　何かを失敗する度に、アレスの『賢者』としての自尊心が傷ついた。

　なぜうまくいかない？　私は『賢者』だ、賢い人間だ。これまでずっと私が旅を引っ張ってきた。頭脳労働は私がやってきたはずだ。

　なのになぜこいつらは私を認めない、なぜギデオンなどという足手まといばかり褒めるんだ。あいつに一体何ができたというんだ！

「話はそれだけよ、先に進みましょう」

　アレスの口から怨えん嗟さの声が漏れそうになる寸前、ルーティはそんなアレスに興味もないと言うかのように、そう淡々と言って、振り返りもせず歩きだす。
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　彼女は、もうアレスを見てはいなかった。
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　絵と文字の刻まれた巨石の壁で覆われた通路を進む。

「間違いなくこれは、先代魔王の時代の遺跡です」

　壁に書かれた暗黒大陸の文字を見て、アレスが言う。

「アレス殿。そんなことは今更言われなくても分かっている。今はこの状況をどうするかを考えろ」

　ルーティ達たちを襲ったのは火の四天王ドレッドーナ配下のマグマスライム達。遺跡の中を熱で溶かして掘り進むマグマスライム達は、各地の古代兵器を集める火のドレッドーナ自慢の部隊だ。

　戦闘能力も高く、こちらの攻撃に対して溶岩を噴出するカウンタースキルも厄介だ。

「しかも『火術士』や『暴力拳士サヴエージフアイター』の加護持ちが多い。数で攻められては我々も危ういのではないか？」

　撤退するなら早い方がいい。奥に進めば進むほど、状況は不利になる。だが、

「先代魔王の兵器を奪われたら、なんのためにここに来たか分からないわ」

　ルーティの言葉にアレスも頷うなずいた。

「テオドラ、安心してください。いざとなれば私の氷の魔法で切り抜けられます。マグマスライム達は氷の魔法に弱い」

　テオドラは何か言いたそうにしていたが、意味がないと思ったのか首を小さく横に振った。

（壁の中に潜み、どこから穴を空けて襲ってくるか分からない相手だぞ。スライムでありながら知性は人間並み。相手の数も分からない。壁に隠れながら波状攻撃を仕掛けられるだけで、こちらはすぐに魔力を使い果たすだろうに）

　だがテオドラやアレスが死んでも、『勇者』だけは生き残るだろう。

　彼女の強さはますます高まっている。もはやどれほどの高みにいるのか、槍そう術と法術の達人であるテオドラにすら理解できない。

（勇者殿が生き残るのであれば、それでいいのかもしれないな）

　そう考えると、テオドラは滅めつ多たにしない苦笑を浮かべた。

「私もギデオン殿を探しに行けばよかったかな」

　彼なら、きっとこの状況でも自分ができる最善を見つけられるだろう。戦うこと以外能の無い自分とは違い、広い視野を持つ男だった。自分の身が足手まといではないか感じた時に、何をするべきなのか教えを請うべきだったと、今更ながら後悔する。

　テオドラは、久しく見ていないギデオンの顔を思い浮かべ、懐かしく思っていた。
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　ガルガンチュアデーモン。遺跡の最深部を守っていたのは、ヤギの骸骨に薄く皮膚が張り付いたような、10メートルを超える巨大なデーモンだった。ガルガンチュアデーモンは、上級デーモンの一種で、途方もなく巨大な剣を構え、開かれた口から酸性のよだれを垂らし威嚇する。

「ガルガンチュアデーモンが相手だなんて……！」

　アレスは上級デーモンの存在に絶句した。巨人タイプのデーモンの最上位種とされ、単純な近接戦の能力では数あるデーモン種の中でも最強の存在とされるデーモン。テオドラもティセも、強敵に緊張した表情を見せているが……ルーティだけは別のことを考えていた。

「なぜ、ここにガルガンチュアデーモンが？　デーモンは魔王軍側だと聞いていたけれど、そこで死んでいるのはマグマスライムよね？」

　先程アレスがヒエラコスフィンクスについて疑問を口にしていたのとは逆の形になった。ヒエラコスフィンクスが誰の眷けん属ぞくであれ、ルーティにとってはどうでも良かったが、ここのガルガンチュアデーモンの存在の意味には、興味が湧いた。

　魔王軍＝デーモン。歴代魔王についての当てにならない文献を紐ひも解といても、この部分だけはすべて一致している。

「先代魔王と今の魔王タラクスンは同じ思想や主義の勢力ではないの？　デーモンとは多様性の無い種族だと本には書いてあったのだけど」

　アスラデーモンという例外を除き、デーモンも加護を持つ。ただし、デーモンは固有の加護一種のみを同一種族すべてが持って生まれてくる。たとえばこの目の前にいるデーモンであれば、すべてのガルガンチュアデーモンが、『ガルガンチュアデーモン』の加護を持つのだ。『戦士』や『魔法使い』といった加護を持つデーモンは確認されていない。

　というより、加護を独自の一種しか持たない種族をデーモンと呼んでいるのだ。

「つまりデーモンは種族全体で加護の役割を共有している。神から悪としての役割を期待されているんじゃないかって、お兄ちゃんは考察していたけれど」

　ガルガンチュアデーモンは答えるかわりに、遺跡を轟とどろかすほどの声で吠ほえた。

　かかってこいということだろう。

「面白いわね」

　ルーティは口の端を少し歪ゆがめて笑う。

　長い夜の間、兄と何度も交わした議題。魔王軍とは何か。自分たちが倒そうとしている存在の正体。

　ここにお兄ちゃんがいたらなんと言うか……それを想像すると、少しだけ心が安らいだ。
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「だから言ったのだ！」

　テオドラが叫んだ。テオドラの張った結界でマグマスライムの侵攻を食い止めているが、破られるのは時間の問題だ。

　ガルガンチュアデーモンを倒すと、見計らっていたように火のドレッドーナとマグマスライム部隊に襲撃された。

　ガルガンチュアデーモンによって張られていた結界も消え、マグマスライム達が次々と壁の中から現れる。この時を狙っていたということだろう。

　ルーティ達はガルガンチュアデーモンが守っていた扉の先へ逃げ込み、籠城しているところだ。ルーティを除き、ガルガンチュアデーモンとの戦いで全員が消耗していた。アレスもあと数回魔法を使ったら打ち止め、テオドラも魔力が残り少なく息が荒い。

「戻りました」

「ティセ！　どうでした!?　この先に魔王軍のやつらを皆殺しにできるような兵器はありましたか!?」

　望みがあるとすれば、この先にある兵器。アレスはすがるように叫ぶ。

「船がありました」

「ふ、船？」

「通路の罠わなは解除してあります、ついてきてください」

　そう言って、ティセはまた通路へ戻っていった。他に選択肢は無い。

　勇者達はティセの後を追う。
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　砂漠が割れ、巨大な影が空を飛んだ。それは帆の無い帆船のような姿だが、無数のプロペラが回転し、巨大な船体を空に浮かべている。船からは長い時間をかけて堆積した砂漠の砂が吹き飛ばされ、キラキラとした輝きとなって落ちていく。

「な、なんなのですかこれは!?」

「飛空艇です」

　ティセは無表情な顔で操そう縦じゆう桿かんを握って飛空艇を操縦している。

　だがその手は初めて動かす装置の塊を前にして、緊張と不安で震えていた。

　数は少ないが、後方から魔王軍のフレイムドレイク部隊が迫っている。

　見たところ飛空艇の船体は木製パーツが多い。炎で攻撃されたら燃え広がるのでは……そうティセは考えていた。早く逃げなくては！

「ティセ、あなたは操縦に集中して。ドレイク達に追いつかれても私がなんとかするわ」

「分かりました勇者様」

　ルーティは甲板へ向かう。甲板から下を見ると、徒歩だと散々苦労したブラッドサンド砂漠を、もう砂漠の民の集落の近くまで突破していた。

「すごい速度ですね勇者殿」

　ルーティの後ろに立つテオドラは感嘆して言った。

「ええ」

「これでまだ全速力じゃないのですから先代魔王の兵器とは凄すさまじい。これなら世界中どこへだっていけます……勇者殿はどこか行きたいところはありますか？」

「そこに私は行けないわ。私が勇者である限りね」

　ルーティは頭上で回転するプロペラを眺めて言う。

「これは、私には過ぎた翼だわ」

　飛空艇。世界を自由に飛ぶ翼。ここにいるほぼ全員が、その翼に心を奪われている中、ルーティだけは冷めた心で自嘲した。
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「大変だろうけど、頑張りなよ」

「ありがとうございました」

　アルは帰っていく客にペコリと頭を下げた。今、アルはレッドの店のカウンターに座り、店番をしている。この１週間、レッドもリットも店にいないことが多い。

　基本的にはどちらかが店に残るようにしているようだが、今日はどちらもおらず、アルが店番をしていた。

　薬についてアルにはほとんど知識がないため、どの薬がいいかなどの質問があったら、症状だけ書いてもらってあとでレッドが届けに行くという形にしている。客の数はひっきりなしにくるほど多くはない。だが、アルが思っていたよりはずっと頻繁に客が訪れ、アルは薬を探すのに四苦八苦していた。

「ホワイトベリーのペーストを一瓶たのむ」

「は、はい！」

　陳列棚を指差してこの薬が欲しいと言ってくれる人もいれば、こうして薬の名前を告げる人もいる。棚には何の薬なのかちゃんとラベルがしてあるが、それでもお客を待たせながら探すのはプレッシャーだ。

「ええっと、ありました、ホワイトベリーのペーストですね」

　ようやく見つけてホッと一息。

　無事に渡せた安あん堵どもあり、アルは笑顔で商品を渡す。

「２ペリルになります！」

　魔法使い風の男はクオーターペリル銀貨を８枚カウンターに置いた。

「衛兵からは何か酷ひどいことされなかったか？」

「え？」

　銀貨を置いた男がつぶやいた。シミだらけの汚れた服を着た背丈の小さい男で、背中に細長い布の袋を背負っている。アルはこの男をサウスマーシュ区で見た気がした。

「衛兵は俺たちサウスマーシュ区の者を嫌っているからな。犯人を捕まえる気なんざないよ。それよりもアル、お前が噓うそ吐いたという形にしてとっ捕まえるつもりだろうさ」

　アルの脳裏に、１週間前のタンタが捕まった時の光景がよぎった。

　あの時、衛兵隊長のモーエンは謝ってはいたけれど……。

「何かあったら、ビッグホークさんを頼りな。あの人は敵には容赦しないが、サウスマーシュの仲間にゃ優しいんだ。お前さんの両親も、今はビッグホークさんのところにいる」

「……でも、お父さんからここにいろって言われていますし」

「親父おやじさんの気持ちもわかる。衛兵達たちはいつもビッグホークさんや俺たちを痛い目に遭わせようと狙っているからな。離れた方が安全だと思ったんだろう」

　男は身を乗り出し、アルの肩を摑んだ。アルは思わず身を強こわ張ばらせる。

「だがそれは違うんだ。アル、お前は衛兵に狙われている。この店だって監視されている」

「監視？　そんな馬鹿な……」

「してないなんてどうして言い切れる？　衛兵どもにとって一番の解決は、アル、お前が噓をついたってことにすることなんだぜ？」

「…………」

　アルの肩をつかむ男の手に力が入った。肩に少し痛みが走る。

「おっと、すまねぇ。別に怖がらせるつもりはなかったんだ。俺はただお前のことが心配でな」

　男はへへっと口元を歪ゆがめた。安心させるようにアルの肩を撫でると、手を離す。

「まっ、とにかくビッグホークさんはお前さんのことを気にかけている。身の危険を感じたり……あとはまぁ、やられっぱなしなのがムカついていたら屋敷に来な。場所はわかってるだろ？」

「ボクもサウスマーシュ区の住民なので」

　あばら家の並ぶサウスマーシュ区にそびえ立つ場違いなお屋敷。

　サウスマーシュ区の顔役にして盗賊ギルドナンバー２、ビッグホークの名を知らないサウスマーシュ住民などいるはずがない。

　サウスマーシュ区で暮らすものは、僅かな稼ぎを天引きされ、ビッグホークに納めることになっている。その代わり、衛兵も嫌うほど治安の悪いサウスマーシュ区の自警活動を行っている……という名目だ。

　正直なところ、アルはあまり良い印象を持っている相手ではなかった。

「屋敷の守衛に、〝ボクはアルです〟って言ってみな。お前さんの頰ほおにキスをして、屋敷の中で温かいスープを振る舞ってくれるさ」

　カランとドアのベルが鳴った。ニューマン診療所の看護師だ。薬を買いに来たのだろう。

「おっと、商売の邪魔をしちゃいけねぇ。長々と悪かったな。それじゃ。待ってるぜ……あ、そうだ」

　男は背負っていた袋をカウンターに置いた。

「最近加護に目覚めたんだって？　親父さんから聞いたよ。『ウェポンマスター』だってな。大したもんだ。俺達の間じゃ、年齢関係なく加護に目覚めた時、自分勝手な子供の生き方から、神様から与えられた役割を果たす大人へと認められる。そういう決まりになってるんだ」

「大人ですか？」

「これはその餞せん別べつだ。サウスマーシュから現れた期待の星へのな。サウスマーシュで育ったのなら、その力をサウスマーシュのために使ってくれ。そうやって、俺たちは悲惨な境遇を生き抜いてきたんだ」

　袋を開けると、中には一振りのショーテルが入っていた。

「こ、これは!?」

　鞘さやから僅かに刀身を抜き、その輝きを見た時、アルは思わず声を上げた。

「強化の魔法のかけられた、紅くれない鋼はがねの業物だ。刃の町であるイーゴス島の行商人から手に入れたんだ」

「こ、こんな高価なものいただけません！」

　価値はおそらく３０００ペリル以上するだろう。

　修羅場をくぐり抜けたＣランク冒険者がようやく手にする名剣の類たぐいだ。

「いいんだよ。未来の『ウェポンマスター』への祝福だ。お前さんに神のご加護を」

　アルが武器を突き返すより早く、男は口元を歪ませて笑うと、さっと店を出ていってしまった。男が出ていくと、カウンターにニューマン診療所で働く看護師が心配そうに近づいてきた。

「大丈夫？　あの人って知り合いなの？」

「……ボクと同じ町に住んでいる人みたいです」

　アルはなんとかそれだけ説明することができたのだった。

　しばらくすると、レッドが帰ってきた。

「おかえりなさいレッドさん」

「ふぅ、ただいま」

「リットさんは？」

「もうしばらくは帰ってこないんじゃないかな」

　それを聞いてアルは残念そうな顔をした。

　夕方にリットから剣を教えてもらうのが、今のアルには何よりの楽しみなのだ。

「今日はリットと練習はできないだろうな……そうだな、よし、今日は俺が相手をしよう」

「レッドさんが？」

「俺はショーテルを使わないからリットのように剣の使い方自体を教えられるわけじゃないが……別の武器と戦うとどうなるか、それを体験するのもいいだろう」

「は、はい」

　とはいえ、アルの中にレッドに対する侮りがあるのは確かだ。

　なにせ普段の練習相手は英雄リット。レッドもどうやらＤランクの枠には止とどまらない剣の使い手だと、なんとなく分かってはいるのだが、それでも英雄との格差は大きい。

（それに、レッドさんはショーテル使いじゃない）

　今も腰に佩はいている銅の剣。武器にこだわりがあるなら選ぶはずのない安物。

　価格は５ペリルといったところだろう。今日貰もらった３０００ペリルを超える、あの業物のショーテルとは比べることもできない。気がつけば、アルはそんな思考にとらわれていた。

　裏庭に移動したレッドは、壁に立てかけてあった箒ほうきを取った。

「よし、じゃあやるぞ」

　レッドの手には箒が１本。木剣すら持っていない。

「どうした？」

「い、いや、その、武器は？」

「お前の武器は腰にあるだろ」

「そうじゃなくて！　レッドさんの！」

　レッドはニヤリと笑った。

「箒１本あれば十分さ」

　カッとアルの頭に血が上った。自分でもなぜこんなに頭に来たのか分からない。ただ、これが加護の衝動なのかと、遠いところで理解していた。

　自分はショーテル使いの『ウェポンマスター』。この武器が最強だと信じている。

　なのに、相手は武器ですらないただの箒で十分だという。そんなことが許されるのか？　ショーテルを馬鹿にしている！

　そう『ウェポンマスター』の加護はアルに囁ささやきかけていた。開始の合図も待たず、アルは走りながら剣を抜く。練習用の柔らかい軟鉄に刃を潰したショーテルとはいえ、金属の塊だ。思いっきり殴られると怪け我がをする。

　だが、この時アルは、ショーテルを迷わず全力で振り抜こうという欲求に襲われていた。

「え？」

　レッドへ飛びかかったはずのアルは、気がつけば夕焼けで赤くなった空を見上げていた。

　どうやらいつのまにか地面に倒れてしまったようだ。一体何がと、アルは混乱する頭で倒れたままレッドを見上げた。驚きで加護の欲求も吹き飛んでいた。

「『ウェポンマスター』は恐怖や混乱には強いが、怒りの感情には弱い。まずは自分を律することだな」

「え、あ、え？」

「何も考えずまっすぐ突っ込んできたお前の足を払ったんだ」

　何も見えなかった。

　アルは説明されてなお、自分がどうやって転ばされたのか思い出せない。

「たしかに箒は武器としては三流以下の代用品だ。だが、ショーテルよりリーチが長い。無策に突っ込んできたら、先に箒の方がお前に触れるのは道理だろう」

　アルは跳ね起きた。

「ほぉ」

　楽しそうにレッドが笑う。アルの顔にはすでに先程の浮ついた怒りはなく、激情を心の中に燃やしつつ、研ぎ澄まされた鋼のような冷徹さで、レッドに剣を向けた。

「いいね、そういうやつは伸びるよ」

　今度はじっくりと構えて向かってくるアルに対し、レッドは箒を構えた。
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「武技、衝撃剣！」

　アルが叫び、剣を振るうと、剣気が刃となってほとばしった。

「ありゃ、もう武技を取ったのか」

　レッドが箒を軽く振ると、アルの衝撃剣は簡単に弾かれ、消えてしまった。

「よっと」

　アルは十分間合いを取ったつもりだったのだが、衝撃剣を使った隙をつかれ、レッドにすぐに接近され、眼前に箒の先端を突きつけられた。もう何度目か分からない。

「参りました」

「これ以上武技スキルを取るのは、まだやめとけ。武技はそりゃ派手だが、まず基礎能力があってこそのものだ」

「はい……」

　どうしてもレッドの間合いを超えることができず、ついに武技まで使ったのだが、これも軽々と防がれてしまった。

「よし、今日はこんなところにするか」

「あの……」

「なんだ、質問か？」

「なんでそんな強いのにＤランク冒険者なんですか？」

　リットも舌を巻くほどの達人だったが、レッドの強さは底が知れない。

　アルはまだ素人に毛が生えたほどとはいえ、直接戦ったことで、レッドがリットにも匹敵する超絶の戦士であることを、理解していた。

「うーん、そうだな。別に強いから偉くならなくちゃいけないってことはないんじゃないかって思ってさ」

「え？」

「俺は今が楽しい。リットと一緒にお店をやって、たまにアルみたいな子に少し手ほどきしたりして、身近な人が困っているなら手を差し伸べて……そんな感じの今が楽しいんだ」

「で、でも、色んな人から尊敬されて、加護の役割を果たして、すごく大きな歴史に名を残すような、大英雄になる……そんな人生の方がいいんじゃないですか!?」

　レッドは面白そうに笑っている。

「ちょっと前まで加護を不安がって、『闘士』の加護の方が良かったって言ってたお前が、もうすっかり加護に順応したみたいだな」

「え、あ……そうですね」

　アルは自分の思考の変化に気が付き愕がく然ぜんとした。

　いつのまにか、アルは英雄になりたがっていたのだ。

「いいさ、それも人生だ。剣に生きて名を成し、剣に死んで名を残す。それもまた悪くないだろう」

「…………」

「でも、俺は違った。それだけの話だ」

「ボクは、今日、ある人……ビッグホークの関係者だと思います、その人から剣を一振りもらいました」

「剣を？」

「すごい高価な名剣で、これがあればボクはリットさんのような英雄にだって成れる。そう思ったんです……でも、それって本当にボクが思ったことだったのか、それとも加護に思わされたことだったのか……分からなくなりました」

「俺も他人の心の中までは分からないからなぁ。だが、そうだな……悩んだら自分の剣に聞いてみろ」

「剣に聞くって？」

「もっと沢山の敵を斬りたいのか、それとも大切な人を守れるだけ斬れればいいのか……己の剣が何を求めているのかを聞け。まぁ、これは槍やりが得意だった昔の知り合いからの受け売りだけどな」

「……そうですね、ありがとうございます！」

「おう。それじゃあそろそろ夕食にしようぜ」

「はい！」

　使っている練習用の剣を見つめ、アルは力強く頷うなずいた。
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　刃は自分の心を映す鏡。刃を通じて、自分の本心と対話する。

　加護の衝動に対して、困ったときはそうするようにと『クルセイダー』で槍そう術じゆつ師範代のテオドラは聖堂騎士達たちに教えていたそうだ。

　禁欲的な聖堂騎士の生活と、各自バラバラの加護の衝動は相反することも多い。

『野生児』の加護を持った少女を教えた苦労話をしていた時、あのいつも模範的武人っぽい顔をしているテオドラが、思い出し笑いを始めた時は、俺もハイエルフのヤランドララも驚いたものだ。

「散々苦労させられたが、最後には私が誇りに思うほどの聖堂騎士になれたよ」と言っていたテオドラの顔が、とても楽しそうだったのをよく憶おぼえている。

　にしても、

「剣をプレゼントねぇ……」

　あとでその剣を調べてみるか。
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　俺は居間でリンゴ酒を飲みながら、リットの帰りを待っていた。

「ただいまー」

「お帰り、遅くまでお疲れ様」

「うーん疲れた」

　フラフラとリットは俺の向かい側の椅子……ではなく、俺に抱きつき、膝の上に座った。

「おっと」

「はふう、生き返る」

「風呂に入ったみたいな言い方するのな」

「あーお風呂いいよね、造るって言ってたのに忘れてた」

「今調べているものが終わったらゴンズに話してみるよ」

「いくらぐらいするんだろうね」

　リットは俺の肩のあたりに顎を載せ、脱力している。

「そうだ、見てもらいたいものがあるんだ」

「なに？」

「アルがビッグホークの使いからショーテルを貰ったんだよ。それを調べてたんだが、一応リットにも見てもらいたくてね」

「分かったわ、まだディテクトマジックを使うくらいの余力はあるよ」

「ん、じゃあそのテーブルの下においてあるやつ」

　リットは俺の首から手を離しはしたものの、俺の膝からは動かず手を伸ばして袋を取った。

　袋から剣を取り出すと、かかっている魔法を調べるため、ディテクトマジックを唱える。

「小振りのショーテル。刃は紅くれない鋼はがね。柄は黒こく檀たん。鍔つばよりも柄頭の方が大きい。群島諸王国イーゴス島の刀匠の作ね。悪くはないものだわ。Ｃランク冒険者向けの高級品といったところね」

「魔法はどうだ」

「シンプルな強化の魔法がベースね。刀身の切れ味と硬度を強化しているわ。お金が貯たまったら魔法効果を付け足したり、より強化していくこともできる、これもまたＣランクの冒険者が初めて手にする魔法の武器にちょうどいいわ、でも」

　リットはショーテルの柄につけられた宝石をじっと見つめる。

「間違いない。この剣にはロケートの魔法がかかっているわ」

　ロケートとは、かけられた物がどこにあるのかを指し示す魔法だ。

　この魔法で得られた情報は、単に術者に居場所を伝える他、コンパスにつなげて方向を指し示したり、地図と駒につなげて居場所を誰にでもわかるようにしたりといったことができる。

「なるほど。俺も同じ結論だ」

　知識面から調べた俺と、魔法のオーラによって調べたリット。どちらの結果も一致するのなら間違いないだろう。

「ロケートか。厚意的に考えるなら、アルに何かあったら助けに行けるようにか」

「それ信じてる？」

「いんや。ビッグホークはそんな〝良いやつ〟じゃない」

　ビッグホークが盗賊ギルドで成り上がるために行った、数々の〝伝説〟は、このゾルタンで際立つほどの残虐なものだ。その手法から敵も多いため、サウスマーシュ区という自分の領域から滅めつ多たに出てくることはないと言われている。

「アルの居場所を知りたい理由があるんだろうな」

　それで高価な魔法の武器をプレゼントしたのだろう。

「っと、悪いな疲れて帰ってきたのに。外で何か食べてきたか？　サンドイッチは用意してあるけど、食べてないならちゃんと作るぞ」

「サンドイッチだけでいい」

「そうか？　……外で食べたわけじゃないんだな」

「うん、でも今はこうしていたいかな」

　何か、リットの様子が変だな。

　いつもより、なんだか寂しそうというか、不安がっているというか……。

「どうした？　何かあったのか？」

「私達、いつまでこうして一緒に暮らせるのかな」

「いつまでって……」

　やはり何かあったのだろうか？

　リットは今まで見せたことのない不安な表情を浮かべている。

「いつまでもだよ。俺はそのつもりだ」

「本当？」

「本当だよ、俺がリットに噓うそをついたことあるか？」

「……ある！」

「え？」

「左の道に遺跡があるって言った！　でも右だった！」

　あっ！　ロガーヴィアで遺跡探索した時のことか！

「あ、あれはだな……というかお互いにどっちが先にエルフの財宝を手に入れるかってやっているのに、相手に聞くやつがあるか！」

「噓ついたんだー！」

　ぎゅーっと抱きついて、噓ついた噓ついたと繰り返すリット。

　俺は苦笑しながら、優しく抱きしめ返した。

「分かった分かった、たしかに俺は自分が得する噓はつく」

「やっぱり！」

「つまり、俺は自分が得しない噓はつかない」

「どういうこと？」

「俺はリットといつまでも一緒にいたい。噓をついてリットから離れる理由がない。だから噓じゃない」

「……もう、言ってて恥ずかしくないの」

「そりゃもう……すげー恥ずかしい」

　大人しくなったリットは、軽く俺の首にキスをした後、名残惜しそうに離れた。

「やっぱりレッドの料理が食べたい」

「いいよ、じゃっ、さくっと作ってくるから」

「……いつもありがとう。あのね、私も、ずっとレッドと一緒にいたい」

「ならずっと一緒だろ」

　台所に行く前に、もう一度リットの様子を見たが、やはり少し不安そうだった。
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　２時間前。夜のサウスマーシュ区。
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「い、いててて、勘弁してくれよ！」

　リットに腕をねじりあげられ、チンピラ風の男は悲鳴をあげた。

「全く、手間取らせてくれるわね」

「『屋根歩き』の加護持ちである俺を街の中で捕まえるなんて、化け物かよ！」

「そんなことはどうでもいいの、ほら、はやく隠してるもの出しなさい」

「畜生！」

　腕がミシリと鳴った。男の額から脂汗がにじみ出る。

　あとほんの少し力を入れるだけで、腕は折れるだろう。

「あと、腕は折るんじゃなくて、引きちぎるからね。折っただけじゃ治癒できるだろうから」

「て、てめぇ!?」

　男は察する。この女は、やると言ったら本気でやる。最悪、九割殺しにした俺を丸裸にしてでも〝アレ〟を探し出すだろう。こうして捕まった時点で終わりだったのだ。

「わ、分かった」

　男は力なく懐にあった薬の入った袋を渡した。

「警戒しすぎ、調べるのに数日かかるとは思わなかった。本当手間を掛けさせてくれたわね」

「…………」

「あら、急に静かになったわね……どうしたの？」

　男は何も答えない。

　口が力なく開き、ぽたりとよだれが落ちた。

「まさか!?」

　英雄リットといえども、やはりブランクで鈍っていた所はある。だが、加護レベルが全体的に低い辺境ゾルタンで、〝上級錬金術〟のスキルが必要な〝生いけ贄にえ爆弾〟が埋め込まれていたなど予想できただろうか。

　ボンという音とともに、男の体が破裂し、周囲に衝撃と、緑色をした液体がばらまかれた。素早く後退したリットだったが、避けきれず液体が腕や足にかかる。

「粘着爆弾！」

　トリモチのような粘性を持つそれは粘着爆弾と呼ばれ、錬金術の加護が持つ固有スキルだ。爆弾の性能を変化させるスキルで、特殊な調合によって作られるその爆弾は錬金術で作られた粘着物をばらまく。

　リットの腕や足に絡まった粘着物は、そう簡単に取れるものではなく、リットの動きを制限していた。

（油断した！）

　男は胸のあたりに大きな穴をあけて倒れていた。即死だろう。

（誰か来る！）

　風を切るような音とともに、顔を布で覆った者が３人、建物の陰から姿を現した。

　さっきの爆弾はこいつらを呼ぶためのものでもあったのだ。目撃者を消すために。

　リットは粘着物で制限された両手を動かし、ショーテルを抜こうとするが、

（さっきの粘着爆弾が鞘さやに！）

　運悪く、粘着物が剣に付着し、鞘に固定されている。力を込めてもショーテルは抜けない。

「シ……」

　３人の覆面が飛びかかってきた。

　精霊魔法を使う暇もない。リットは全身を粘着物に覆われたまま、横に飛んだ。

「グアッ!?」

　飛び退のきながら繰り出されたリットの足に覆面の１人が蹴り飛ばされた。

　ゴロゴロと地面を転がり、粗末な造りの家の壁に激突した。

「……私の蹴りは常人なら死ぬこともあるんだけどね」

　蹴り飛ばされた男は、軽く頭を振って立ち上がる。

「『アサシン』の加護……じゃないわね」

『アサシン』の加護のような動きだが、どうも違和感がある。

（偽神薬で加護を増やした？　でも斧おのを使っているわけじゃない）

　リットは血を流している自分の左腕を見た。

　さっきの接触で二の腕を相手の刃が掠かすめた。たいした傷ではないのだが……相手は、リットを傷つけられるほどの手練だということだ。

（万全ならなんとかなるけど。せめて剣を抜ければ）

　精霊魔法を使えば身体にまとわりつく粘着物を取り除くこともできるだろうが、相手がそんな隙を見逃してくれるとは思えない。

（こいつらは冒険者ならＢランク下位くらいの実力かな。アルベールより強いんじゃないの？）

　剣さえあれば。リットは自分の油断に歯は嚙がみした。

（それか、せめて相手が剣を使っていれば）

　覆面の武器は、手テツ甲コウ鉤カギ。拳に装着する武器で、鉄の爪が三本伸びた形状をしたものだ。あれを奪い取るのは困難だし、奪い取ったとしてリットにも扱ったことのない武器だった。

　リットは懐に入っている投げナイフを取り出す。本来は遠隔武器として使うものだが、今はこれで戦うしかない。覆面の男達たちは自分たちの有利を悟りニヤリと目を細めた。

　その時、大きな影が覆面の頭上を跳んだ。

「ウゲッ!?」

　叩きつけられた拳が、覆面の頭蓋を砕く。覆面は一撃で絶命し、地面に崩れ落ちた。

「１人の女に悪党が寄ってたかって」

　男は血の付いた拳を見せつけるように威嚇した。

　リットは思わずまばたきして、眼めの前にいる男が見間違いでないことを確認する。

　信じられない、なぜここにこの男が……そうリットは心の中で叫んだ。

「ダナン……！」

「ようリット。こんなところで再会できるとは思わなかったぜ。だが積もる話はこいつらを始末してからだ」

　２人に減った覆面も筋肉に包まれた大男の顔を見て、殺意をみなぎらせた。

「……ナゼお前が！」

　だが、二の句を告げる間もなく、覆面達はダナンの拳で瞬く間に粉砕された。文字通りの意味でだ。後には、もう人の形をしていない塊が残るだけだった。
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「水の精霊よ、我が身を清め給たまえ」

　リットが集中して印を組むと、鱗うろこのない魚の姿をした水の精霊が現れ、リットにまとわりつく粘着物と、左腕の傷、そして血の汚れを洗い流した。

　体はきれいになったが、心は晴れない。

「ダナン、なぜあなたがここに？」

「俺もお前さんに同じ疑問を感じてるんだが、まぁいいだろう。アレだ。俺は勇者様に言われてギデオンを探しに来たんだ」

　リットは激しく胸が痛んだ。もちろん、肉体的な傷はない。

　だが、その痛みは先程斬られた傷とは比べものにならないほどだった。

「じゃあギデオンを連れていくの？」

「そういう予定だったんだが」

　ダナンは後頭部をガリガリと搔かいた。

「まだゾルタンに来て１週間も経たっていないんだが、ある程度状況は把握しているつもりだ。……まさかあのギデオンとリットがねぇ」

　ニヤニヤとダナンは笑う。だがすぐに表情を引き締めた。

「俺は何も見なかった。そういうことにして帰るつもりだ」

「え？」

「ギデオンは帰る場所を見つけたんだろ？　だったらそれでいい。わざわざ連れ出すことはない」

「本当に!?」

　ダナンはいかつい顔に笑みを浮かべて頷うなずいた。

「本当ならリットにも見つからないよう、さっさと出ていくつもりだったんだが……ちと、ここでも悪いことが起きているようでな」

　そう言ってダナンが倒した死体の覆面を剝はぐ。

「これは……！」

　リットはその姿を見て言葉をなくした。

　死体の頭には角があった。先程まで人間のような形状をしていたはずのその頭には、１本の体毛もなく、ネジ曲がった短い２つの角だけが突き出ている。

「ストーカーデーモン！　デーモンの暗殺者！　中級デーモンがなんでゾルタンに!?」

「分からん。だが思ったよりこの事件、闇が深いぞ」

「……！」

「危ないから手を引け……とは言えんな、正直俺１人では辛い。お前たち２人が協力してくれると嬉うれしいが……ギデオンの前に姿を現すのはあまり良くないな。あいつは責任感強いから」

「そうね……」

「だから情報交換はリット、お前としたい。俺は、サウスマーシュ区の『黒猫亭』という宿に泊っている」

「分かったわ」

　それから２人は現在の状況の情報を交換し合った。やはりさっきの『屋根歩き』は盗賊ギルドの人間、それもビッグホーク派閥の男のようだ。

「盗賊ギルドが黒幕とは、ちと陳腐だな」

「事件なんてそんなものでしょ？」

「ふむ」

　顎をさすりながらダナンは考え込んでいる。

　リットはしばらくその様子を眺めていたが、特にこれ以上進展もないようなので帰ることにした。

「じゃ、私は戻るわ」

「おう、さっきのように油断するなよ」

「肝に銘じておくわ」

　リットは音も立てずに去っていった。

　ダナンはリットの走り去る気配を感じながら、感慨深そうに唸うなる。

「ギデオンがいることは知っていたが、まさかリットもいるとは。世の理とはなんと面白い」

　ダナンの姿をしたソレは宿に戻るために歩き始めた。

「片腕しか食えなかったから記憶が不完全だ。ダナンのことをよく知るギデオンに会うのは不味まずかろう。デーモンどもの企たくらみを破るまでは隠しおおせるといいが」

　ソレはダナンが本来する笑顔とは全く別の種類の笑みを浮かべて夜道を歩いて行った。
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　同刻。海辺の村。

「おお、気がついたぞ！」

　ダナンは目を開けた。どうやらどこかの村に漂着したようだ。

　猛烈な空腹感に襲われ、ダナンは弱々しく言葉を発した。

「め、メシをくれ」

「まぁ待ちなされ、まずは白さ湯ゆを飲むのがよろしかろう」

　欠けたコップに注がれた白湯を渡され、ダナンは一気に呷あおる。

　途端、胃袋が痙けい攣れんし、激しい吐き気に襲われる……が、

「美味うまい！」

「なんと、普通、最初の一口は胃が受け付けないもんなんじゃが」

　ゴクゴクと喉を鳴らして白湯を飲むダナンの姿に、村人は呆あきれていた。

「とんでもないお人じゃ。１週間も意識が戻らなかったというのに」

「１週間だと!?」

　ダナンは肘から先が無くなった右手を見る。不覚を取った屈辱で顔が紫色に変わった。

「あの野郎おおおお！　どうやって生き延びたのか知らんが、次あったら絶対に殺す！」

　たしかにあいつは殺したはずだ。ギデオンが剣で首を落としたのを確かに見た。

　アスラデーモンのシサンダン。ロガーヴィア公国の近この衛え兵へい長のガイウスに成り代わり、裏から国を滅ぼそうとした魔王軍の将軍。

　ダナンを襲った相手は、間違いなくあのアスラデーモンだった。

「ちょうどいい、いくらでも生き返るならとりあえず10回くらい殺そう！　そう決めた！」

　拳を突き上げてダナンはリベンジを宣言する。

　村人達は、お互いに顔を見合わせて、この超人かつ変人が何者かを予想し合っていた。
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「レッドさん、酔い止め貯蔵庫から出しときますね」

「ああ、頼む」

　アルはすっかり店の仕事を覚えてしまった。

　もう１人で店番させても何の問題もないだろう。子供の物覚えの良さには驚かされる。

「あと、リットさんもいつまでもイチャついてないでレッドさんを離してください。そろそろ灰色ヒトデ草の調合しないと駄目でしょ」

「えー、だって最近忙しくてレッドと一緒に居られる時間が少ないんだもの」

　俺のあんまり柔らかくない膝の上に頭を載せていたリットは、口をとがらせて文句を言うが、素直に離れた。

　最近は、アルが、ちゃんと働かなければいけないときには文句を言うようになったため、リットは文句を言われるまで安心して俺にベタベタするようになっていた。いやそれは大人としてどうだろうという気がしないでもないが、リットとベタベタするのは俺も楽しいので止めようとはしていない。

「しかし、ここまでしっかり手伝ってくれるならちゃんとバイト代出さないとな」

「いいんです。美味おいしいごはんを毎日食べさせてもらっていますから」

「とはいってもなぁ」

「じゃあさ」

　リットが口を挟んだ。

「アルの使うショーテル買いに行こうよ」

「え？　そ、そんな悪いですよ、バイト代より高いじゃないですか。それにボクには、貰もらったショーテルがありますし」

　ショーテルは珍しい武器だけあって、ちょっと高い。

　鋼鉄製ショーテルの値段は60ペリル。同じ鋼鉄製のロングソードが30ペリルなので倍だ。これが数打ちの量産品の値段。名高い刀匠の作ならさらに高くなるし、魔法を込めれば数千ペリルに跳ね上がる。刀剣というのは他の武器に比べて値段が高い。

　というのも鋼鉄を鍛造するのに、初級とはいえ鍛冶スキルが必要なためだ。

　刀身全体を鍛える必要がある刀剣は、最短でも加護をレベル５まであげてスキルポイントを注ぎ込まないといけないため、製作できる者が限られてしまっている。

　その点、鋳造のみで作れる銅の剣はスキルが必要ないため、素材自体は鉄より高いのにもかかわらず、10ペリル以下の安い値段で取引されている。銅という素材の性能から両手剣やポールアームのような長大な武器は作られていないが、銅の剣は駆け出しの冒険者の味方なのだ。

　１ペリルがおおよそ庶民の１日の生活費だ。つまり60ペリルのショーテルは２ヶ月分の生活費。アルが貧民街のようなサウスマーシュに住んでいることを考えれば、アルの生活費４ヶ月分くらいになるかもしれない。半月程度のバイト代にしては高すぎると、アルは思うだろう。

「でも、アル。貰ったショーテルがしっくり来てないんだろ？」

「そ、そんなことは」

　図星をつかれたようでアルは言い淀よどんだ。

「まっそりゃそうだ。慣れれば使い手が武器に合わせることだってできるだろうが、最初のうちは自分の体格や癖にあった武器を使うべきなんだ」

「私も最初は自分用の剣を作ってもらったわ」

　リットは懐かしそうに剣を習い始めた時のことを思い出しているようだ。

　俺も、村の鋳物屋のおじさんに、あーだこーだ相談しながら、最初の銅の剣を作ってもらった時のことは今でもはっきりと憶おぼえている。

　まっ、アルにはちゃんと鋼鉄製のショーテルをプレゼントするけどね。

『ウェポンマスター』は銅のショーテルなんて納得しないだろうし。

「そうと決まれば、昼から行こう」

「え、今日なんですか!?」

「鍛冶屋は夕方には店閉めるしな」

「で、でも」

「もちろん、私も付き添うわよ。いや、むしろレッドが付き添いね。私の方がショーテル詳しいし」

「リットさんまで」

　俺はアルの側まで近づき、その癖っ毛の頭をなでた。

「子供が遠慮なんてするな。こういう時は元気に礼の１つでも言ってくれれば十分なんだ」

「……はい、ありがとうございますレッドさん、リットさん！」

　アルは頰ほおにえくぼを浮かべ、子供らしい表情で笑った。
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　下町の外れにあるドレイク武具店。

　自称竜ドレイクスレイヤー。ドワーフのモグリムの店だ。

「いらっしゃい」

　受付にいるのはモグリムの奥さんであるミンク。こちらは人間の女性だ。年齢は40代後半くらい。見た目は恰かつ幅ぷくのいいおばちゃんだ。

　身長の低いドワーフのモグリムと並ぶと、奇妙な絵になるのだが、それがなぜかしっくりくる。そんな２人だ。

　ハーフヒューマンが多く住むゾルタンでも、ドワーフと人間の夫婦は珍しい。

「レッドちゃんじゃない、そろそろ銅の剣を卒業する気になったの？」

「いやこっちのアルに剣をプレゼントしようと思ってね」

「もしかして、最初の一振り？」

「そう、だからモグリムと相談したいんだけど」

「んまぁ、それは張り切らないといけないわね！　すぐにうちの人呼んでくるから」

　ミンクは「あんたー！　あんたー！」と叫びながら店の隣にある鍛冶場へ走っていった。

　アルはポカンとしている。

「タンタとはよく遊ぶみたいだが、お店に入ることはあんまりないか」

「はい」

「下町の方はこんな感じだ。変な人ばかりだよ」

「変な人とはなんだ！」

　ガラガラと響く声をあげながら、ドワーフを基準にしても小さい男。小柄なアルとあまり変わらない身長の男が肩をいからせてやってきた。ドワーフらしく豊かな髭ひげが口の周りを覆っている。

「自覚なかったのかドレイクスレイヤー」

「貴様！　まだ疑っておるのか！　よし、また聴かせてやろう、儂わしがエンカー湖の主、呪われし霧の大帝、ミストドレイク〝ファフニール〟を屠ほふった、あの戦いを！」

「いらんいらん。だいたいファフニールなんて名前のミストドレイク聞いたことも無い。エンカー湖だってドレイクの潜む秘境のように言ってるけど、漁業でそこそこ有名な場所だぞ」

　モグリムの話は毎回変わる。どうやらどこかの湖で、何かしらのモンスターを倒したらしいというところまでは事実のようだ。そこ以外は全部テキトーな設定だ。

「いい加減におし！」

「グアア!?」

　ほら話を続けようとしたモグリムの後頭部を、ミンクが蹴飛ばした。

　体格差もあり、モグリムは顔面から盛大にコケた。

「客に無駄話なんてしてるんじゃないの！　このアルって子の最初の一振りなんだよ！　ちゃんと納得の行くもん作ってやんな！」

「おーイテテ。全く、蹴らなくてもいいじゃないか」

「いいから早く！」

　モグリムは立ち上がり、顔を覆う髭についたゴミを手で払った。

「んじゃ、そこのハーフエルフの坊主だな！　ショーテルか、なかなか難しい注文だが心配することはない！　裏の倉庫に武器が沢山あるから、そこでどんなバランスにするか決めようじゃないか」

「は、はい！」

「じゃ、私も付き添うわね。ショーテルのことならちょっと詳しいわよ」

　リットがそう言うと、モグリムは目をしばたたかせた。

「英雄リットから武器づくりの手伝いをしてもらえるなんて、お前さん運がいいな」

「本当にそう思います！」

　アルは嬉うれしそうにそう言った。
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　３人は奥に移動し、俺は店で適当な武器を眺めている。

　モグリムは職人系加護上位の『ルーンの鍛冶師』という加護を持っている。

　本来ならばこんな下町ではなく貴族や上位ランク冒険者向けに店を構えてもおかしくないのだが、どうも加護と相性が悪いようで、武具に魔法効果を与えることが苦手なようだ。

　だが通常の鍛冶であれば完璧なので、下町一番の鍛冶師として大いに尊敬されている……ほら話は別として。

　ガチャリとドアが音を立てた。

「おや、レッドじゃねえか。なんでこんなところでサボってるんだ？」

「ん、なんだ、ゴンズにストサンにニューマン先生？　珍しいトリオだな」

　入ってきたのは、俺もよく知る３人。ハーフエルフ大工のゴンズ、ハーフオーク家具屋のストームサンダー、人間で医者のニューマンだ。

「俺とニューマン先生は、もともと一緒に来る予定だったんだ。俺は大工の道具の注文に。先生は医療用のメスを打ってもらいにだ」

　ゴンズが言った。ニューマンも頷うなずいている。

「俺は家具を削るカンナとナイフの修理を頼んでたんだ。それでバッタリ２人にあってな」

　三者三様。端整な顔立ちのゴンズ。恐ろしげな顔をしたストサン。ハゲた頭に温和な笑みを浮かべるニューマン。それぞれが下らない下町の冗談を言い合いながら、ドワーフの鍛冶屋で談笑する。

「そうだレッド、同どう棲せい生活の、のろけ話でも聞かせてもらおうか」

「それは私も興味あるな。レッド君、そこんところどうなの？」

　３人はニヤニヤしながら俺の顔を覗のぞき込む。

「いいだろう、聞きたいなら聞かせてやるよ。ただし覚悟しとけよ。俺にリットのことを語らせたら、せっかく修理した道具が錆さびついちまうまで話すぞ」

　３人はこんな下らない冗談にも大笑いし、ストサンは俺の背中をバシバシ叩たたく。

「全く、幸せもんだなお前は」

「私にもどこかに良い人がいればいいんだけど」

「あの診療所の子は？」

「ちゃんと彼氏がいるよ。しかもＣランク冒険者だ」

「まじかー、先生じゃ勝てないな」

「Ｄランク冒険者のレッド君が言うか」

「俺にはリットがいるし」

　俺が得意げにそう言うと、３人は顔を見合わせ頷き、３人で俺の頭をビシバシ叩き始めた。俺は慌ててミンクのいるカウンターに逃げる。

「はぁ、何バカやってるんだい」

　ミンクは呆あきれていたが、その顔は楽しそうに笑っていた。
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「そういやレッド、リットさんが買ったシングルベッドのことだが……」

　しばらく４人で雑談を続けていた後、外で怒声が聞こえた。

「なんだ喧けん嘩かか？」

「見に行こうぜ」

　野や次じ馬うま根性の強いゴンズとストサンが我先にと飛び出す。

　俺とニューマンは取り残される形になった。俺達たちは顔を見合わせる。

「レッド君、私は怪け我がした愚か者に薬と治療費を稼がせてもらおうと思うんだがどう思う」

「あー、いいですね。ちょっとお小遣い稼ぎましょうか」

　稼いだお金で何を買うかなど話しながら、俺達も外へ向かう。だが、外で起こっていたのは喧嘩ではなかった。小さな２人の子どもを連れた母親と、２人連れの男が言い合いをしていたようだ。

　子供連れの母親は下町の住人だが、男達の方は見たことがない。おそらくサウスマーシュ区の人間だろう。子供の方は怯おびえて母親にしがみついている。母親はそんな子供を庇かばうように腕を回し、強い剣けん幕まくで男達に言い返していた。

「いい加減にしな！　やりたきゃあんたらだけでやればいいだろ！」

「奥さんだって衛兵や議会のやつらにはムカついてるだろ？　サウスマーシュ区と下町と港区。虐げられた我々が一致団結して抗議しなければ、ゾルタンは変わらない！」

「やめなよ！　子供が怖がってるだろ！」

　男２人に凄すごまれても気丈に言い返すのは、さすが下町の母親だ。

「おいゴンズ、ストサン。一体何があったんだ？」

「よく分からんが、あのサウスマーシュ区の男達が、議会通りの衛兵屯所への抗議活動の勧誘をしているらしいな」

「そういえばここ数日人を集めているって言ってたっけ」

「参加した人には食事が振る舞われるってことで、サウスマーシュ区だけでなく、下町や港区からも結構な数が集まっているみたいだ」

　その話は俺も聞いている。

　おかげで衛兵は抗議活動への警戒に人手を取られ、アデミの件や麻薬の件への人員が足りない状況だ。こちらの調査は冒険者に外注するようにしているようだが、冒険者達は冒険者達で、夏の間に放置された依頼をこなすので手一杯。

　実質的には、まともに動けているのが俺とリットだけというひどい状況である。

「もう我慢ならん！」

　ストサンが、鼻息を荒くして飛び出した。

「おいテメエ！　いい加減にしやがれ！」

「なんだお前は！」

「人に名乗らせる前に自分から名乗るもんだろうが！　俺はストームサンダー！　この下町で家具屋をやっている！」

「ストサン！」

「マリアベル、もう行け、こんなやつらに構っているだけ時間の無駄だ」

　絡まれていた母親にストサンが言う。

　少し迷った様子だった母親だが、すぐに頷き、その場を離れようとするが……。

「おいおい、いきなりあらわれてなんだコラ！」

　２人の男がストサンを阻むように立ちふさがる。

「コラとはなんだコラ！」

　ストサンはガラの悪い地を隠そうともせず、サウスマーシュの男の胸ぐらをつかんだ。

　男はカッとなったのか、右手を振り上げストサンを殴ろうとした。

「おっと」

　その手を背後から俺がつかんだ。

「て、テメエ！」

「止めとけ。ストサンを殴ったら、お前らタダじゃすまんぞ」

「な、なにを言いやがる！」

「周りを見てみろ」

「周りって……！」

　騒動を聞きつけて、周囲には下町の人々が集まっていた。

「う……」

　全員がサウスマーシュ区の２人を睨にらみつけている。

　ここにいる全員がストームサンダー家具店のことを知っているし、全員があの店の家具を買っていた。この愛すべき下町職人のハーフオークを殴るようなやつとなら、全員が喜んで喧嘩するのだ。

「あ、う……くそ、バカどもが、おぼえてろ！　ビッグホークさんに逆らうやつはみんな後悔したんだ。これまで誰１人だって、ビッグホークさんに逆らって無事だったやつなんていないんだぞ！」

　ビッグホークの名を出したことで、人々の間に動揺が走る。盗賊ギルドのナンバー２の名は、下町でも恐れられるに十分値する威力があった。

　男達は少し勢いを取り戻した。右手をつかむ俺の手と、胸ぐらを摑んでいたストサンを乱暴に振り払い、両手を振り回してビッグホークの名を叫ぶ。

「お前らの顔、全部おぼえたからな、下町なんてビッグホークさんがその気になればいつだってぶっ壊せるんだ、今のうちに靴の舐なめ方のスキルでもあげておけ！」

「へぇ、ところで私、後悔してないんだけど」

　男の啖たん呵かを、涼しい顔で受け流し、１人の女性があらわれる。

「私は何度もあいつの商売邪魔して、恨まれているとは思うんだけどさ。実際ゾルタンに来た最初の頃に寝込みをあいつの手下に襲われたこともあったけど、安眠妨害の仕返しに手下を20人も斬ったらそれ以来なにもされなくなったし。あいつの邪魔したこと後悔なんてしてないけどねぇ」

「え、え、英雄リット!?」

　笑いながらリットはショーテルの柄に手をかけた。

「あと私もストっちのお店は贔屓ひいきにしててね。今使っているベッドもストっちから買ったものなのよ。もしストっちが怪我なんてしちゃったら、私困るわ」

「え、あ……その……」

「ところで、20人も22人も同じだと私は思うんだけど、あなたはどう思う？」

「「すみませんでした[image: !!!]」」

　男達は悲鳴のように謝罪すると、逃げていった。

「さすがリットさんだ！」

「どーもどーも」

　周りから、賞賛の歓声があがる。

　リットはさきほどの人物とは思えないほど気の抜けた顔で、手を振っていた。
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　気がつくと、俺は硬い地面の感触を背中に感じていた。

「ぐっすり寝てるわね」

　呆あきれたような声がした。

　目を開けると、目の前に気の強そうな空色の瞳が俺の顔を覗き込んでいた。

「ん……もう朝か」

　頭に霧がかかっているようだ。少し眠りすぎたようだ。

　ええっと、ここは……。

　ああそうだ、リットと一緒にシザーハンズデーモンを倒し、ロガーヴィアの都に戻る途中で野営中だったな。

「全く、なんで私があんたなんかと同じテントで寝なくちゃならないのよ」

　リットは口をとがらせ文句を言う。

「そりゃこうなったのは悪かったと思っている。でもリットの仲間は逃げてしまったし、魔王軍がうろついているのに１人で旅させるのは危険だろ？」

　そういう理由でリットは俺達と一時的にだがパーティーを組んで一緒に旅をしていた。だが、立場的にはリットは俺達と敵対しており、アレスは何か妨害工作をするんじゃないかと反対したのだ。

　それで色々言い合った末に、俺が常にリットと一緒にいて監視するということで、なんとかアレスは納得した。こうして寝る時も一緒だと判明したときは、今度はルーティが不機嫌になってしまった。リットからもひどく文句言われるし、散々だ。

「はぁ」

　俺がため息を吐くと、口をとがらせていたリットの表情が曇った。

「なによ、ため息なんて吐いて……」

「あ、ああ……連戦続きでちょっと気疲れしてね。ロガーヴィアの都についたらお風呂借りて一晩くらいはのんびりしようかな」

　そう言ってごまかそうとしたが、リットは曇った表情のままじっと俺のことを見つめる。

「あー、まぁ、なんだ、俺もアレスがあそこまで強情だとは思わなくてな。１人じゃ危ないと思って一緒に旅することにしたけど、町に寄り道してそこで別れても良かったな。リットに同行する冒険者か衛兵くらいはいるだろうし。あと１日は野営する予定になるがどうする？　何ならテオドラにでも監視役を代わってもらっても。あいつは俺と違って武人だから、無駄口も叩かないだろうし」

「別に一緒にいるのが嫌とは言ってないじゃない」

　リットは少し顔を赤くしてそう俺の言葉を遮った。

「え、あ、いや」

　予想外の反応に、俺はどう答えればいいのか分からなくなる。

「あんたの言うことは筋が通ってるし理解できる。それに私も冒険者なんだから、テントの中に誰がいるかで文句なんて言わないわよ」

「いやでも、さっき何であんたなんかとって」

「それは……その……」

　リットは俺に背を向ける。リットの背中からは、ごにょごにょと言葉を探しているような小声のつぶやきが聞こえた。

「とにかく、私は別に嫌だとは言ってないのよ！　……だから、そんな顔しないで」

「顔？」

「私だってあんたに余計な手間や苦労をかけちゃったってのは分かってるのよ……ごめん」

「い、いや、いいんだ。最近、俺はいつもアレスから文句言われてるし、慣れたもんさ」

　リットの態度が急変した。一体何が……俺はそんな変な顔をしてたんだろうか。

「なぁ、俺はどんな顔してたんだ？」

「……辛つらそうだった」

「あー、まぁずっと戦ってきたからなぁ。たまにはそういう気分になるときもあるよ。別にリットのせいじゃない」

「……ぐ、愚痴くらいなら聞いてもいいわよ」

　俺に背を向けたままリットが上ずった声でそう言った。

「私はあんたとパーティー組んでるわけじゃないし、愚痴を言うにはちょうどいい相手でしょ。そ、それくらいならいいじゃない。まだアレス達たちが起き出すには時間があるわ」

　外ではまだ夜鳴虫が鳴いている。たしかにまだ少し時間があるようだ。

　俺は少し迷ったが、リットの言葉には俺を気遣う様子がある。確かに、最近俺は加護レベルがついに追いつかれつつあり、ここからの戦いに付いていけるか不安にかられていた。

　結局、俺の『導き手』の問題を突き詰めれば、俺の役割は終わっているという結論にしかならないだろう。俺自身が、『導き手』の役割を越える何かを見つけなければ……そんなものがあるのかは分からないが、そうでなければ、これ以上、俺はもうルーティと旅を続けることができなくなる。

「……そうだな、まぁなら適当に相あい槌づちでも打ってくれるか」

「うん」

　俺はこの時だけ、少し誰かに寄りかかりたくなったのだろう。リットは俺の方に向き直ると、俺の話を最初は静かに聞いてくれた。だが、話が進むうちに、リットは俺の代わりにアレスの物言いに憤慨し、悔しがり、自分のことのようにコロコロと表情を変えるようになった。

「なんで我慢するのよ！　それ全部アレスが悪いじゃない！」

　リットはそう言って自分のことのように怒っている。俺はその様子を見て笑いながら……俺は……。
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　そこで俺は目が醒さめた。

「夢か、懐かしいな」

　ロガーヴィアの森の道での一夜の記憶。

「あの時もこうして隣にリットがいたな」

　ピッタリとくっつけた２つのベッド。手を伸ばせば、その可愛かわいい寝顔に触れられる距離でリットは眠っている。そっと、薄い夏用毛布から飛び出した手に触れると、

「レッド……」

　名前を呼ばれ、俺はビクリと驚いた。起こしてしまったのかと思ったが、幸せそうな顔でぐっすりと眠っている。夢に俺が出ているのか。

　俺の夢にもリットが出てきて、リットの夢にも俺が出てくる。それだけのことなのに、意識すると一気に顔が熱くなる気がする。

　でもまぁ、俺があの夢を見たのは、昼間ストサンに言われた一言が原因だろう。

「ダブルベッドか」

　あの騒動のあとストサンから、

「ベッドのこと後悔してるんじゃないか？　ダブルベッドにしときゃ良かったって。俺としてもリットさんには最高のベッドを使って欲しいんだよ。まだベッド使いだして日も浅いし、今なら値段の差額だけでダブルベッドに交換してやる」

　と提案されたのだ。

　あのロガーヴィアでの夜、俺とリットは同じ小さなテントの中で、肩が触れ合うほど近くで眠っていた。あの時に比べると、今はくっつけたベッドに２人。手を伸ばせば触れ合えるが肩が触れ合うほどの距離ではない。

　それに、リットはこの間から何かこの日常スローライフが終わってしまうではないかと不安に思っているところがある。

「ダブルベッド買いに行くか」

　きっと俺からもっとリットに近づくべきなんだ、リットが不安になることなんて無いように。俺はリットを起こさないよう、静かに明日の予定を決めていた。
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　翌日。俺とリットはストームサンダー家具店を訪れた。目的は昨晩決めたダブルベッドを購入するためだ。

「昨日の今日でいきなりかよ」

　ストサンはいかつい顔に呆れ混じりの笑みを浮かべている。

「俺はてっきり、事件が終わってから来るもんかと思ったぞ」

「事件にかかりっきりになって、リットとの素敵なゾルタン暮らしが疎おろそかになったらもったいないだろう」

　今日はダブルベッドを購入するということで、俺も開き直っているところがある。なんというか、ストサンが知り合いなせいで、ちょっと恥ずかしいのだ。

「はぁー、最初にベッドを買いに来た時からずいぶん仲は進展したみたいだな。だったら最初からダブルベッドにしときゃよかったんだ。このヘタレ」

「こうしてダブルベッド買いに来たんだからヘタレの汚名は返上させてくれ」

「ねぇレッド！　どれがいい！　私はこの頑丈そうなのがいいな！」

　軽口を言い合う俺とストサンを気にせず、リットは嬉うれしそうに、だが真剣な目で並んだベッドを見比べている。

「さすがリット様、お目が高い」

　ストサンがいかつい職人顔を、ニコニコとした営業スマイルに変え、リットの下へ走る。

「それはユニコーンが暮らす森でしか育たないと言われる白馬樹ホワイトホースズツリー製のものでして、見てください！　気品のある木目、ほのかに漂う森の香り、そしてユニコーンの角のごとく強きよう靱じんで柔軟。私も滅めつ多たに手がけることのない逸品です」

　ストサンのセールストークを、リットは楽しそうに聞いている。って、あれ無む茶ちや苦く茶ちや高いんじゃないか？

「……でもまぁいいか」

　高いといってもリットの資産からすればなんてことない値段だろう。俺のプライドのせいで、リットが欲しいと思ったベッドが買えないのは残念なことだ。そのために妥協するよりも、ここは好きなものを買って後悔のないようにしたい。

「レッド、ちょっと来て」

「ああ今いくよ」

　真新しいベッドの横で、幸せそうな笑みを浮かべているリットの下へ、俺も緩む口元を抑えられないまま向かっていった。
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　ベッドの配送の段取りをした後は北区にある衛兵詰め所に向かう。

「アル迎えに来たぞ」

「レッドさん」

　ベッドを買いに行く間、アルを１人にするのも危険なので衛兵達のところに預けたのだ。

　まぁ別の目的もあるのだけれど。

「待たせて悪かった。問題なかったか？」

「うん。ちょっと怖かったけれど、優しい衛兵さんが２人いたので大丈夫です」

　アルの後ろで衛兵が２人手を振っている。

「あの人達はサウスマーシュではないですけど、数年前に移民してきた人みたいで、他の衛兵さんほどサウスマーシュを嫌っていないみたいなんです」

　アルはそう言って笑みを浮かべている。どうやらあの２人がアルの面倒を見ていたらしい。俺は２人の顔を憶えると、軽く礼を言ってから衛兵詰め所を後にした。
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　夜。部屋にはダブルベッドが１つ。俺とリットが２人。

　１と２。つまりは２を１に収めなければ計算は合わず、２を１と１に分けることはできないわけだ。そんな取り留めのないことを頭に浮かべ、俺は問題を先送りにしていた。

「レッド」

「う、うん」

「早くベッドに入ろうよ」

　ベッドの上にちょこんと座ったリットは、「はやくはやく」と俺を急せかす。

　リットはふんわりとしたパジャマを着ていて、首のバンダナも今はない。金色の髪を揺らしながら、ポンポンと手でベッドを叩いている。

「分かってるよ」

　そうだ、今更何をヘタれる必要がある。俺は平常心でベッドに座る。

　俺達はお互い横にならず、ベッドの上に座ったまま見つめ合った。

「くっ!!」

　先に耐えられなくなったのはリットの方だった。リットは積極的だが内心はかなり照れ屋なのだ。枕を摑むと真っ赤になった顔を隠し、足をバタバタさせる。

　そこがまた可愛い！

「はやく寝よ？」

　枕から声がした。

「ああそうだな」

　俺は燭しよく台だいの火を吹き消す。窓から差し込む月明かりだけが部屋を照らす。月明かりの中で、リットはゆっくりと顔を隠した枕をどける。頰ほおを赤くし、少し上目遣いで、その綺き麗れいな空色の瞳は揺れている。

「レッドったら、顔真っ赤」

　リットは真っ赤な顔でそう言って、照れながら笑う。

　俺は答える代わりに、ベッドに横になった。

「ほれ」

　俺は両手を広げてリットを誘う。

　リットは目を丸くして、あふれる感情を隠すように両手で口を覆っている。

「え、えい！」

「おっと」

　リットが目をつぶって俺に飛びついた。

　勢い余って、ボフッと俺達はベッドの上で少し跳ねた。

「心臓がすごくドキドキしてるね」

　リットは俺の胸に自分の胸を押し当てながら、そう言って頰を緩める。

「それはどっちのだ？」

　言わなくても答えは分かっている……２人ともだ。

　リットは俺の肩に自分の額を当て、俺の背中に回した手にギュッと力を込めた。トクントクンと脈打つ２つの鼓動が触れ合っている。

　その美しい金色の髪を撫でる感触は、絹シルクの布に似ていて心地いい。リットの唇が俺の首に触れた。密着した身体から伝わるリットの体温さえもが愛いとおしかった。

　服の上から俺の背中に触れていたリットの手が、スッと下がって腰から俺の服の中へと潜り込んだ。リットの指が俺の背中を直接撫で、俺は幸福感でゾクリと身体を震わせる。

「リット」

　俺が名前を呼ぶと、リットは顔を上げて俺を見つめた。わずかに開いた唇からは切ない吐息が漏れている。

「レッド、私……」

　俺はリットと額をくっつけながら、両手でリットのパジャマのボタンに触れる。

　ボタンを１つ外すと、スラリとした肌色の鎖骨と肩がよく見えた。

　次のボタンを外すと、リットの大きくそして綺き麗れいな胸がはだけた。その谷間には汗の粒が浮かんでいる。

　リットの手も、俺の服のボタンに触れた。ボタンを外し、指を俺の胸に這はわせる。リットの掌てのひらは熱く、少し汗ばんでいた。

「ごめんね、私の手って剣ダコでちょっとゴツゴツしてるでしょ……小さい頃からずっと剣の訓練をしてきたから……」

　リットは恥ずかしそうに俯く。俺はリットの右手を左手で握ると、俺の頰へと持っていき触れさせる。

「俺はこの手がいいんだ」

　リットは赤くなった顔をあげ、残った右手も俺の頰に触れ、すっと顔を近づける。お互いの唇が重なった。

　俺は右手でリットのパジャマの次のボタンを外す。リットの胸が解放されてプルンと震えた。リットは身体をビクリと震わせ、キスをしたままうっとりと目を細める。

　俺はリットの胸に触れようと……。

「！」

　部屋の外で動く気配がした。俺とリットは唇を離し思わず動きを止める。

「アルが水を飲みに行ったみたいだな」
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「気を遣って静かに歩いているみたいね」

　俺達たちは顔を見合わせたまま、照れて笑った。

「なぁリット、やっぱり今日は……」

「もう、レッドはかっこいいのにヘタレなんだから」

　ふざけた調子で言うと、リットはもう一度、今度はついばむようなキスをした。

　それからギュッと俺に抱きつく。お互いにはだけた胸がピタリと触れ合った。

「ごめん、私もじゃれあう程度にするつもりだったの。でも途中から好きが溢あふれちゃって」

「俺も同じだよ」

「そうなんだ、えへへ……じゃあ寝よっか」

「ああ、そうだな。明日もお互い忙しくなりそうだ。おやすみリット」

　俺はリットの額にキスをして、名残惜しさを感じながらリットから離れる。

「んふ……もう、また好きが溢れるでしょ！　おやすみ……事件が終わったら楽しみにしてるね」

　リットは幸せそうな笑みを浮かべながら、一度深呼吸をすると、はだけたパジャマを戻してから、目を閉じたのだった。
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　５日後。武器が完成する約束の日。

「それじゃ、気をつけてね。寄り道せずに帰ってくるのよ」

　リットがアルに手を振った。これからアルは念願の自分の武器を受け取りに行く。

　アルは全身を覆う黒い外がい套とうを着ている。

　狙われているかもしれない身なので、顔を隠すためなのだろう。

「じゃあ行ってきます」

　アルは緊張している様子だった。
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　雨が降っていた。ついに夏は過ぎ去り、今日の雨は冬の到来を感じさせる冷たさだ。

　体が冷えるのか、外套の中でブルリと身を震わせた。腰のショーテルの柄に手をかけたまま、外套は先へと進む。ここの路地を抜けると、モグリムの鍛冶屋はすぐそこだ。

「……！」

　歩きながら揺れていた外套が止まった。雨の中、立ち止まりじっと周りの様子を窺う。

　前に４人。後ろに４人。

「へへ……アル君」

　男達は口に笑いを浮かべた。その手には斧おのが握られている。

「ビッグホークさんが呼んでるんだ。一緒に来てくれないか？」

　斧を見せびらかすように弄もてあそびながら、男達は徐々に近づいてきた。

「怖くて声も出ないか？　大丈夫、怖がらなくていいんだよ、大人しくしていれば怪け我がはさせないから」

　大人しくしないなら怪我をさせるという脅しだ。外套が揺れた。

「……ククク」

「どうしたアル君、恐怖でおかしくなったのかい？」

「ま、まて今の笑い声、少年のものじゃないような……」

　バサリと変装の外套クロークオブデイスガイズが宙を舞った。

　まとわりついていた幻惑の魔法から解放された感覚を喜びながら、彼女は言う。

「アル君だと思った？　残念！　私でした！」

　腰にアルが持っているはずの魔法のショーテルを佩はいたリットが、外套の下から現れた。

　その顔は思いきりドヤ顔だった。

「ロケートの魔法は誰が持っているかまでは特定してくれないのよ！　おびき出させてもらったわ！」

　間髪を容れずに、後ろにいた男が２人、飛びかかってきた。勝機があるとしたらまだ武器を抜いていない今だけだと思ったのだろう。

　だが彼らがリットの脇を飛び越えた時、すでにリットは両手にショーテルを握っており、２人の男は血しぶきをあげながら転がっていた。

「20人から28人じゃ、同じとは言えないわよね」

　不敵に笑うリットの言葉に、斧を持った男達は、思わず後ずさった。

　だが、男が一歩前に踏み出す。

「安心しろ、俺は数に入らんから27人で打ち止めだ」

「あらそう？　まぁたしかにそうね……だってあなた、人間じゃないみたいだし」

　両手に斧を持った男は、口を大きく開けた。口の端から皮膚が裂けるようにちぎれ、身体が２倍に膨張する。赤銅色の身体は膨張した筋肉で覆われ、その両手に斧が融合した。

「前々から聞きたかったのよね、アックスデーモン」

「ほぅ、いいだろう、気が向いたら答えてやる。なんだ？」

「そんな手じゃ身体洗えないでしょ？　いろいろとキツイんだけど、あなたは臭いとか気にならないの？」

「抜かしたな小娘が！」

　リットの軽口にデーモンは赤い顔をさらに赤くして飛びかかる。

　両手にショーテルを構え、リットはデーモンを迎え撃った。
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　店に残るアル。その周りには衛兵が２人、護衛をして付き添っている。衛兵は５日前にアルの面倒を見た移民の衛兵だ。誰も喋しやべらず、店の中には雨が屋根を叩たたく音だけが響いていた。アルの代わりに囮おとりになったリットが襲撃者を捕まえ、ここに連れてきて衛兵に引き渡す手はずになっている。

　本当に襲撃されるかは分からないが、可能性は高いとレッドは言っていた。

　そのレッドも、リットに何かあったときのためにということで、離れたところからリットのバックアップにいってるはずだ。なので店にいるのは衛兵が２人。

　ガチャリとドアが音を立てた。店のドアには『本日休業』の掛け札がかかっているため、客ではないだろう。アルの表情に緊張が走った。

　衛兵の１人は腰のショートソードを抜き、扉に近づく。もう１人はハルバードを構えた。アルも、昨晩のうちにこっそりと届けられた自分のショーテルを抜いた。それだけでアルは恐怖が薄れていくのを感じた。新しい刃はとても手に馴な染じむ。あの高価な魔法の剣よりもずっと。まるで、自分の手足の一部のようだ。

「誰だ？」

　扉に近づいた衛兵がたずねる。

「俺だ」

　その声を、アルは聞いたことがあった。

　あの魔法のショーテルをここに持ってきた小柄な男の声だ。

「ビッグホークの部下の人です！」

　アルが声を落としつつも、強い声で警告した。

　衛兵は心得ているとばかりに頷き……扉の鍵をあけた。

「え？」

　アルには何が起きたのか分からなかった。自分を守りに来たはずの衛兵はショートソードもハルバードも収め、ペコペコと頭を下げながら、あの男を出迎えている。

　男は以前の魔法使い風の服ではなく、本来の盗賊風の服に雨よけのポンチョを着ていた。

　服の裏には鎖を編んだチェインシャツが縫い込んであり、鎧よろいとして機能するにもかかわらず、動いても僅かにも音を立てない。ポンチョは耐火性の高い火鼠フアイアーラツトの皮を使っている高級品だ。

　男の後ろからは黒いフード付きの外套に身を包んだ、ボディーガードが２人。

「せっかくビッグホークさんがアル君のためを思ってプレゼントしてくれたのに、そんな安物を身につけるなんて悪い子だ」

　ニヤニヤと男は笑った。

「なんで……」

「簡単なことだよ」

　男が合図をすると、ボディーガードの１人が懐から銀貨袋を２つとりだし、衛兵に渡した。

「へへ、ありがとうございます」

「ビッグホークと通じていたのか!?」

「英雄リットは俺達を出し抜いたと思っていたようだが……そう思わせるのが一番安全なんだぜ？　英雄なら必ずあの武器に隠された魔法を見抜き、それを罠わなにして我々をおびき寄せようとするだろう。そのときこそ、英雄リットを出し抜けるチャンスというわけだ。俺達の方が一枚上手ってことさ」

　アルは剣を構える。が、男はそんなアルをせせら笑い、袖からボール状の何かを投げる。

　それは、アルの足元でボンと爆発し、緑色の粘液を撒まき散らした。

「な、こ、この!?」

「粘着爆弾だ。これでも『錬金術師』の加護持ちでね」

　身動きの取れなくなったアルをボディーガードの１人が抱え上げた。

　粘着物がコートに触れてもくっつかないところを見ると、事前に何か薬品を塗っているのだろう。

「ボクをどうするつもりだ！」

「悪いようにはしないさ。ただな、変革にはいつだって英雄が必要なんだ。ビッグホークさんは英雄をやるにはちと汚れすぎている、もう１人いるがそいつはサウスマーシュの人間じゃない。その点、お前は汚れていないし『ウェポンマスター』っていう華々しい加護もある。お前にゃサウスマーシュの英雄になってもらうのさ」

「英雄って……？」

「アデミに会わせてやるよ」

「アデミに!?　今まで一体どこに隠れて……まさか」

　男は答えず、笑った。

「おっと、長居して下町のやつらに見つかってもマズイ。ずらかるぞ」

　為なす術すべもないまま、アルは抱えられビッグホークの屋敷へと連れ去られていった。
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　あばら屋が建ち並ぶサウスマーシュ区。その中にあって頑丈な塀に囲まれたビッグホークの豪勢な屋敷は際立っている。３階建てで石造りの豪邸で、土地が安いせいか非常に広い。その屋敷の中。赤い絨じゆう毯たんの上にアルはいた。

　抱えられた状態から、この絨毯の上に投げ捨てられたのだが、高価な絨毯はアルに傷１つつけることなく受け止めた。

「一体ボクに何をさせるつもりだ！」

　気丈に振る舞うが、その声は震えていた。アルの腰にもうショーテルはない。これまでの勇気が加護による仮かり初そめのものだったと気付かされ、アルは打ちひしがれていた。

（ボクは昔の暗闇を怖がって泣いていた頃のままだ……）

　アルは恐怖に震えながら涙だけは流すまいとこらえていた。

「お前がアルか」

　身長は１７５センチくらいだろうが、でっぷりと太ったそのハーフオークは本当の身長よりもずっと巨漢に見えた。

「あなたがビッグホーク……さん？」

　ビッグホークは牙が突き出た口を歪ゆがめた。どうやら笑っているようだと、アルにもなんとか理解できた。

「そうだ同胞はらからよ。俺はサウスマーシュの顔役をやらせてもらっているビッグホーク。様はいらない。俺にとってサウスマーシュのやつらは同胞だ。気安く〝さん〟付けで呼んでくれ」

　ビッグホークは彼流の笑みを浮かべながらアルに近づいてきた。

　その太い指で肩を摑まれ、ついにアルの目に薄っすらと涙が浮かんだ。

「意志の強そうな子だ。やはり俺の目に狂いはなかった」

「な、なんのこと……です？」

「聞いてなかったのか？　アル君には英雄になってもらいたいんだよ」

　意味がわからない。だからこそ、アルは余計に恐怖を感じていた。

「順を追って説明しよう。まず、説明するまでもないとは思うが、背景としてこのサウスマーシュ区の惨状がある。君もサウスマーシュ区の住民だからよく知っていると思うがね。我々は余所よそ者ものだ。余所から移り住み、このゾルタンで暮らそうと思っているのに、議会のやつらは我々をこんな土地に押し込めた」

「知ってます……」

「だから俺はここから成り上がってやることにした。盗賊ギルドで名を上げた。ゾルタンの怠惰なやつらと違って、俺はダイガン公国首都のスラム街育ちだ。ゾルタンの温ぬるいやりかたではない。４つの貴族の家が何十年も対立しつづける陰謀の町ダイガンで身につけた〝毒と短剣〟の作法。ゾルタンの雑魚どもなんて話にならなかった。逆らうやつは仲間だろうが皆殺しだ。復ふく讐しゆうしようという気概のあるやつもいない。みんなビビッて俺の周りから逃げ出すだけだった」

　ビッグホークはいくつかの武勇伝を語った。

　耳をふさぎたくなるようなその残虐な武勇伝に、アルは自分の歯がカチカチと鳴るのを止められなかった。

「こうして俺は議会のやつらも手出しできないような存在へと成り上がった。これはこれで十分な成果だと思うだろう？」

「…………」

「だが足りない。俺はもっと上に立つ能力がある。あの愚かで無気力で無価値なゾルタン人どもではなく、この俺がゾルタンの長となれば、この町を変えられる！」

「それとボクを連れてきたことと何の関係が？」

「俺がばら蒔まいた薬。偽神薬などと議会は呼んでいるようだが、本当の名前は〝悪魔の加護〟というのだ」

「悪魔の加護？」

「本来加護は唯一絶対なる至高神デミスから１つだけ与えられる。加護によってその者の役割と人生が決まり、その加護を変えることはできない。人は神から与えられた役割を全うするために生きていく」

　ビッグホークは大きく手を広げた。

「だが、誰もが自分の加護に納得しているわけではない。いやむしろほとんどの人間は、加護の求める役割と、自分の求める人生とのギャップに苦悩し、失意の中に死んでいく！　俺もそうなるはずだった！　俺の加護は『拷問の達人』。どこかの牢ろう獄ごくに響く悲鳴と嗚お咽えつを慰めに、生涯を血と汗と小便の臭いが充満する穴蔵で過ごすゴミのような加護だ！　納得できるか？　俺はそんな人生など望んじゃいない。俺は、暗黒大陸の軽騎兵ハサーとして生まれ、略奪し、大いに殺し、そして死んでいった父のような男になりたかった、思うがままに暴れる強い戦士になりたかったのだ！」

　これがビッグホークの背景。アルは、彼もまたレッドの言う所の、加護を否定した成れの果てであることを理解した。

「〝悪魔の加護〟はそんな我々への福音なのだ。あの薬は新しい加護を与え、生来の加護の衝動を弱める、つまりは新しい人生を歩む権利を与える薬だ。誰もが自分の望む道を歩むことが許されるのだ」

「新しい加護？」

「〝悪魔の加護〟は、デーモンの心臓を原料に作られる。今流通している薬は50体のアックスデーモンの心臓を原料に作られた薬だ」

「デーモンの心臓!?」

「詳しい理論は知らん。俺に必要なのは、なぜそうなるかではなく、そうなることをどう利用するかだけだ。俺は、〝悪魔の加護〟を武器にゾルタンの王になる」

　最初、アルは何かの比喩かと思った。

　ゾルタンは議会と市長による共和制を取っている。種族差別の少ないゾルタンであっても、貴族でなく、さらにハーフオークであるビッグホークが議員になれる可能性はないし、ましてや市長なんてどんなに金を積んでも無理だろう。

　だから、盗賊ギルドのトップとか、そういう意味だとアルは思った。

　だが……ビッグホークの熱を帯びた目を見た時、アルは確信した。

　本気だ。こいつは本気でゾルタンを征服し、王として君臨しようとしている。

「〝悪魔の加護〟によって強化されたサウスマーシュの人々に、〝悪魔の加護〟の依存症で俺に逆らえないやつら。議会の外と内に布石は打った。あとは燻くすぶった火を爆発させる、きっかけを用意するだけだ」

「きっかけ？」

「それが君だよ、アル君……おい、連れてこい」

　ビッグホークに命令されて、屋内でも外と変わらず外がい套とうに身を包んだ、影のようなボディーガードがすっと部屋を出た。しばらくすると縄で縛られた少年が連れてこられる。

「アデミ！」

　アルが叫んだ。力なくうなだれたアデミはアルの声を聞いて顔を上げ、その顔を見てくしゃりと顔を歪めた。

「ごめん……こんなはずじゃなかったんだ」

「アデミ……」

「俺は、ただ……父さんのような立派な衛兵になりたかっただけなのに、どうしてこんなことに……」

　ビッグホークとアデミ。２人とも父親に憧れ、自分の加護の与える役割とのギャップに苦しんだ者同士。だがビッグホークの表情には僅かな憐れん憫びんもなく、夢の実現を目の前にただ狂喜していた。
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　夕方頃、アルは屋敷のバルコニーへ続く扉へと連れてこられた。粘着爆弾による緑色の粘着物はすべて洗い流され、服も新しいものに替えられ、その上からきらびやかな装飾を施された白銀色の胸甲ブレストプレートを身に着けさせられていた。

　すぐ隣には、縄で縛られたアデミがいる。こちらはボロボロで汚れた服のままだ。何日もこのままなのだろう。

「危険なことは何もない。君はただ、自分の加護の望むままに従えばいいだけだ」

　そういってビッグホークは意味深に笑う。

　ビッグホークが両手で扉を開けると、大きな歓声が聞こえてきた。

「な……!?」

　アルの目に飛び込んできたのは、広大なビッグホークの屋敷の庭に収まりきらないほどの、歓声を上げる人々だった。

　そのほとんどがサウスマーシュの人間だ。ボロボロの服に汚れた顔。だがその目は大きくギラギラと輝き、両手をあげてビッグホークの名を叫んでいた。

「なんで……」

　アルの知る限り、ビッグホークは顔役ではあるが、決してサウスマーシュの人間から好かれていたわけじゃない。そもそも移住者の多いサウスマーシュでは、ハーフオークに対する偏見を持つ者も多く、「あの豚面」と隠れて陰口を言っている者も多かったはずだ。

「人の好悪とは、ほんの僅かなきっかけで変わるのだ」

　ビッグホークは脂肪の詰まった大きな腹を揺らして笑った。

「サウスマーシュ区の住民を苦しめる俺も、サウスマーシュの不満を集めて議会に抗議する代表となれば、こうして歓声を受ける英雄にもなれる。人は英雄を求めているのだ」

　ビッグホークが丸太のような腕を振ると、人々はさらなる大きな歓声をあげた。

「我らのビッグホークさん！　我らの顔役！」

（そんな、こいつは皆を苦しめてきた悪党だよ！　なんでそんな簡単に騙だまされるんだ！）

　だが現実に、数々の残虐な伝説で恐れられるビッグホークは、まるで勇者であるかのように、人々から歓声を浴び、気持ちよく手を振っていた。

「さて、諸君。つい昨日、俺はゾルタン議会、そして衛兵屯所に抗議に行った」

　歓声が引いていく。まだ声を上げる者には周りが注意して黙らせ、全員がビッグホークの次の言葉を真剣な表情で待つ。

「目的はもちろん、ここにいるアル君の家族を襲った卑劣な犯罪者について物申すためだ」

　サウスマーシュの人々は怒声をあげた。

　ビッグホークが手を上げると、怒声はすぐに静まったが、全員がアルに対する同情と、衛兵達に対する敵てき愾がい心しんに満ちていた。

「俺はたずねた。なぜ衛兵隊が束になっているのに少年１人見つけられないのかと。すると彼らはこう言った。お前たちが騒ぐからだと」

　再び怒声。

「これが詭き弁べんだということは明白だ！　なぜならば我々が声を上げたのは正義が為なされないからであり、正義を要求する声によって正義の施行が妨害されているなどということがあるはずがない！」

　そうだ！　そうだ！　という同意の声がいくつもあがる。

「ゆえに真実はただ１つ！　衛兵は望んで不正をなしているのだ。アル君の家族を襲った犯人は、衛兵隊長の息子アデミ！　衛兵達からも可愛がられていたそうだ！　彼らは正義よりも、我らの痛みよりも、仲間の子供を取ったのだ。憤るか？　悔しいか？　だがこれがゾルタンだ！　我々は余所者だ！　我々が何人死のうが、議会も衛兵もゾルタンは一粒だって涙をながすことはない！　ゴミが死んだとあざ笑うだけだ！」

　怒声が巻き起こる。先程より強い。その様子をビッグホークは満足気に眺めた。

「だが君たちは慎重で賢明なサウスマーシュの人間だ。富めるものから虐げられ、僅かなパン屑くずを同胞はらから同士で奪い合う。そんな生活で身につけた本能がこう言うのではないか？　本当に衛兵が黒幕なのか。何か証拠はあるのか……と。よろしい、ならばお見せしよう！」

　後ろから、アルを裏切った２人の衛兵とアデミが縄で縛られたまま外套を着たボディーガードにつれてこられた。

「へへ……」

　衛兵はうなだれてはいるが、口元には笑みを浮かべている。

「彼ら２人はこうして縄目につながれてはいるが、彼らこそ真の衛兵だ、真の正義を知るものだ！」

　２人の衛兵が前に出た。静まり返った聴衆に対し、２人はまず深々と頭を下げた。

「私は私達を告発する！　ここにいるアデミは我々が匿っていた！　すべてはアル君たち、そして君たちサウスマーシュ区のデタラメな訴えだったということにするために！」

　一瞬の間。そして爆発的な怒声。

「静粛に！　静粛にするんだ！」

　ビッグホークが何度も叫び、ようやく聴衆は静かになった。

（くそ……！）

　アルはデタラメだと叫びたかった。衛兵の演技は下手でわざとらしい。よく見れば誰だって彼らが噓うそをついていることくらい見抜けたはずだ。

「人は自分が信じたい噓には簡単に騙されるものだよ」

　ビッグホークがアルの耳元でそう囁ささやいた。アルの首をつかむビッグホークの太い指は、簡単にアルの首をへし折れるだろう。先程アルが叫ぼうとしたその瞬間に込められた力は、アルを黙らせるのに十分な威力を持っていた。

　衛兵の三文芝居は続き、聴衆はビッグホークの思う通りに反応する。

　サウスマーシュ区の貧困も、待遇の悪さも、環境の劣悪さも、このゾルタンが嵐の通り道であることすら衛兵と議会のせいであるかのような演説が終わり、再びビッグホークが喋しやべりだす。

「これが証拠だ。まだ信じられないものはいるか？　まだ議会と衛兵を正義だと信じているものは？　このビッグホークを疑っているものはいるか？」

「ビッグホークさん！　我らの顔役！」

「よろしい！　我らはこれで一丸となった。ではこれから何をするか、どう変えていくか……我々はもう忍耐と寛容を捨て去るべきなのだ！」

　アデミが無理やり跪ひざまずかされる。

「俺はここに宣言する。これは、盗賊ギルドがやるような陰湿な陰謀ではない！　正義の名の下に行われる応報だ！　革命だ！」

　アルにショーテルが渡された。

「衛兵が悪を裁かないのなら、我々が断罪する！　議会が我々を虐げるのなら、我々は議会を必要としない！」

　アデミが怯えた目でビッグホークを、そしてアルを見た。

「応報せよアル君！　君の両親を襲った悪党に、裁きの刃を下すのだ！　悪党の首を革命の火にくべ、新たなゾルタンを作る創造の火を燃やせ！」

「ま、まさか、ボクにアデミを殺せというの!?」

「そうだ、経緯はどうあれ、このアデミが君の両親を襲ったのは事実。それはあの晩見た通りだ」

「で、でも！　そう仕向けたのはあなたなんでしょ!?」

「違うな。俺達は確かにアデミに薬を渡した。斧おのも渡した。逃げるアデミを保護してやった。だがそれだけだ。アデミは〝悪魔の加護〟の衝動に負け、殺さつ戮りくのために君の両親を襲った。君が死ぬような目にあったのも、アデミ自身が望んだことだ」

　それまで救いを求めてアルを見ていたアデミは、そう言われ恥じ入るように目を伏せた。

「我々がやらずとも、アデミは君を苦しめていただろう。君は何度もアデミに殴られているし、よく分かっているだろ？」

「……そうだけど」

「それにな、アデミは〝悪魔の加護〟によって、加護が２つある……斬れば君の加護は大きく成長するぞ」

　ドクンと加護が疼うずいた。眼めの前にいるのは敵だ。

　あの晩、斧を持ったアデミは、ボクを殺すつもりだった。殺そうとしたのだから殺されても文句はいえない。だって敵なのだから。敵を殺すのになんの躊ちゆう躇ちよがある。

　アルの思考に加護の戦闘衝動が混じる。どのみち、殺さなければ別の誰かがアデミを殺すだろう。だったらまだ殺す理由があるボクが殺した方がいいのではないだろうか。

　アルはショーテルを抜いた。アデミに殴られた時の痛みがよみがえる。あの時の憎悪を思い出す。涙を流した屈辱で心が焼け付く。その時、ショーテルの刃にアルの顔が映った。

「あ」

　その顔は怯おびえていた。戦いの衝動なんてどこにもなかった。

「決めた」

　アルはショーテルを振り上げた。そして迷わず振り下ろす。ビッグホークの大きな顔が笑う。はらりと、アデミを縛っていた縄が落ちた。アデミは驚いてアルを見上げる。

「アル……」

　ビッグホークの顔から笑顔が消えた。

　無表情にアルを見つめ、抑揚のない声で語る。

「手元が狂ったのか？　それともためらったのか？」

「違うね。ボクの剣はアデミを斬ることを望んでいない。ボクはボクの斬りたいものだけを斬る」

「……もう一度だけ聞くが、考え直す気はないのか？」

「ボクの剣は、ボクとアデミの敵と戦うと決めたんだ。ボクは『ウェポンマスター』！　ボクはボクの剣だけには噓はつけない！」

「そうか、なら次のプランだ」

　ビッグホークが左手をあげた。

　錬金術師の加護を持つ小男は、腰のアイテムボックスから斧を取り出す。

「あ、う……」

　それを見てアデミが怯えたように声を上げた。

「アデミ!?」

「無駄だ。〝悪魔の加護〟による暴走の条件を教えてやろう。薬を服用すると、生来の加護のレベルを〝悪魔の加護〟に変換する。生来の加護のレベルを変換すればするほど生来の加護の衝動は少なくなり、猛烈な解放感を服用者は感じることができるというわけだ。だが、〝悪魔の加護〟が生来の加護のレベルを上回った時、強い依存性が起こる。この時、中毒症状を起こすこともあるらしいな」

「アデミしっかりして！」

「特に生来の加護のレベルをすべて変換し尽してしまうと大変だ。薬の原料となったアックスデーモンの影響があらわれ、斧を見ると殺戮衝動にかられてしまう。これが最近起こっている事件の真相だよ。俺達たちにとっては、なかなか便利な特性だったがね」

　アデミはアルを突き飛ばした。

　バルコニーで何を会話しているのかまでは下の聴衆には伝わらないが、何か異常が起きたことは伝わった。聴衆は不安げにざわざわと声をあげ、バルコニーを注視している。

「アル君、君は英雄だ。家族を殺されかけながら、それでも対話の道を選ぼうとした。だが卑劣なアデミはそんな君の想おもいを踏みにじり、斧による惨殺という残忍さで応えた。これは許されざる行為だ。彼らとの対話は無意味であると、アル君は身をもって我々に示してくれた」

　ビッグホークはおどけて肩を揺らした。

「台本はこんな感じだが、どうかね？　何かこうして欲しいという要望があれば受け付けるが……しかし早いほうがいいぞ。アデミに殺されないうちにな」

　錬金術師の持っている斧にアデミが飛びついた。

　アルは絶望的な感情にかられながら、それでも剣を構える。

「な!?」

　だが、次の瞬間、斧は両断され、錬金術師の男は肩口から血を流し崩れ落ちていた。

「〝英雄リットは俺達を出し抜いたと思っていたようだが……そう思わせるのが一番安全なんだぜ〟だったか？　言えてるな。そう思わせるのが一番だ」

　ここまでアルを運んできた外がい套とうを着たボディーガードの手には銅の剣が握られている。

　彼が鋼鉄製の斧を両断し、錬金術師の男を斬ったのだ。

「飛ぶぞ、摑まれアル！」

　外套を着た男はアデミを抱きかかえ、アルに叫ぶ。アルは彼の首にしがみついた。

「ば、ばかな!?　ウェブリー！　気でも狂ったか！」

　ウェブリーと呼ばれたボディーガードは、ビッグホークに向けてフードの下からニヤリと笑うと、２人の子供を抱えたまま、３階のバルコニーから飛び降りた。
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　変装の外套クロークオブデイスガイズや、幻術、変容術など姿を変える魔法や魔法の道具は多い。変装対策に、そういった魔法の痕跡を調べるのは常識だ。

　もちろんビッグホークも念入りなディテクトマジックによる侵入者対策は怠っていなかった。

「そこに付け入る隙がある」

　コモンスキル：変装。

　服、化粧、演技。そういった技術による変装を重視する者は少ない。魔法で解決できることに貴重なスキルポイントを割くことは愚か者のすることだ。

　だからこそ、俺は自分の変装が絶対に見破られない自信があった。

　このために調査をリットに任せ、自分は変装する相手を尾行し、その動きを観察したのだ。

　アルを衛兵詰め所に預けたのも、アルに近付こうとする衛兵を見つけるため。案の定、あの２人はビッグホークと通じていた。

　今日の計画も変装した俺に洗いざらい話してくれて、アルとアデミを安全に助け出す確信を持てたというわけだ。

「れ、レッドさんですよね!?　顔違うけど！　こ、ここから飛び降りて大丈夫なんですか!?」

「軽業スキルマスタリー、スローフォール」

　俺は落下しながら時折、壁を蹴って勢いを減じる。

　スローフォールは、手の届く距離に壁などがあれば、それを使って減速しながら着地するマスタリースキルだ。これも飛行フライの魔法があれば解決するわけで、アレスからは散々文句を言われたが、単独で先行することが多い俺には重宝するスキルなのだ。

　俺は無事着地すると、バルコニーから身を乗り出し、まだ状況を理解できていないビッグホークに軽く手を振った。そして２人を抱えたままその場を走り去った。我に返ったビッグホークの叫び声が聞こえたときには、もうヤツの姿は遠いものになっていた。
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「アデミ、とりあえずこれを飲め」

　虚うつろな目をしているアデミに、俺は小瓶に入った液状の薬を渡す。

「ちと苦いぞ」

　アデミは言われるままに小瓶の中身を呷あおった。途端、目を白黒させてうめいた。

「まっ、ずぅぅぅぅ」

「悪いな、繊細な薬で味を調整するようなものを入れられなかったんだ」

「あ、え、なんか楽に……」

「一時的にスキルレベルを低下させる、まぁ一種の毒みたいなものだな。加護衝動を一時的に抑える薬としてワイルドエルフが作った薬らしい。〝悪魔の加護〟にも効いたようで安心したよ」

「ワイルドエルフの薬!?　なんでそんな薬を！」

　アルもアデミも驚いた顔をしている。

「加護を抑制するとか聖方教会に怒られるから秘密な」

　俺が人差し指を口にあててそう言うと、２人は何度も頷うなずいた。

　こんな状況にもかかわらず、秘密を知れた興奮がわずかに表情にでているあたり、少年というのはタフな生き物だ。

「さて、リットの話じゃここらへんだということだが」

　リットに任せていた調査は、ここ数日で一気に進展した。なんでも優秀な協力者を見つけたらしい。ビッグホークがアデミを監禁していたことも、アデミとアルを使って何を企んでいたかも、最終的な目的も、見事なほどに調べ上げていた。

　確かによほど優秀な協力者だ。流れの冒険者だという話だが……。

「赤い鞘さやの剣を身に着けているらしいが」

　サウスマーシュの住民のほとんどがビッグホークの屋敷に集まっているため、あたりは静かだ。

　物音といえば遠くから家で待たされているのであろう、赤子の泣き声が聞こえるくらい。

「ここで待っているとすれば、相当な隠形使いだな」

　気配を全く感じない。俺は警戒したまま、周囲を見渡す。視線を右側にあるあばら家に向けた時、陰からすっと人影が現れた。浅黒い肌をした、人の好さそうな青年だ。

　腰に赤い鞘に収められた異国風の拵こしらえのロングソードを佩はいている。

「あなたがレッドさんですね？」

「そういう君は、リットの言っていた協力者か。確か名前はビュウイ」

　青年は爽やかな笑みを浮かべた。

　だが、俺は何か油断できない鋭さをこの青年から感じていた。

「はい、私がビュウイです。付近にアル君とアデミ君に化けさせた精霊をばら蒔まいてきましたので、多少は時間が稼げるかと」

「手際がいいな。あとは予定通りに」

「なんの話をしているの？」

　俺とビュウイの話の意味が分からず、アルは不安そうにたずねた。

「ビッグホークをやっつける相談さ」

　俺がそう言うと、アルは目を丸くして驚いていた。

「置いてきぼりにして悪かったな。２人にもしっかり話しておかないといけないことだった」

　この２人にも大切な役割がある。いや、この２人がビッグホークを倒すのだと言っても過言ではないだろう。その時、

「レッドさん」

　ビュウイが短く、だが鋭く警告した。

「分かってる。11人か」

　近づいてくる気配が11人。うち９人は中々の隠おん密みつスキルの持ち主だ。おそらくストーカーデーモン。リットが戦ったというデーモンだろう。

「私が半分受け持ちます」

　ビュウイが剣を抜いた。左手に剣を持ち、腰を落として、剣を持たない右手を前に突き出すようにして構える。初めて見る構えだが、スキルだけに頼らない技術があることを感じさせる構えだ。多分頼りになるのだろう……だが。

「ここは俺が抑えるよ。ビュウイはアル達をつれて先に予定の場所に」

「それは構わないのですが、大丈夫ですか？　相手の戦力はまだ未知数ですが」

「足止めするだけだからな。問題ない」

「……それはそうですね、分かりました。お２人は責任持って届けましょう」

「頼む」

　俺の言葉にアルは不安そうに俺を見た。

「レッドさん？」

「何をすればいいかの説明は、こっちのビュウイってやつがしてくれるはずだ」

「だ、大丈夫なの、敵が来てるって」

「ああ、絶対に大丈夫。俺達の勝ちは決まっている。さっ、早く行け」

　ビュウイに目配せすると、ビュウイは２人の手を引いた。

「れ、レッドさん！　また剣を教えて下さいね！」

「おう、約束だ」

　ビュウイに先導されて、２人が離れていく。

　にもかかわらず、敵の気配はまっすぐ俺に近づいてきた。

「やはりか」

　鎧よろいの装飾によって左側が少し重いため、足音が均一ではなく僅かに乱れている。俺はこの足音のリズムを知っていた。

　１分も待たずに、11人の影が姿を現した。

「やあアルベール」

「さんをつけろよＤランク」

　アルベールは切っ先の丸い処刑人の剣を抜いたまま、鋭い視線を俺に向けた。
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　現れたのは、アルベール、黒い布で顔を覆ったストーカーデーモンが９人、それに無表情のビッグホーク。待て、ビッグホークがなぜここに？

　この短時間で俺に追いつけるはずが……。

「武技、飛ひ燕えん縮しゆく!!」

　驚いている俺に、アルベールは容赦なく武技を放った。15歩はある間合いを一足で詰め、俺に剣を振り下ろす。あの武技は高速移動して相手を攻撃する武技だったな。

　だが武技は決まった動きとなり、剣筋を読みやすい。最速の一撃だったが俺は左に一歩引いてかわす。その時、アルベールの振り下ろした重く分厚い剣が、まるで跳ねるように素早く切り返された。

　武技を放った後はすぐに身体が動かないものだが、ありえないタイミングの一撃だ。

　剣は俺の首へと吸い込まれるように打ち込まれる。キィンと甲高い金属音がした。

「なに……!?」

[image: ]

　アルベールの傲慢な表情が驚きに染まる。アルベールの剣は俺の頭上を振り抜き、髪の毛を数本切断しただけだった。

「そんな安物の剣で俺の魔剣を弾いたのか！」

　アルベールが叫んだ。俺は首を狙う一撃を、抜刀した銅の剣で弾いたのだ。

　今のはその魔剣の力か。殺意の宿る魔剣を作るスキルが、暗黒大陸のデーモンの『加護』に存在するという。弾かず、まともに受けていたら剣ごと切り裂かれていただろう。あれはデーモンウェポンと呼ばれる悪魔の武器だ。

　量産品である俺の銅の剣との質の差は歴然としている。

「今の一撃をかわすとは……それもそんなちんけな剣で。店で俺の一撃をかわさなかったのは演技だったのだな……俺の知らない武技を使えたのか」

　店で俺に攻撃してきた時のことか。加護のもたらす武技によるものではなく、ただの剣術なのだが……アルベールは知らない武技だと思いこんでいるようだ。

　俺とアルベールはお互いゆっくりと下がって一度間合いを取る。

「やはり俺の目に狂いはなかった。お前は俺と同じ英雄に属する人間だったようだな」

「アルベール、なぜビッグホークがここにいる？」

　だが俺はアルベールよりもその後ろのビッグホークの方が気がかりだった。

「それは……」

　アルベールは自分の存在を無視されたように感じたのか、わずかに表情を歪める。

「それはこのビッグホークがただの抜け殻だからさ」

　説明しようとしたアルベールの声を遮り、ビッグホークが声を発した。

　その声は、鈴がなるような耳に心地良いもので、ビッグホークの声とは明らかに違っていた。

「……そういうことか、最後の疑問点もこれで解けたよ。どこからか薬の知識を得たとしても、50体の中級デーモンを生いけ贄にえにするなんて、どうやってそんなことができたのか。そこだけが分からなかったが、コントラクトデーモンが背後にいたのか」

　ビッグホークの顔が醜怪に歪んだ。

「我は望みを叶かなえる者。この者の望みはゾルタンの王になることだった。だから力を貸してやったのだよ。非才で知性の欠片かけらもないこの男の身体を乗っ取り、我が代わりにこの男の能力と人格の範囲で王になってやることにした。この男の意識は残してある。我が見たもの、我が感じたものはこの男も感じられる。美食も美び姫きも堪能したことだろう。指先一つ自分の意思で動かせないという些さ細さいな欠点はあるが、満足いただけていると信じているよ」

　コントラクトデーモン。契約の悪魔。願いを叶える悪魔との契約についての物語は、大陸中に伝わる有名なものだ。その物語の大半が悲劇的な結末で終わり、愚かな契約者の魂はコントラクトデーモンの加護に吸収され、加護レベルをあげるために使われたり、デーモンの武具の材料に使われたりする。

　その主役がこの上級デーモン。デーモン以外の存在の願いを叶えるという契約書を交わすことで、本来使えないほどの強大な魔法……現実を変えるような神にも等しい力を行使することができる。

　上級デーモンは下位のデーモンに対して絶対服従させるスキルを持つ。デーモン学者によれば、下位のデーモンにも上位のデーモンに服従する効果を持つスキルがあるらしい。加護の衝動だけでなく、スキルとしても縛っているそうなのだ。

　その力を使って、アックスデーモン達たちを召喚し、生贄にしたのだろう。

　そして恐らくは、薬の知識そのものも、このデーモンがもたらしたに違いない。

「上級デーモンか」

　直接戦闘向きのデーモンではないとはいえ……。

（まともに戦えば勝てる相手じゃないな）

　この場にルーティ以外でもいい、ダナンでもヤランドララでもあの頃の仲間がいて、俺もサンダーウェイカーといったかつての装備が万全なら勝てる可能性は十分にある。

　が、今は俺１人だけ。魔法の装備は１つもなく、武器は銅の剣だけ。

　上級デーモンと戦える状態ではない。ないが、

「まともに戦えないのはそちらも同じだろう」

「…………」

　巨漢のハーフオークの姿をしたデーモンは表情を変えない。

　だが、俺は自分の予測が正しいことを確信している。

「コントラクトデーモンが本気で動けば、もっと簡単にゾルタンを制圧できていたはずだ。なぜそれをしなかったのか」

「……なぜだと思うのかね？」

「俺はデーモン学も少し勉強していてね。コントラクトデーモンに関する論文は随分読んだ。コントラクトデーモンの契約は凄すさまじいパワーを持つが、同時にコントラクトデーモンにも制御できない部分がある。そうだろう？」

「さて？」

「契約はビッグホークをゾルタンの王にすること。そのためにあんたはビッグホークの身体を乗っ取り、ビッグホークとしてあらゆる悪行を重ねて成り上がってきた……だが盗賊ギルドナンバー２止まり。さぞ困っただろうな」

　コントラクトデーモンの顔が僅かに歪んだ。

「怠惰の町と呼ばれるのは伊達だてじゃない。市長も各種ギルド長も、裏社会を取り仕切る盗賊ギルドまでも、ここのトップは年功序列で決まる」

　そう。この町のトップへの昇進は年功序列。ある程度の役職になった後は、実績、加護、本人の人柄すら関係ない。年齢の高いものが偉く、低いものは歳としを取るのをのんびり待つ。そこに野望の入る余地はない。なぜか？

「揉もめるのが面倒なんだろうな。頑張らなくてもそのうち自分の番が回ってくる。それでよし。ビッグホークの盗賊ギルドナンバー２だって、副ギルド長なんて肩書きがあるわけじゃない。実力的にそうだというだけだ。あんたがどれだけ優秀でも、盗賊ギルド長になるにはあと20年は待つことになるだろうな」

「……いやはや全く、ここは度し難がたい町だ」

　コントラクトデーモンは片手で目を覆い、嘆かわしいとばかりに首を振った。

「これまでも似たような願いは叶えてきた。我の知識と判断力とデーモンの加護の力を持ってすれば容易たやすいことのはずなのだがね。白状しよう、参ったとも。どれだけ実績を重ねても、どれだけ見返りを用意しようとも、慣例だからと首を縦に振らない。ゾルタン人はとんでもない怠け者どもだ」

「契約に縛られているあんたは、今更ビッグホークの身体を捨てることができない。契約の奇跡はすでに行使されている。その奇跡で願いを叶えられなかったら契約不履行ってことになるからな」

　そうなればデーモンはビッグホークの魂を手放さなければならない。契約不履行の場合、契約者から奪ったものはすべて返還され、デーモンの加護レベルもいくつか失われる。

　大損というわけだ。

「だからあんたは、同じ余所よそ者ものであるアルベールに目をつけたのか」

　盗賊ギルドとアルベールが親しくしているのは周知の事実だ。その仲立ちにビッグホークの姿があったことも、いくつかの証言から裏付けが取れている。

　コントラクトデーモンは、契約によってビッグホークの持っていない力を使うことはできないが、同じ契約ならビッグホークの姿のままでも奇跡を起こすことができる。

　コントラクトデーモンは今更ごまかすこともなく、俺の言葉に同意した。

「契約者というのは誰でも良いわけではないのだ。十分な意志の強さを持ちながら、それでいて心に鬱屈した闇を抱えているものでなければな。その点、このゾルタンは最悪の場所だ。みな、多少なりとも不満を抱えているのに、仕方がないと諦めている。アルベールがここに来たのは幸運だった」

　アルベールの加護は『ザ・チャンピオン』。生まれついての英雄だ。だが、彼はそれだけの成果をあげることができなかった。

　弱くはないが、中央で彼は、個人としてはＢランク冒険者として通用せず、パーティーの活躍に助けられる形で、Ｂランクパーティーに在籍していただけだった。

　彼の周りに、『ザ・チャンピオン』の加護のスキルはどう取ればいいのかを教えてくれる者が誰もいなかったのもあるし、彼自身の才能や協調性の悪さなど要因はいくらでもある。

　だが今重要なのは、彼はそんな自分の境遇に満足していなかったという点だろう。

　なぜならば、彼は英雄ザ・チヤンピオンなのだから。

「ゾルタンでならアルベールは、Ｂランク冒険者として通用した。アルベールがやってきた時点で、この町のＢランク冒険者は先代市長のミストーム師と冒険者ギルド幹部のガラティン、聖方教会のシエン司教、衛兵隊長のモーエン。この４人がパーティーを組み、忙しい中、時間を見つけて対応していた。とんでもない人手不足な状況だ。たとえ多少の実力不足に目をつぶってでもＢランクに近い能力を持っているなら構わなかった」

　コントラクトデーモンの話に、アルベールは少し顔を歪ゆがめた。事実であっても、この話はアルベールにとって不快なのだろう。

　当時の状況は非常にまずかったと聞いている。４人とも本業でも忙しい身で、まだ衛兵として現役であるモーエンはともかく、残り３人はもう引退してもおかしくない年齢だった上、普段の仕事で戦闘訓練も足りなかった。格下相手にも危うい場面が何度もあったそうだ。

　パーティーを外れ、ランクが未査定になっていたアルベールがゾルタンにやってくると、町は即座にアルベールをＢランク冒険者として認めた。そうするしかない状況だったのだ。アルベールはゾルタンで英雄となった。

「だが、俺はこのゾルタンがつくづく嫌になった」

　アルベールが吐き捨てるように言った。

「目の前に冒険者を必要としている依頼があるというのに面倒くさいと無視するクズ。目を離せば不平不満ばかりの役立たず。それが俺の仲間だと？　それが俺と同じＢランク冒険者だと？　認められるか！　そしてそんなやつらのなかで生きる俺はなんだ！　アウルベアを倒すだけで騒ぎ立てるような町だぞ！　そこで英雄を気取る俺はなんなのだ！　この町で終わるのであれば俺の人生とはなんのためにあったのだ!!」

　アルベールがゾルタンで周りから英雄だと持て囃はやされれば持て囃されるほど、それに仲間が能天気に喜んでいる姿さえもが、彼の鬱屈した闇を育てる原料となっていったのだろう。

　そこを悪魔につけこまれた。

「……だが安心しろＤランク。俺は英雄となる男だ。コントラクトデーモンと契約しようとも、邪悪な企たくらみには加担しない」

「これだけの事件を引き起こしてか？　死んだやつもいるんだぞ」

「必要な犠牲だ。俺の望みは、このゾルタンも一丸となって魔王軍との戦いに参加すること、それだけの戦力と気概のある町にすることだ。変革には血の犠牲が必要なのだ」

「魔王軍と？」

「この話を聞けば、レッド、お前も我々の行為が決して邪悪なものではないと理解できるだろう」

　コントラクトデーモンが話を続ける。

「まず、今の魔王軍は、先代魔王達のような、これまで何度もこのアヴァロン大陸……我々は眩げん光こう大陸と呼んでいるのだが……この大陸を攻めた主流派とは異なるのだ。多くの種族が今の魔王に征服されてしまったため、みな従っているがね。征服されていないデーモン族とまだ勢力を保っているドワーフ族は結託して、レジスタンスとして魔王軍と戦っている……戦況は芳かんばしくないが」

「それで？」

「我がここにいるのはもちろんこのハーフオークの望みを叶えるためでもあるのだが、同時に後方のゾルタンにも積極的に魔王軍と戦ってほしかったからでもある」

　なんだ？　話がえらい方向に飛んだな。

「アルベールの望みは勇者と共に魔王を倒す英雄になることだ。代償の契約も魂ではなく、魔王を倒すまでその生涯を魔王との戦いに捧ささげることにしている。どうかね、決して悪意による契約ではないと伝わってくれればよいのだが」

「本当なのかアルベール？」

「ああ、本当だ」

　アルベールは俺をまっすぐ見据えた。その瞳は野望に燃えている。

「俺はこのデーモンから力を得た。どんな怪物でも殺せる魔剣ヴォーパル・ブレード！　そして、クズ加護持ちにも戦える力を与える〝悪魔の加護〟！　俺はゾルタン議会を掌握し将軍となる。そしてこのゾルタンを軍事国家にして、勇者の戦いに馳はせ参さんじるのだ！」




　アルベールは吠ほえる。

　アルベールには、今押し寄せる魔王軍の兵士、肩を並べる『勇者』ルーティや『武闘家』ダナン、そして自分の声に呼応して槍やりを振りかざす兵たちの姿が見えているのだろう。




「俺は『ザ・チャンピオン』のアルベールだ！　今こそ、俺は、辺境でしか通用しない落ちこぼれ冒険者アルベールではない、英雄の加護に相応しい俺に！　魔王と戦う英雄たる俺に！　本当の俺に変わるのだ！」




　勇者のパーティーから離れた俺と、勇者のパーティーを目指すアルベール。

　同じ戦力外として追放された俺達は、しかしどこまでも対照的だった。
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　ビッグホークの屋敷に集まったサウスマーシュの住民達は混乱していた。

　衛兵に匿かくまわれていたらしいアデミをアルが助け、さらに２人を別の男がさらっていった。

　ビッグホークは慌てて屋敷の中に引っ込み、ビッグホークの手下の１人が、そのまま待つように言ったまま結構な時間が経過していた。待たされる時間が長いほど、人々は不安が大きくなる。やがて、いたるところで些さ細さいな事で言い合いが起こり、いつ殴り合いの喧けん嘩かが起きてもおかしくない状況になった。

「お、おい！　やばいぞ！」

　その時、入り口の方にいた男が叫んだ。無数の足音、鎧よろいの鳴らす金属音、夕日を反射して輝くハルバード斧槍の戦列。

「え、衛兵だ！　完全武装しているぞ！」

　ビッグホークの屋敷を瞬く間に取り囲み、衛兵達たちはハルバードを立てたままずらりと並んだ。彼らは町をパトロールするときの軽装ではない。

　上半身だけを覆う鋼鉄の胸甲と、腕や手足を守るチェインメイルを組み合わせたハーフプレートと呼ばれる重い鎧に身を包み、腰にはロングソードとクロスボウ。

　そして手には２メートルほどの長さを持つ長柄武器ポールウエポンハルバード。

　これが戦争や暴動など、非常時に使用される衛兵の完全武装だった。
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　サウスマーシュ区を照らす夕日は、いつのまにか半分以上が地平線に飲み込まれていた。

「状況はわかったか、Ｄランク」

「まぁな」

　アルベールは俺に剣を向けたまま言う。

　俺は銅の剣を抜いたまま構え、臨戦態勢のまま話を聞いていた。

「……以前、俺がお前を仲間に引き込もうとしにいったときのことを憶おぼえているか？」

「そりゃ、最近のことだし」

「あの時、お前はわざと無能な振りをしてたんだな。やはり俺の目に狂いはなかった」

「……かもな、で、どうするんだ？」

「もう一度問おう。俺の仲間になれレッド。お前は英雄になれる人間……俺と同じだ」

　アルベールは剣を下げ、俺に手を差し伸べるような仕草をした。

　距離は15歩ほど。一気に間合いを詰めて打ち込める距離だ。

　お互い会話を続けているが、焼け付くような緊張感が俺達の間には漂っている。

「レッド、お前がどんな理由で身を隠しているかは知らない。だが力ある者はその力を使わなければならない義務がある。『ザ・チャンピオン』の加護を持つ俺がそうであるように、お前のその身に宿る加護も、こんな辺境で腐らせていい類たぐいのものではないはずだ」

「そんな大層なものでもないんだがな」

「いい加減にしろ！　お前の力は本物だ！」

　アルベールは大声で言った。

「さあどうするＤランク！　俺の仲間となり魔王と戦う英雄となるか！　俺を倒してゾルタンを救う英雄となるか！　２つに１つだ！」

「英雄か」

「そうだ英雄だ！　お前の選択がゾルタンの命運を握る！　もしかしたら世界の命運さえも！　高揚しないか!?　いまこの瞬間、この辺境ゾルタンは世界の中心だ！」

　叫んでいるうち、気がつけばアルベールは笑みを浮かべていた。

　ようやく彼は自分の望んでいた存在になれたのだ。たとえそれが、独り善がりで実体の無いものだったとしても……。

「そろそろか」

「どうした!?」

「悪いな、アルベール」

　走り近づいてくる無数の足音。アルベールの顔が驚きよう愕がくで歪む。

「お、お前……なぜ、この戦いは、俺達英雄同士の決闘でつけるものじゃないのか……」

「俺は英雄になりたいわけじゃないんだ」

　事件の決着の舞台はここではない。そして英雄は俺達ではないのだ。
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　勝ち目の無いことを理解していながら、サウスマーシュの住民達は、ビッグホークによって煽あおられた衛兵への憎悪を武器に、負けるにしてもサウスマーシュの怒りをゾルタンに知らしめようと、最後まで抵抗を続ける姿勢を見せていた。

　実際は、そう煽っているのはビッグホークがあらかじめ潜り込ませた手下によるもので、群衆の大半は言われるがまま、ビッグホークの屋敷から持ち出された武器を手に、不安そうな顔をしている。その様子を衛兵隊長モーエンは眺めていた。

「数は向こうが多いが、武器はともかく鎧がないな」

　モーエンは呟つぶやいた。最前列なのにもかかわらず、彼らの半数は鎧を身に着けていない。

「そりゃそうですよ、あいつらは兵士ではないですし、ここは戦場じゃないんですから」

「……そうだな」

　部下から言われて、モーエンは少し疲れたような声で答えた。彼らは兵士ではない、ただの民衆だ。完全武装で出向いたものの、それは相手の戦意を喪失させるためのものだ。

　実際、かなり効果はあったと見ているが、それでもまだ彼らに武器を捨てさせるには至っていない。なにかもうひと押しが必要だ。

「隊長！」

　その時、息を切らして衛兵が１人駆け寄ってきた。

「どうした？」

「アデミ坊っちゃんが！」

「なに!?　見つかったのか！」

　少し遅れて、２人の少年を連れた、浅黒い肌をした青年がやってきた。ビュウイだ。

　多くのゾルタン住民を見てきたモーエンも知らない男だったが、今はそんなことを気にしている場合ではない。青年に対するかすかな違和感は、すぐに忘れられた。

「アデミ！」

「父さん！」

　２人は抱き合って再会を喜んだ。

「ごめん父さん……俺……」

「いいんだ、お前が無事なら。謝らなければならない人がいるなら私も一緒に謝ろう、償わなければならないことがあるなら私も一緒に償おう。それを私に謝る必要はない、親子なのだから」

「父さん……！」

「感動の再会のところ申し訳ないのですが」

　本当に申し訳なさそうにビュウイが口を挟んだ。

「決着をつけましょう」

　モーエンとアデミは少し顔を赤くして頷うなずいた。
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　一触即発のまま、衛兵とサウスマーシュの住民は向かい合っている。

　武装や練度の差は歴然だが、サウスマーシュ側には塀で囲まれたビッグホークの屋敷という砦とりでがある。もしかしたら勝てるかも。彼らはそう自分をごまかすことができた。

「ちっ、ひでえ状況だな」

　槍を構えたサウスマーシュの男がぼやいた。後方と違い、衛兵達の鎧を見ている最前列の男達は、とっくに勝ち目のないことに気付いている。

　今はどうやってこの場を逃げるか考えているのだが、完全に包囲された状況、降伏しようにもすぐ後ろに他のサウスマーシュの住民達。

「どうしようもねぇ、ビッグホークなんかを信じた俺が馬鹿だったって話か」

「違いねぇ」

　そうは言いつつも、男達は何かきっかけを望んでいた。

　この均衡が崩れ取り返しのつかない戦いになる前に、武器を捨てられるきっかけを。

「みなさん！」

　子供の叫び声が響いた。前衛の衛兵達が２つに割れ、２人の少年が歩いてくる。

　２人とも緊張した面持ちだが、その目には輝くほどの意志があった。

「ありゃアルじゃねーか!?　それに横にいるのはアデミの野郎！」

　ざわざわとサウスマーシュ側はどよめいた。

「飛行フライ」

　ビュウイが魔法を使い、少年２人に、空を飛ぶための目に見えない魔力の翼を与える。

　２人は宙に浮き、誰もが見える高さへと移動した。

「みなさん！」

　再びアルが叫ぶ。

「アル！　どうしたんだ！　衛兵に捕まったのか!?」

「違います、ボクはボクの意志でここにいます。アデミも同じです」

「はい、俺も俺の意志でここにいます」

　状況が理解できず、群衆はざわざわと騒いだ。

（ここに来る前、何を話そうかいろいろ考えた）

　アルとアデミの役割は、ここで起ころうとしている戦いを止めることだ。

　当事者である２人ならば、戦いを止められるはず。そうビュウイは２人に伝えていた。

（本当のことを話す？　アデミに謝らせる？　ビッグホークにみんな騙だまされているんだと叫ぶ？）

　念のためにとビュウイから渡された原稿を、アルはポケットに入れている。

　迷ったアルはポケットに手を伸ばし、原稿に触れ……。

（違う）

　くしゃりと握りつぶした。そして腰に佩はいているショーテルの柄に触れる。

　僅かな間目をつぶり……。

「みなさん」

　アルは言葉を発した。

「帰りましょう。まだ何も起こっていない、ここにいる誰も傷ついていない、だから帰りましょう」

「な!?」

「ボクとアデミは友達です。また明日、一緒に遊びます。だから帰りましょう」

「バカを言うな！　お前の家族はそこのアデミに殺されかかったんだぞ！」

「いいえ、あれはアデミではありませんでした。アデミの姿をしたデーモンだったんです。みなさんも、あの薬を飲み続ければ、大切な友達さえ傷つけるデーモンに成り果ててしまいます。そうなる前に帰りましょう」

　アルはそう言ってアデミの手を取った。２人の姿を見て、モーエンはすかさず右手を上げて合図を送る。衛兵達が動き、夕暮れに照らされた帰路を作る。

「……アル、お前はそいつを許せるってのか」

「許します」

　カランと音がした。最前列にいた男が槍やりを捨てたのだ。

　緊張した面持ちで男は歩きだす。

「お、おい」

「この戦いはアルの仇あだ討うちなんだ、まぁ死んじゃいねえけどさ。アルが許すってんなら俺も戦う理由なんてない」

　すぐ後ろにいた男が止めようと手を伸ばすが、

　カラン、カラン、カランカランカラン……。

　次々に武器を捨てる音が聞こえ、人々は自分の家に向かって歩きだした。戦いは終わったのだ。逃げ出せるタイミングをサウスマーシュの住民自体が望んでいたというのはもちろん大きな要因だ。加えて最初からレッドやリット、モーエン達たちがお膳立てをしていなければこの結末はなかっただろう。だが、アルとアデミの２人が戦いを未然に防いだこともまた事実だ。衛兵の間を不安げに、しかし安あん堵どの表情を浮かべて帰るサウスマーシュ区の住民達の姿を、アルとアデミは２人並んで見送っていた。
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「なぜだ、なぜだああ!!」

　喉が裂けるかと思えるほどの声で、アルベールが叫んだ。血走った目を見開き、髪の毛をかきむしる。アルベール達は衛兵に囲まれていた。

　中級デーモンが９体いるとはいえ、ストーカーデーモンは暗殺者、自分の有利な状況では強いが、このように正面から相手の方が人数が多い状況で戦うのは不得意だ。

「我々の町で随分舐なめたことしてくれたようだな」

　さらに腕を組み仁王立ちで見下ろす長身の男。先代ゾルタン最強の冒険者である冒険者ギルド幹部ガラティンもいる。

「これは……」

　ビッグホークの姿をしたコントラクトデーモンは、失望を隠さなかった。力ない表情でレッドに問いかける。

「レッド、この方法でいいのか？　衛兵にも犠牲がでるぞ？　お前が戦えば誰も傷つかずに済むかもしれないのに」

「俺はＤランク冒険者だぞ。それにただの薬屋だ……お前らを捕らえるのは、俺じゃない、衛兵の役割だ。彼らはそのために訓練している」

「なぜだああ！」

　アルベールが絶叫した。その迫力に囲んだ衛兵達は思わず半歩だけ後ずさりをする。

「アルベール」

「お前は英雄になれたんだぞ!?　ここでゾルタンの命運をかけて戦えたんだ！　なのになぜ！　それだけの力を持ちながらなぜ捨てられる！」

「……俺は別に英雄になんてならなくてもいい。リットと一緒に、小さな薬屋をやれていればそれでいい」

「俺は嫌だ！　せめて！　せめて英雄に倒される敵としてくらい！　俺の人生に意味を持たせてくれ！　俺は『ザ・チャンピオン』のアルベールだぞ！　こんな、こんな衛兵に捕らえられる薄汚い犯罪者としての終わり方なんて!!」

「よせアルベール！」

　コントラクトデーモンが制止の声をかけるが、アルベールは剣を振り上げ、まっすぐ俺のもとへ走る。アルベールは俺の首筋めがけて、必殺の魔剣を振り下ろした。

　俺は銅の剣を一いつ閃せんする。

　カラン！

　剣が地面を転がる音がした。

　アルベールは、手首の先から魔剣ごと消失した自分の右手を呆ぼう然ぜんと眺めている。

「やはりかよ」

「…………」

「やはり俺なんていつでも倒せたんじゃないか……」

　アルベールの血走った目に赤い涙が溢あふれた。

「お前がその気になれば、俺の陰謀なんてすぐに解決できたんじゃないか、あんまりだ……こんなのあんまりだろう……」

　アルベールは膝をつき、残った左手で顔を覆った。

「アルベール、英雄ってのは力があればいいってもんじゃないんだ」

「説教でもするつもりか」

「違う。俺じゃ駄目なんだ……アルベール。俺はお前にこそゾルタンの危機を救ってほしかったんだ。この町の誰よりも英雄を目指し、ずっと苦悩していたお前にだ。俺ではない、お前になんだ」

　本心だ。俺はアルベールを評価していた。そりゃ欠点は多い。性格も悪い。そもそも実力だって足りない。だがだからこそ、足りない実力であがき、頼りない仲間を引っ張り、不相応な身分に相応ふさわしくなろうと努力するアルベールを評価していた。

「俺にとって、どんなに欠点があろうが、お前はゾルタンの英雄だったんだよ」

　その言葉を聞いて、アルベールがどう思ったか、そこまでは俺には分からない。俺は心を読むスキルなんて持っていないのだから。

　ただアルベールは、力なくうなだれ、それ以上抵抗することなく衛兵に捕らえられた。
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　事件が終わってから５日後。

「まだかな？　まだかな？」

「んーもうちょいだ」

　俺は湯船に腕を入れて温度を確かめる。まだちょっと温ぬるい。

　ついさっきゴンズから完成したと告げられたばかりの浴室。

　俺とリットはさっそくお風呂に入るべくお湯を入れているところだ。

　浴室は、３人くらい入れる大きな浴槽と、壺つぼのような形をした小さな浴槽がある。

　扉１枚隔てた狭い部屋にストーブが置かれており、このストーブから伸びるパイプが浴槽の水を温めている。

　また扉を開け、ストーブのパイプを開くことで浴室がサウナにもなるオトクな設計だ。

　風呂は病魔を退けるとしてアヴァロン大陸の各地で様々なタイプが建設されているが、ストーブとパイプを使うゾルタン型の浴室は、なかなか便利なんじゃないかと思う。

　王都では外で火を焚たき、床下から温める仕組みを取っていた。これだと、すぐに温まる反面、火の調節が浴室内からできないという欠点もあった。

　まぁリットは魔法で水を温めることもできるのだが、こちらは温度調節が難しく熱湯になってしまうことが多い。それにこれから風呂でくつろぐのに精神集中を要求する魔法を使うのはしんどいという面もある。

「よしそろそろ良いだろう！」

「やった！」

　振り返ると、すでにリットは服を脱ぎ、バスタオルで一応隠しているだけの状態になっていた。

「な、おま……！」

「レッドも早く脱いでよ」

「水着って話じゃ」

「ヘタレ！」

　こ、こいつ！　そこまで言うなら仕方がない。というかリットがＯＫなら俺が断る理由なんてないのだ。ちょっと恥ずかしいだけで。何てことはないが、視線が落ち着かないくらいは許してほしい。俺達はお互い何も身に着けず、向かい合って浴槽に入った。

「「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ー」」

　２人の間の抜けた声が浴室内によく響く。

「疲れたー」

「俺も疲れた。久しぶりに真面目に戦ったんで、まだ筋肉痛が残ってる」

「えい」

　あろうことか、リットは足の先で俺の脇腹を突いた。

「うげ」

　筋肉痛の鈍い痛みがお腹なかに走る。お返しに俺もリットのお腹を突いてやると、リットも「うげ」と声を出した。リットだって久しぶりに本気をだしたので筋肉痛なのだ。

「やっぱたまには身体動かさないとだめかな」

「どーだろなー、こういうこと滅めつ多たに起こるもんでもないし」

　お互い、「ふー」と息を吐いた。

　湯船にたゆたうのは心地よく、俺は目をつぶって身体をお湯に預ける。

「やっぱお風呂造ってよかったなぁ」

　今回の事件の報酬で、俺達は浴室を増設した。まぁ浴室の建設費は１３０ペリルと、そう高くないものだ。それに今回の事件を解決したことで、下町の大工が「俺達の町の英雄リットと薬屋レッドに」と集まって仕事してくれたことで、８日かかる工程を５日で終わらせてしまった。大工達に毎日昼食を作って渡してやると、やたら喜んで、また部屋を造ることがあったら遠慮なく呼んでくれと言ってくれた。

　まだ貰もらった報酬は残っているし、庭に温室を造ったり、醸造室を造って、そこで薬草酒を作ってみるのもいいな。

　ふにっと柔らかい感触が俺の胸のあたりに当たった。

「ん？」

　目を開けると、目の前でリットが悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべている。

　さっきの感触はリットの……胸が当たった感触か。

　わざわざ隠おん密みつスキルまで使って、湯船に波１つ立てずに近づいてきたらしい。

　ふざけるのにも全力だ。

　と、冷静さを装ってはいるが、実際の所、俺はテンパってしまっている。

「にひ」

　リットも笑っているが、こいつも顔が真っ赤だ。のぼせたわけじゃないだろう。

　毎回、リットは本当は恥ずかしい癖にこうしてアピールしようとしてくる。

「お？」

　俺はリットの肩をつかむ。そしてくるりと回転させ、リットの背中が俺の胸の位置にくるようにした。そしてそのまま抱き寄せた。

「おー」

　口調は平静を装っているが、リットの身体は硬い。しかしそれもすぐに力が抜け、俺に体重を預けるようになった。リットの身体は温かい。

「ねぇレッド」

「なんだ？」

「本当に良かったの？　アルベールと一緒に行けば、勇者パーティーに復帰できたかもしれない。アレスだってあなたのことを見直したかもしれない」

「ここに来たばかりの頃の俺なら分からなかったけど……今はありえない」

「でも、ルーティ達は苦労しているかもしれないわよ。あなたに戻ってきて欲しがっているかも」

　リットの口調は不安そうだ。やっぱりちゃんと分からせてやらなければならないだろう。

[image: ]

　俺はリットをギュッと抱き寄せた。彼女の金色の髪の中に、俺は鼻先をうずめる。いい匂いがした。

「たとえそうだとしても、俺は戻らない。勇者を助ける戦力は別にいる。アルベールがそうなっていたかもしれないし、他の町にも英雄候補はたくさんいる……だけどリットはここにしかいないから」

　いや違うな。

「そういうことじゃないな。よし、はっきり言おう」

「？」

「俺はリットが好きだ。超好きだ。多分リットが、〝きっとレッドはこれくらい私の事が好きなんだろう〟って思っている１００倍くらい好きだ」

「な、え、あ……!?」

「だから俺はここに残る。誰がなんと言おうと。英雄であるよりリットの隣にいるレッドでいたい」

　リットはいつもの口元を隠すバンダナが無いので、顔半分を湯船に沈め、緩む口元を隠していた。最近のリットは何か俺に対して不安を感じていたようだが、この日以来、そういった不安も消えたように俺には思えた。また、いつもの日常スローライフが戻ってきたのだった。
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　ゾルタンの中央区北部の外れ。将軍であるウィリアム卿きようの邸宅と、彼の麾き下か40人の走竜騎兵が待機する兵舎と厩うまやの隣にゾルタンの刑務所は存在する。

　衛兵屯所にも取調室はあるが、あちらはあくまで容疑者を捕らえておく程度の設備でしかない。裁判がまだであっても、すでに犯罪者だと確定しているものは、こちらに収監されるのが慣例だ。

　アルベールとビッグホークとその一味は、すでにこの刑務所に収監されている。

　ゾルタン刑務所は犯罪者を収監し、ウィリアムの指導のもと……実際の所は、ウィリアム卿は全て部下達たちに丸投げしているため関与はしていないが……開拓団に参加させたり、民兵として使い潰せる程度には飼い慣らすことを目的としている。

　とはいえ、大半の犯罪者は食費などが支払えないため、結局犯罪奴隷として売られることになるのだが。ここに残っているのは十分な資産のある犯罪者か、ウィリアムの部下達が売るのが惜しいほど強い戦士だと判断した者ばかりだ。

「おい、ビッグホーク」

　棍こん棒ぼうを腰に差した牢ろう番ばんが牢ろう獄ごくの中に声をかける。

　あぐらをかいて、ふてぶてしく座っていたビッグホークはその恐ろしげな眼光を牢番に向けた。

「取り調べだ」

「今日の予定にはなかったはずだが？」

「予定変更だ」

「何か事情でも？」

「貴様の知ることではない。はやく出ろ」

　牢番は棍棒を手に持つ。ビッグホークは大人しく、その巨大な身体で億おつ劫くうそうに立ち上がった。ビッグホークは手て枷かせ、そして魔法や武技対策の指ゆび枷かせまでつけられて、頑丈な鋼鉄の扉で仕切られた取調室に座らされた。

　魔法や武技の発動には、特定の動作が必要になる。指枷はそういった動作を防ぐためのものだ。まぁこの状態からでも対応できるスキルは色々あるのだが、そこまで対応しようとなると刑務所側としては魔法の道具が必要だ。手枷１つに数千ペリルの銀貨はなかなか支払えないというのが、ゾルタン刑務所の実情だ。

「まだか？」

「許可なく口を開くな」

「お前にとっても時間の無駄だろう。相手が来てから呼んで欲しいものだな」

　牢番はため息を吐いた。この男はかなりの重罪と聞いている。

　おそらくは裁判で極刑を言い渡されるだろう。盗賊ギルドの横よこ槍やりが入るかと思ったが、それも無い。むしろ厄介者がいなくなって清々したという雰囲気すらある。

　強引な手法で成り上がったビッグホークは、ゾルタンの気風とはかけ離れた異端者だった。仲間からすら疎まれていたのだ。

　この男の余裕がいつまで続くのか……もし助からないという事実を突きつけられ、暴れられたらあの肥満した身体を取り押さえなければならないのか。

　そう考えると、牢番はあの傲慢な表情が崩れる瞬間を見られることを楽しみにする反面、どれだけ苦労するのか想像すると、憂鬱になってしまうのだった。

　ゴンゴンと鋼鉄の扉がノッカーで叩たたかれる。

「こちらは大丈夫だ」

　牢番が答えた。万が一、枷が外れているような状況で扉を開けられないための手順だ。

　鍵が差し込まれ、ガチャリと扉が開く。

　２人の男が入ってきた。１人は同じく牢番。もう１人は……。

「そちらの牢番の方も外で待っていただけますか？　２人だけで話がしたいので」

「そういうわけには」

「こちらに許可証もあります」

「……分かった。終わったら中から声をかけてくれ」

　青年にそう言われ、２人の牢番は扉の外へ出て、鍵をしめた。

　青年……冒険者ビュウイはビッグホークの方へ顔を向けるとニヤリと笑う。

「やあベリエル」

　それまで涼しい表情を浮かべていたビッグホークの顔が驚きで歪む。

　ベリエルとはコントラクトデーモンの本当の種族名、真しん名めいだ。

　人間に知られているデーモンの種族名とは、基本的にその種族としての性質から、人間だかエルフだかが勝手に名付けたものに過ぎない。同じデーモンの間でだけ、密ひそかに使われるデーモンの真しん名めいは他種族には死んでも明かさないというのがデーモン共通の思想だ。

「驚くことはない。昔、私はコントラクトデーモンを食べたこともあってね。我々はほとんどすべてのデーモンの真しん名めいを知っている」

「き、きさま、なぜここにいる!?」

「レッドが私を先に向かわせてくれて助かったよ。あの場で君に正体をバラされたら拙まずかっただろうね」

「ア……！」

　ビュウイ……シサンダンは叫ぼうとしたコントラクトデーモンの首を摑つかみ、その声を封じる。

「君たちも後先考えずに動くよね。〝悪魔の加護〟なんて持ち出すとは。あの薬に本当はデーモンの心臓なんていらないことを人間が気づいたらどうするつもりだったんだい？　人間の中に眠る本当の力を解放する可能性のある薬だろ。神からも禁じられていたはずだけど」

「お、お前たち異端者どもを滅ぼすためだ……神も我が罪を赦ゆるされるはず」

「人の罪を制御するための〝御み使つかい〟が、罪を犯すか。興味深い」

　コントラクトデーモンの顔に汗が浮かぶ。

（まずい、こいつは内側にいる我を殺す方法も知っている……！）

　もはや加護レベルの低下を気にしている状況ではない。

「我、ベリエル！　ビッグホークとの契約を破棄す！」

　コントラクトデーモンが喉を締められたまま、かすれ声でそう宣言した。

　空中に契約書が現れる。そして契約書は音を立てて破れてしまった。

「おっと」

　魔力の竜巻がコントラクトデーモンの周りに発生する。

　シサンダンは軽く後方にステップして影響を逃れた。

「チィィィィィィ!!」

　角の生えた人間の頭部に山羊やぎの脚を持つコントラクトデーモンの本当の姿が現れた。

　デーモンは炎を撒まき散らし牽けん制せいしながら、まっすぐ扉へ向かう。

「なにが起こったんですか!?」

　部屋の騒音を聞きつけ、牢番は扉の向こうから声をかけた。……それが彼の不運だった。

　デーモンはその人外の怪力で扉に体当たりした。鋼鉄の扉はひしゃげ、耐えきれずに吹き飛ぶ。正面に立っていた牢番は吹き飛んだ扉に巻き込まれ、数メートル吹き飛んで下敷きとなった。衝撃で首の骨が折れ、即死した。

　ただ、突然のことに恐怖も痛みは無かったことは、少しは救いになるかもしれない。

　デーモンは咆ほう哮こうを上げながら走る。脱獄に対する訓練を積んでいる牢番達も、疾走する上級デーモンの姿を前にしては混乱し、思考を停止するより他なかった。

　デーモンを止める者はいなかった、だがデーモンが向かう先は塀の外ではない。デーモンが向かった先は別の牢獄。

「アルベール！」

　右手に包帯を巻いた男は、乱れた髪の隙間から濁った目を悪魔に向けた。

「アルベール！　新しく望め！　ここから出て勇者の下に向かいたいと！」

「……俺はもうどうでもいい」

「ダメだ！　お前は魔王討伐のために生涯を捧ささげる契約をしている！　このままここで朽ち果てることは、契約が許さない！　さあ願え！」

　これがコントラクトデーモンが、余裕を持っていた理由。

　たとえ最初の契約で魂を捧げる必要がなくとも、魔王討伐のために他に手がないとなれば、アルベールは魂を捧げる契約を交わす他ないのだ。

「……分かった、好きにしろ」

　アルベールは強制力を感じ、特に抵抗することも無く頷うなずいた。

「よし！　我、ベリエル！　ここにアルベールとの契約を結ぶ！」

　本来ならば様々な手順を踏んで、抜け道がないようにするのだが今はそんなことをしている場合ではない。今すぐにでもここから逃げ出さなくては。ゾルタンでの〝悪魔の加護〟を運用したデータを、レジスタンスに持ち帰らなくてはならないのだ。

　不完全であっても契約の魔法は発動し、契約書とペンとナイフが現れる。

「早くしろ！」

　コントラクトデーモンは急せかすが、アルベールはノロノロとペンを持ち、自分の名前を記し、ナイフを持とうとすると……。

「左手でもいいのか？」

「いいから早くしろ！」

　左手の親指を床においたナイフに押し当て少し切ると、指を契約書に押し付けた。

「契約は成された！　その願いを代償に！　その魂は我が物に！」

　間に合った！　デーモンは安あん堵どする。だが、なぜ間に合ったのか？

　普通に考えれば追いつかれないはずがない程度の時間が経過したはずだ。

　デーモンは疑問を感じたが、契約によって魔力の嵐が巻き起こり、次の瞬間には牢獄には誰もいなかった。
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　入り口から中の様子を覗のぞいたビュウイは、嬉うれしそうに笑った。

「うまくいったか」

　あれにアスラである自分の正体をバラされるのが一番困る。もちろん、普通は信じないだろう。犯罪者の妄言だと笑うだろう。だがこの町には少なくとも１人、その言葉だけで確実に真実にたどり着ける人間がいる。そうシサンダンは警戒していた。

「ビュウイ！　大丈夫か!?」

「残念です、逃げられました」

　牢番に声をかけられたビュウイは、無念そうな表情を浮かべて答えた。だが上級デーモンを取り逃がしたくらいで咎とがめられることはないだろう。あれはＢランク冒険者すら事欠くゾルタンで対応できる存在ではないのだから。

　追い出せたことで評価される可能性すらある。集まってきた牢番に、コントラクトデーモンについて説明しながら、ビュウイはこの町で調べなくてはならないことについて考えていた。
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　魔王軍のキャンプを制圧し、戦利品を集めていたルーティの目の前に、憔しよう悴すいしたアルベールと、デーモンの姿を明らかにしたコントラクトデーモンが現れた。

　ルーティが剣を抜く前に、デーモンはスキルを発動する。

「シフトオブマインドプレイン！」

　ルーティは、自分が森の中にあった魔王軍のキャンプではなく、ひび割れた荒野の上にいることに気がついた。

　デーモンの隣にいたはずの男はいなくなっている。ルーティはわずかに首を傾かしげた。

「お初にお目にかかります勇者ルーティ殿。私わたくしは契約の悪魔、コントラクトデーモンと呼ばれるものにございます」

　慇いん懃ぎんな仕草で喋しやべるコントラクトデーモンを、ルーティは冷ややかな目で見つめる。ルーティは腰の剣を抜くが、降ごう魔まの聖剣はみすぼらしい銅の剣に変わっていた。

「ここは精神世界。少しあなたとお話がしたくて連れてこさせていただきました。ご無礼をお許し下さい」

「許すわ。で、なに？」

「落ち着かれているのですね。もしかすると反撃の機会を狙っているのかもしれませんが、先にご説明致しましょう。ここは私とあなたの精神によって作られた疑似世界。ですがここで受けた傷は現実の肉体にも反映されますのでご注意を」

「そう」

「現実のあなたはさぞお強いのでしょうが、この世界ではスキルや魔法のほとんどが制限されます。ですのでここで戦うのには慣れが必要でして、例えば」

　コントラクトデーモンが集中する。

「こんな」　「ことも」　「できるのですよ」

　コントラクトデーモンの分身が次々にあらわれる。

　気がつけば果てしない荒野を埋め尽くすほどのコントラクトデーモンが、勇者ルーティを取り囲んでいた。

「どうです？　驚かれましたか？」

「私は驚かない」

「そうですか？　他の皆さんには好評なのですがね。まぁこれでこの世界では私に逆らわない方がいいことを分かっていただけたと思いますが。別に私はあなたを殺しにきたわけではありません。私は魔王軍と敵対するものなのです。ですので穏便に話を進めましょう」

　優位に立てたとコントラクトデーモンは安堵する。生き残るためには、ここで上手く立ち回らなくてはならない。もしかすると勇者に取り入ることもできるかも、そうなればゾルタンでの敗北など消し飛ぶほどの成果だ。

「逆らう？」

　ルーティは首を傾げ、まず銅の剣に視線を落とした。

「な!?」

　コントラクトデーモンはその光景に驚きよう愕がくする。

　銅の剣が輝いたかと思うと、そこには降魔の聖剣が握られていた。

（ば、ばかな!?　アーティファクト級のマジックアイテムを精神世界で再現するだと!?　そんなこと私にだって……）

「なるほど、大体わかった」

　そうルーティは呟つぶやき、剣を持った右手を空に掲げる。すると銀色の雨が降った。

「う、あ……ひ、ひぃぃぃぃぃ[image: !!!]」

　コントラクトデーモンは恐怖した。彼が生まれて数百年経たつが、生まれて初めて恐怖で思考が停止することを経験した。

　彼が見たのは、荒野のいたる所に何のありがたみもなく無造作に突き立てられた無数の聖剣。荒野を埋め尽くしたデーモンに向けて、空中に現れた数え切れないほどの降魔の聖剣が降り注ぎ、そのすべてを殺し尽くした光景だ。

「あ、ありえない！　ありえるわけがない！　アーティファクトをこんな無数に再現するだなんて！　そんなことができる『勇者』も『魔王』も聞いたことがない!!」

　気がついたときには、乾いた荒野は、デーモンの流す血で、死臭漂う赤い沼へと変わっていた。

「ところで、話ってなに？」

　頭を抱えてへたり込み悲鳴をあげている上級デーモンに、目の間に広がる凄惨な光景に表情を変えることもなく、ルーティはそう問いかけた。
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「そう」

　コントラクトデーモンの説明を聞いてルーティは無表情のままうなずいた。

「は、はい！　私わたくしは決してこの大陸の人間達たちに敵対しているのではありません。神に逆らう異端の魔王を討伐しようとする者なのです。確かにデーモンはアヴァロン大陸の人間と敵対している種族ですが、同じ神を、至高神デミスを信仰する信徒なのです。神敵たる異端者に対しては、過去の怨讐をすべて忘れ人間と共に戦うことも我々にはできます！」

　必死に言葉を紡ぐコントラクトデーモンを、ルーティは、彼女の兄だけが分かる笑みを浮かべて聞いていた。

（これがデーモンという存在の真実なのね。興味深いわ）

　この場にお兄ちゃんがいたら大いに驚き、一緒に何時間も考察の議論を交わせただろう。

　そうルーティは残念に思っていた。そのわずかな感情のゆらぎにさえ、コントラクトデーモンは怯おびえ、小さな悲鳴をあげる。現在、コントラクトデーモンは鎖で両腕と指を縛られルーティのテントで尋問を受けていた。

　拷問など何もされてはいないのだが、目の前に座る少女との生物としての絶対的格差を理解してしまったデーモンは、反抗する気力もなくただ生き残ることだけを望んでいた。

　テントの外で待っている勇者のパーティーから、「勇者と同じテントで詰問されるなんて」と密ひそかに同情されているのだが、そのことをデーモンが知ることはなかった。

　アルベールは縛られアレスから尋問を受けていたが、大した情報はないと判断したアレスによってすでに放置されている。

「それで、この薬が〝悪魔の加護〟なのね」

「それはアックスデーモンの心臓を使った薬で、疑似アックスデーモンの加護を生み出します。この薬の強みは、加護レベルをやりとりできるということです」

「やりとり？」

「はい！　薬を１回服用するごとに〝悪魔の加護〟にレベルが１つ移ります。また薬を１週間服用しないと、〝悪魔の加護〟のレベルが生来の加護に１つ戻ります」

「それで？」

「これによる大きな利点はその効果よりも、加護レベルの最大値が下がっていることにあるのです。知っての通り、加護は自分と同程度以上のレベルを持つ加護を倒さなければ成長しません。〝悪魔の加護〟は戦いでは成長しませんが……しかしこの薬を使えば、一時的に生来の加護レベルを下げ効率的な成長を、それでいて〝悪魔の加護〟によって戦闘能力を落とさずできるのです！」

　これが実は種族全体で誰よりも信心深いデーモンが、神の禁じた秘薬の製法を密かに伝えてきた理由だ。デーモンにとって、〝悪魔の加護〟は加護を否定する薬ではなく、加護を高める薬だったのだ。

「そう」

　ルーティはデーモンから奪った粉末状の薬を包んだ紙袋を手の中で弄ぶ。

「これは魔王討伐に役に立つものなのね？」

「は、はい！　ゆ、勇者さまほどのお人になると、効果はあまり期待できないかもしれませんが」

「試してみましょう」

「は？」

　デーモンの目の前で躊ちゆう躇ちよなくルーティは薬を飲んだ。デーモンは目を丸くして、言葉を失っている。もちろん、デーモンの目的は勇者に取り入ることだ。勇者が強化され、魔王を倒せる可能性があるのなら、薬を渡すことだって考えていた。

　だが、この状況で何の躊躇もなく薬を飲むなどと考えられるだろうか？

「私には毒も病気も呪いも効かないから。これが薬でなかったら耐性が発動するはず」

　デーモンの視線に気がついたのか、ルーティは事も無げにそう説明した。

　あっけにとられていたデーモンだったが、その言葉を聞いて冷たい汗が全身から噴き出す。

（呪い？　呪い!?　〝呪いに対する完全耐性〟だと!?　まずいそれはまずい！　あの薬は殺されたアックスデーモンの怨念を呪いに変えて死んで失われるはずのデーモンの加護を縫いとめているものだ！　呪いが発動しないとなるとアックスデーモンの加護が失われる可能性がある!!）

　だが、すべては手遅れ。彼女は薬を飲んでしまった。薬が体内に吸収される前に嘔おう吐とさせなくてはならないが、それができるだけの自由も力もこのデーモンには無かった。

　デーモンは神に祈った。どうか、悪魔の加護が効果を発揮するようにと。





＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊






　翌日、早朝。アレスとテオドラは呆ぼう然ぜんとしていた。遠ざかる飛空艇を２人は為なす術すべ無く見送っている。縛られたアルベールは何が起こったか分からず不安そうな表情をしていた。

「なにが起こった？」

「分かりません、飛空艇が盗まれた……？」

「現実逃避をするな。勇者とティセがいない。我々は置いて行かれたのだ」

「ば、馬鹿な！　そんなことはありえません！　私の魔法無しでどうやって戦うというのですか！」

「『勇者』様なら戦えるだろうさ」

　テオドラは冷たく言い放つと、アレスを無視してもぬけの殻となった勇者のテントを調べる。

「これは……」

　そこには首を落とされたコントラクトデーモンの死体が転がっていた。

「デーモンに騙だまされたわけではない……当たり前か」

　野営道具や装備など幾つか残っているが、貴重なものは勇者のアイテムボックスに入っていたため、勇者の旅に支障はないだろう。だが、

「ば、馬鹿な!?」

　地面に落ちていたそれを見つけて、テオドラは激しく動揺した。

「勇者の証あかし、古代エルフの遺跡に封印されていたというオリハルコンで作られた伝説の護符！」

　これは、王都に近い森の中にありながら、遺跡の最深部、誰も入れなかった古代エルフの遺跡にて、勇者ルーティが持ち出し世界に自分が勇者だと認めさせたものだ。

　勇者であるルーティがこれを手放すはずがない……が、現実に勇者の証はここにある。

「飛空艇があった場所へ向かってみるか」

　テオドラは１人キャンプを離れていった。
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　私は暗殺者ギルド所属の暗殺者。『アサシン』の加護を持つティセ・ガーランド。

　幼い頃に奴隷商人に売られ、市場で暗殺者ギルドに買い取られ、物心付いたころからずっと殺し屋稼業で食べている。好物はおでんのちくわ。

　色々あって勇者様のパーティーに参加することになってしまった。

　暗殺者の自分がもしかして英雄になれるのかななんて、ちょっとだけ夢を見てしまったが、依頼主の賢者アレス様に次が見つかるまでの間に合わせだと、はっきり言われてしまった。残念。

　ペットはジャンピングスパイダーの〝うげうげさん〟。さん、までが名前だ。

　前脚をふりあげてゆらゆらしている姿はとても可愛かわいらしい。『アサシン』に毒どく蜘蛛ぐもを扱うスキル〝蜘蛛との共感〟があってよかった。

　この恐ろしい状況でもうげうげさんは、元気に私の肩の上を歩き、元気づけようとその小さな前脚を振って慰めてくれる。ありがとう。今日のごはんは奮発するからね。

　やったーと無邪気に喜ぶうげうげさんの姿を見てまたほっこり。

「ゾルタンまではあとどれくらい？」

　底冷えするような冷たい声がした。

「３日くらいだと思われます……」

「すごいわね。快速船でも１週間以上かかるはずなのに」

　多分、喜んでいるんだと思う。表情は何も変わらないけど。私の心臓の鼓動が１・５倍くらい速くなった。手も震えるし、全身汗びっしょりだ。もちろん、生存本能が悲鳴をあげている的な意味で。

　前に勇者様から、あなたは私が近くにいても平気なのね。と肩を叩たたかれたことがあるが、とんでもない。私は訓練で顔の表情と心の感情を切り離しているだけ、内心は涙目だ。

　現在、私は飛空艇を操縦している。

　暗殺者ギルドの親友の故郷に伝わる伝説で、先代か先々代かの魔王軍を裏切り飛空艇を奪い、人間とともに戦った正義のオークの英雄ホワイトファングというのがいたそうだ。

　もちろん彼女もそんな話を信じていたわけじゃなかったが、彼女は語るのが上手かった。

　聞けば、彼女の加護は『デッドリークルチザンヌ』、娼しよう婦ふの暗殺者という意味。心地よい語りだったのはそのためなのだろう。

　そして彼女の語る物語には、ホワイトファングが、愛する幼い奴隷の少女に飛空艇の操作方法を教えるシーンがある。

　数え歌のようにして飛空艇の操作方法を教える歌のシーンなのだが、まさかその知識が本当に飛空艇の操作方法として使えるとは思わなかった。

　細部は違っているところもあったが、何かのために余らせていたスキルポイントをすべてコモンスキルの〝操縦〟に割り振り、足りない部分は動かしながら感覚的に理解した。

　おかげで分からない機能はあれど、普通に動かす分にはなんとか扱えている状況だ。

　それが仇あだとなって、飛空艇を動かすためにこうして勇者様に連れてこられたわけだけど。

「あ、あの……」

「なに？」

「い、言いたくなければそれでいいんですけど、なぜゾルタンに？」

　本当は、なぜ仲間を置いて行くのかというのが聞きたいのだが、怖くて聞けない。

　助けてうげうげさん。

「？」

　助けを求めてうげうげさんを見たが、困ったように首を傾かしげていた。可愛かわいい。

　勇者様は少し悩んだようだったけれど、懐から小さな紙包みを取り出し、私に見せた。

「この薬を作るためのレシピはあるけど、どのスキルが必要なのかまでは分からない。だから作った人がいるゾルタンへ向かっている」

「薬ですか？」

「そう」

「…………」

「…………」

「あ、あの、何の薬なのでしょうか？」

　その時、恐ろしいことが起きた。勇者様が私の目をじっと睨にらみ……口の端を広げて笑ったのだ。誰かが言っていた。笑顔とは本来獰どう猛もうなものであると。私は心底恐怖した。

「ご、ごめんなさ……」

「この薬は私の希望なの。でもあと３つしかないわ。効果は１週間で切れるの。だから定期的に補充できるようにする必要がある……それで早くゾルタンにつきたい」

「は、はい！　頑張ります！」

　ああ！　こんなこと聞くんじゃなかった！

　私は何も考えず勇者様を運べばそれでいいんだ。そうだ私は飛空艇の一部。私は歯車。ぐるぐるぐるぐる。

　うげうげさんが、ぴょんぴょんと私の肩を飛び跳ねる。元気出してと慰めてくれている。

　うん、がんばる。うげうげさんに可愛いパートナー見つけるって約束したもんね。

　うげうげさんの仕草だけが私の心の支えだ。

「いい天気ね」

　勇者様が空を見上げて言った。私は歯車。ぐるぐるぐるぐる……。
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「お世話になりました」

　アルはペコリと頭を下げた。時刻は夕方。今日１日、アルは店の手伝いをしてくれて、その後リットと訓練。そして夕食を一緒に楽しく食べ……この店を出て行く。

「ねぇ、明日の朝でもいいんじゃない？」

　リットがたずねた。アルは嬉うれしそうに笑うが、首を横に振る。

「いえ、ここは居心地が良いので……明日の朝までいると昼まで、そしてまた夕方までってなっちゃいます」

「そっか」

　アルの腰には俺が渡したショーテルが。肩には、リットが選んだ頑丈な旅人のクローク。クロークの下で上半身を覆うのはビッグホークが渡した白銀の胸甲ブレストプレート、この胸甲はアルベールが選んだらしい。

　直接会ったわけでもないのに、胸甲がアルの身体にぴったりと合うのは、実力不足の仲間がＢランク級の依頼で倒れてしまわないよう、装備選びなどもアドバイスしていたというアルベールの見立てだからこそか。

　背中には背負い袋。中には保存食に砥と石いし、ロープに石せつ鹼けん。ランタンに油あぶら壷つぼ。火打ち石に打ち金。俺が選んだ止血剤や解毒薬、３本のキュアポーション。鉄鍋に食器、そして寝袋。

　どこに出しても恥ずかしくない冒険者だ。

「私まで夕食の相伴に与ってしまって。すみません」

　僧侶の服を着た女性が頭を下げた。彼女は元アルベールのパーティーであった『僧侶』。名前はリーアだそうだ。

　そう。彼女と、そして他にも何人かの冒険者がアルとパーティーを組んで冒険者を始めることになった。冒険者ランクはアルに合わせてＥランクパーティーから。

　事件は最後にもうひと波乱あった。コントラクトデーモンとアルベールの脱獄。

　そして残されたビッグホークは、その肥大した贅ぜい肉にくがすべて失われ、瘦せこけたみすぼらしいハーフオークの若者になっていた。

　ビッグホークのしでかしたことは、本来なら処刑を免れなかったはずだが、コントラクトデーモンと契約して生き残った者として中央のデーモン学者が興味を示したとのことで、昨日、王都へ向けて護送されていった。

　結構大きな事件だったと思う。盗賊ギルドのナンバー２と街一番の冒険者が結託し、住民が暴動を起こしかけ、デーモンの暗躍もあり、未知の秘薬もあり、犠牲者だってでた。

　にもかかわらず、今日もゾルタンはいつもと変わらない日常を送る。

　サウスマーシュは不満を抱え、上流階級と下流階級では偏見があり、衛兵は嫌われている。アルベールはいなくなったが、代わりにビュウイがＢランク冒険者に収まり、上手うまくやっているらしい。だが、１つ変わったことがある。

「私、感動しました！　アル君の言葉で戦いが未然に防げたとき、本当の英雄の役割って、こういうことなんじゃないかって思えて！」

　アルベールの仲間達たちもあの場にいたのだ。騒動の後、この『僧侶』リーアは、アルとアデミの演説に感動したとパーティーを組むことを申し出てきた。このリーアの申し出を聞いて、アルは即答した。

「まだレベル１の駆け出しですが……よろしくお願いします！」

　最初に俺と会った時、自分の加護におびえていた少年の姿はもうなく、自分の加護を受け入れ前に進もうとする強い眼まな差ざしの冒険者がそこにはいた。

　この事件は、アルを変えたのだ。

「それじゃあ、いってきます！」

　アルは右手を差し出す。俺とリットはその手を強く握った。

「頑張ってね」

「薬が必要ならいつでも来い。割り引きしてやるぞ」

「いえ！　それよりも、すごい財宝見つけてお金持ちになって、レッドさんがリットさんにミスリル銀の指輪をプレゼントできるくらい薬買いますから！」

「それは素敵ね！」

「ミスリル銀か、大きく出たな」

　いいね、こういうやつは伸びる。俺はアルの癖っ毛の頭を撫なでた。おそらくこうして子供扱いするのはこれが最後だろう。なんだか少し寂しい。

「頑張れよ冒険者アル」

「はい！」

　アルは満面の笑みを浮かべ、そして少し寂しそうな顔をした後……。

　彼はレッド＆リット薬草店を後にした。

「行ったな」

「うん、行ったね」

「なんか、子供ができたみたいだったな」

「あ、私もそれ思った」

　俺達２人は顔を見合わせる。

「子供か、悪くないな」

「悪くないよね」

　俺達は２人で一緒に笑った。

　そうだな、俺達も幸せなゾルタンの日常スローライフに戻るとしよう。







[image: エピローグ　勇者は求め、ゾルタンに至る]




「私はルーティ、『勇者』よ」

　青い髪の少女……勇者様は私にそう言って手を差し出した。じわりと背中に冷たい汗が吹き出すのを感じる。私はティセ・ガーランド。『アサシン』の加護を持つ、暗殺者ギルド所属の暗殺者であり、今日から『勇者』の仲間になる者だ。

　さっそくだが私は、今現在人生の危機に瀕ひんしている。というのも目の前にいる『勇者』ルーティ様が想像を遥はるかに超えるほど恐ろしい人だったからだ。見た目は普通の女の子なのだが、その冷たく赤い視線が私に注がれていると感じるだけで、視線の届かない暗い闇の中に逃げ出したくなる。

　だが、今勇者様は私に握手を求めているのだ。これを無視するのは非常にまずい。ただでさえ私は、勇者様のお兄さんである騎士ギデオンが抜けた代わりに入ったのだ。心証が良い訳がない。私は恐る恐る勇者様の手を握る。掌からも伝わる圧倒的な存在感！

　私達の様子を見て私を雇った賢者アレス様はニコリと笑う。

「ギデオンの後任です。ギデオンが担当していた雑務は私がやりますが、接近戦はできませんからね。この暗殺者は、暗殺者ギルドの精鋭の中でも随一の使い手だと聞いています。ギデオンよりはずっと頼りになるでしょう」

　アレス様は私のことをそう紹介した……いやいや、そんな紹介の仕方したら険悪になるって。ほら、ダナン様もテオドラ様も怖い目でこっち見てるし。

　私は表情と感情を切り離しているだけだ。

　今はこの状況にお腹なかが痛くて仕方がない。私はこれでも人間関係がギスギスしていると落ち込むタイプなんだぞ。

　そんなことを考えていると、アレス様が私の肩に手を置いた。危うくうげうげさんが下敷きになるところだった。私は非難の視線をアレス様に向ける。伝わりそうにない。無念。

　まぁ、うげうげさんなら、あんなのに潰されるわけないけど。うげうげさんも余裕だと言うように、私の肩を脚で叩たたいてアピールしていた。

「依頼主のアレスではなく私の指揮下に入るということだけど、間違いない？」

「はい。少人数のパーティーで指揮系統が複数あるのは混乱することになる可能性がありますので。私は勇者ルーティ様のご命令に従います」

　私の目的は勇者のパーティーに助力することだ。アレス様は依頼主だが、その依頼金もパーティーの資産から出ている。ならば私は勇者様の指揮下に入り、勇者様のために最善を尽くすべきだろう。

　私の見たところ、アレス様は野心の強い人だ。魔王を倒した後のことを見据えて行動している。それも重要なことだとは思うけれど、暗殺者ギルドへの依頼は暗殺の技で勇者の旅をサポートすることだから。

「そう。じゃあさっそく指示するわ。これから魔王軍に合流しようとしている病み沼の不浄竜ダスト・ドラゴンを討伐しにいくところだから、一緒に来て」

「病み沼の竜王、老不浄竜エンシエント・ダスト・ドラゴンヴァテックも討伐するということですか？」

　なんてこった。いきなり竜王退治とか聞いてない。

　老竜エンシエント・ドラゴンといえば、千年以上の歳月を生きる伝説だ。中でもヴァテックは病み沼の１００体を超えるドラゴン達の頂点であり、竜王の二つ名を持っている。

　だが冗談ではないらしい。私は覚悟を決めるしかなかった。
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　私達は、腐った臭いのする汚泥に膝下まで浸つかりながら進んでいく。病み沼に住む動植物たちは、不浄竜ダスト・ドラゴンの影響で歪ゆがんでいた。彼女らは異形じみた姿で病み沼を進む私達へ警告するかのように濁った音でゴホゴホと鳴いている。

　大陸南西部に住むものなら、〝病み沼〟の名を知らない者はいないだろう。

　闇の四老竜のうち、唯一アヴァロン大陸に住まう老不浄竜エンシエント・ダスト・ドラゴンヴァテック。

　先代魔王との戦いで暗黒大陸から海を渡ってきた三体の闇の老竜エンシエント・ドラゴン。そのほとんどは魔王軍の撤退と共に、暗黒大陸へと帰っていったが、先代勇者によって片翼を斬り落とされた竜王ヴァテックとその眷けん属ぞく達は、暗黒大陸に帰ることができず、今も病み沼と呼ばれる穢けがれの地に君臨している。

　私達が倒そうとしているのはその竜王ヴァテックなのだ。

「やべえ！　下がれ！」

『武闘家』のダナン様が鋭い警告を発した。足元がずるりと沈む。私は慌ててその場を飛び退のいた。だが、回避できたのは私とダナン様だけ。

『賢者』で身体能力はそれほど高くないアレス様、重い鎧よろいを着ている『クルセイダー』のテオドラ様、そして剣をだらりと下げ、無表情に渦巻く沼の水面を見つめている『勇者』ルーティ様は取り残された形になった。

「てぃ、ティセ！　助けなさい！」

　アレス様が私の方に手を伸ばしながら叫んだ。だけど私は動かない。

「早くロープを私に投げなさい！　パニックにでもなっているのですか、この役立たずめ！」

　アレス様は叫ぶが、私は動けない。

　腰まで沈みながら、勇者様は私の方を見ることもなくアレス様に上を見るよう指で示す。

「上は任せる。私は下を」

　そう言って、勇者様は自ら不浄の沼の中に飛び込む。同時に空から６体もの象ほどもある体たい軀くの不浄竜ダスト・ドラゴン達が襲いかかってきた。

「ひ、ひぃ!?」

　身動きの取れないアレス様に襲いかかる２体へと、私は空中に飛び出しながらショートソードで斬りつける。私がアレス様を助けることができなかったのは、この竜達がいたからだ。ロープなどを投げて隙を見せればやられていた。

「アレス様、私が守りますから魔法を」

「わ、分かってますよ！」

　足場の悪い中、空を飛ぶ巨大なドラゴンの相手をするのは厳しい。

　周りを見ると、ダナン様もテオドラ様もそれぞれドラゴンと戦っていた。まとまって戦う気はなさそうだ。

　私は心の中でため息を吐くと、狭い足場から再び跳躍し、ドラゴンへと向かっていった。
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「なかなか腕がいいな」

　私の傷を魔法で治療しながら、テオドラ様が言った。私達を上空から襲った６体の竜。

　そのうちの２体を私とアレス様が。１体を身動きの取れないままテオドラ様が槍やりで一突き。そして、残る３体はダナン様が１人で倒してしまった。

　私が戦った相手も、アレス様の強力な魔法がなければ倒しきれなかっただろう。

　私も暗殺者ギルドで五指に入る精鋭だと自負しているが、この３人の英雄は私の遥か上にいる。

　だが……。

「勇者様は凄すさまじい方ですね」

「人類最強の『勇者』だからな。我々とは格が違う」

　私の言葉に、テオドラ様はどこか遠い目をしながら言った。

　魔法で作った水を頭から被り、汚泥を洗い流している勇者様の背後には、巨大なドラゴンの亡骸なきがらが浮かんでいた。戦いの前に沼に引き込まれたのは、あいつの仕業だった。

　竜王ヴァテックではないようだが、他の地域なら竜王として通用しそうな堂々たる怪物だ。先の大戦から生き残る古いドラゴンなのだろう。

　あのサイズのドラゴンなら討伐するには騎士団を中心とした数千人規模の討伐隊が必要だ。そして倒せば指揮官は歴史に名を残すほどの存在となるだろう。

　それを勇者様はたった１人で倒したのだ。しかも身動きの取りづらい沼の中で。

「軍を集めれば倒せる存在なら、これから軍でも倒せない存在を倒そうとしている私が倒せないはずがない」

　私の視線に気がついたのか、勇者様は事も無げにそう言った。

　確かに、これから勇者様が戦うのは先代魔王との戦いから数百年、その間何度も討伐隊を差し向けられながら、それらすべてを壊滅させてきた竜王だ。

　そして、その先にいるのはアヴァロン大陸を侵略する魔王タラクスン。

　これまで歴史に名を残した普通の英雄程度を越えられないようでは、『勇者』にはなれないのだろう。私は、自分がその一員になってしまったことに、今更ながら身体が震えてしまうのを感じていた。
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　私は英雄物語が好きだった。暗殺者仲間のエリンの影響だ。

[image: ]

　話し上手で評判だったエリンは、同室だった私に様々な英雄物語を語ってくれた。

　中でも、たった１人の奴隷の少女の為ために、飛空艇を駆り様々な冒険をしたオークの英雄ホワイトファングの物語はお気に入りだった。

　他の品行方正な英雄達たちと違う、乱暴で喧けん嘩かっ早く、時に残酷にもなり、だが愛する少女のためならばどのような危険や困難にも臆することなく突き進む。そんなギャップのあるキャラクターに惹ひかれたのかもしれない。

　それにホワイトファングの物語は、他の多くの英雄の悲劇的な最期とは違った。飛空艇を失い、風の四天王率いるワイヴァーン騎兵に追い詰められ、もはや絶体絶命という状況で、ホワイトファングは諦めること無く逃げ続け、水も食料も無いまま衰弱した少女を背負って砂漠を横断し、ついに味方の軍までたどり着いたのだ。

　不用意な追撃をした魔王軍はハイエルフの軍による反撃で大打撃を受け撤退。

「そして、飛空艇を失ったホワイトファングとかつて奴隷だった少女は種族を越えて結ばれ、戦火の届かない北の小さな村で２人とも幸せに暮らしましたとさ」

　ホワイトファングの英雄物語はハッピーエンドでそう締めくくられる。私はハッピーエンドが好きなのだ。

　まさか私がそんな英雄物語の世界の登場人物になるとは思っていなかった。そして当たり前だが、物語のように現実はうまくいかないものだ。

「どうなってんだアレス!!」

　ダナン様が怒声を発した。ダナン様はただでさえ怖い顔を怒りで歪ゆがめ、アレス様へと詰め寄った。

「レジストポイズンのマジックポーションの力で確かに俺達に毒は効かないな。だが、水も食料も全滅じゃねぇか！」

　ダナン様は病み沼の湿った瘴しよう気きで変色した干し肉をアレス様に突きつける。

　アレス様は言葉に詰まり、助けを求めるようにテオドラ様に視線を向けている。

「ヤランドララ殿がいれば、野菜や果物だけでも浄化できただろうが、私には水を作ることくらいしかできん」

「し、仕方ありませんね、今は水だけで耐えましょう。明日にはヴァテックの住すみ処かにたどり着くはずです」

　テオドラ様の言葉にアレス様はそう言って頷いた。青ざめた顔に精一杯の笑みを浮かべ、ダナン様を納得させようとしている。

「ふざけるな！」

　ダナン様はアレス様の胸ぐらを摑つかむ。

「俺は確認したよな？　食い物は大丈夫なのかと！　それでテメエ何つった？」

「アイテムボックスの中にまで瘴気が入り込むだなんて、予想できませんよ！」

　アレス様は乱暴にダナン様を振りほどいた。２人の間に剣けん吞のんな空気が漂い始めた。その様子を見ていた勇者様は無表情のまま口を開く。

「ここからは私１人で行く」

　勇者様の言葉にアレス様もダナン様も啞あ然ぜんとして言い争いを止める。

「る、ルーティ、いくらなんでも無謀です！　１人でだなんて！」

「食べ物がなければあなた達は戦えない。私は食事は必要ないから問題ない」

　勇者様は『勇者』の加護により様々な耐性を持っている。

　食事が必要無いというのも、そういったスキルの１つなのだろう。だがいくらなんでもアヴァロン大陸最強の竜の１体を相手にたった１人で向かうだなんて……。

「ヴァテックはいつ動き出すか分からない。不浄竜ダスト・ドラゴンが動き出せばその通り道はこの病み沼のような汚染された土地になってしまう。だから今、この場で倒さなければならない」

　勇者様は何の感情もこもっていないような、淡々とした口調でそう言った。

　それは私達を説得するというような気負いも、ついて行けない私達を気遣う様子も無い。ただもう決まっている事実を伝えるような、そんな無味乾燥な言葉だった。

　私も、アレス様やダナン様のように困惑していたが、テオドラ様だけは頷き立ち上がる。

「ヴァテックが明日見つかる保証もない、我々がいても探索の邪魔になるだけだ。食料の対策が見つかるまで、ヴァテックは勇者殿に任せて帰ろう」

「テオドラ!!」

　アレス様が悲鳴のような非難の叫び声をあげたが、テオドラ様はかすかに微笑ほほえんだだけだった。

「１ついいですか」

　全員の視線が、手を挙げた私に集まる。アレス様は余計なことを言うなと睨にらみつけている。慣れない状況にお腹なかがキリリと痛んだ……うぅ。

「これなら食べられると思います」

　私は自分のアイテムボックスから、紙に包まれたチェリーくらいの大きさの丸薬を取り出す。

「暗殺者が使う非常食です。包み紙には薬が塗られてあって汚水や毒の大気を通しません。また中の丸薬は錬金術で調合した薬草が含まれていてこれ１個で１日の生命維持に必要な食事と水分を補給できます。味は泥のようで保証はしませんが」

　暗殺者は時に汚水に身を浸しながら数日間隠れ潜んだりもする。

　そうした状況で生命維持するための秘薬がこれだ。製法は門外不出なのだが、食べるために提供する分には問題ないと思う。

「暗殺者の食べ物ですか……本当に食べられるんですか？」

　アレス様は疑わしそうな目を向ける。だが、

「おお、そりゃありがてえ」

　ダナン様はさっきまで怒りで真っ赤になっていた顔に笑みを浮かべ、私が手にした丸薬を受け取ると、本来はナイフを使わないと破れない包み紙を軽々と引きちぎり、口の中に放り込んだ。

「不味まずいなこれ」

「すみません。それを飲み込まず30分ほど舐なめ続けないといけません」

「へぇ、まっ何にせよ助かったぜ。アレスのやつが連れてきたってんでどんな野郎かと思ったら、中々使えるじゃねぇか」

　やめて！　そんな言い方するから後ろでアレス様が睨にらんでる！

　私は内心、冷や汗を流していた。表情にはでないけれど。
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「がっかりしたか」

　野営の準備をしていた私は声を掛けられた。振り返るとテオドラ様が立っている。

　私は言葉の意味が分からず首をかしげた。

「私達はバラバラだろう。世界を救う『勇者』とその仲間にしてはお粗末なものだ」

「……いえ、別にそんなことは」

　確かに、このパーティーはチームワークが悪い。勇者様が一番の強敵に向かい、残りをそれぞれがバラバラに各個撃破する。

　個々がずば抜けて強いから成り立つが、もし相手の方が強大ならこちらが各個撃破されてしまうだろう。私は暗殺者として有利な状況を作るように訓練されてきたから、正直に言えば戦いにくい。

「前はこうではなかったんだ」

　テオドラ様は少し離れたところで１人、聖剣を無造作に置き何をするでもなく遠くを見ている勇者様を見つめていた。

「少し前までは、我々はもっと連係が取れていた。敵の脅威や弱点を見抜き、どこを攻めどこを守るべきか分かっていた。勇者殿も１人で戦うこと無く、仲間の様子を見ながら戦っていた」

「ギデオンさんですか？」

「ああ、ギデオン殿がいなくなってからだ。ここまでパーティーがバラバラになったのは」

　ギデオン・ラグナソン。私がこのパーティーに加わったのは、彼がパーティーを離脱したからだと聞いている。アレス様が言うにはパーティーのお荷物になっていたそうだが……。

「以前にも、〝流りゆう血けつ水すい道どう〟を探索した時に、周囲の瘴気が空間収納能力のあるマジックアイテムに浸透する現象はあったんだ。その時は、ギデオン殿が事前にアイテムボックスを特殊な布で覆うことで対策していた。おそらくはティセ殿が使っている包み紙と同じようなものだろう……これまで、ギデオン殿がいたときには戦い以外のことに煩わされたことはなかった。〝スキル〟は無かったが、いなくなってみれば、我らはこのザマだ」

「…………」

「戦いでもそうだ。ギデオン殿は頭ごなしに命令することはなく、『勇者』の副官という地位を弁わきまえていたが、どういうわけか我々が好きに動くと自然と連係が取れていた。今思えば不思議でならない」

　テオドラ様は、今はいないその人のことを思い出すように目を閉じ、私にというより、自分に語りかけるように話していた。私はどう声をかければいいのか分からず、じっと黙っているしかなかった。

「ヤランドララ殿も抜けた。あったはずの信頼関係も失うせた。ギデオン殿はパーティーに必要だった……なのになぜ勇者殿は」

　じっと考え込みはじめたテオドラ様のそばを、私はそっと離れた。

　この新しいパーティーの姿に不安を抱えながら。
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　病み沼の探索は想定以上に長引いた。アレス様がこの土地の領主から手に入れたという地図が当てにならなかったのだ。

　私達は、有毒のぬかるみの中をかき分け、空や沼の底から襲ってくる不浄竜ダスト・ドラゴンや寝込みに忍び寄る寄生カエルのヒーモフォウなど危険な生物と戦い続けた。

　暗殺者として過酷な環境に耐える訓練をしてきた私にとっても、いい加減うんざりする状況だった。

（それに……）

　怒鳴り声がした。

「いい加減にしてくださいダナン！　あなたのその勘なんてゴブリンの発明より役に立たないものを、いちいち私に報告する必要はありません！」

「あぁ!?　てめぇの案内が糞くその役にも立たないから言ってるんだろうが！」

　本日３度めの喧嘩だ。疲れているところに、これは精神を余計に消耗させる。

　テオドラ様もうんざりした様子でため息を吐いた。

　ただ１人、勇者様だけが、私達のことを気にかける様子もなく、黙々と竜王を探し続けていた。




　そして病み沼に入って７日目。

　数日に及ぶ結界維持にテオドラ様の顔がやつれてきた頃。ようやく私達たちは竜王の巣へと到達した。欲深い竜らしく、この腐臭漂う汚泥の中に石で組み上げられた宝物庫を作り、人間から奪った財宝の上に寝そべっている。

　財宝はかつては黄金色の輝きでこの黒い病み沼を照らしていたのだろうが、大半は不浄竜ダスト・ドラゴンの有毒の体液で腐食し、灰色のガラクタと化している。

「我が前に立つは何者ぞ」

　これまでの竜と比べても一際巨大な目の前の竜が立ち上がると、くすんだ鱗うろこがこすれて不快な音を立てた。

「あれが竜王ヴァテックです！」

　アレス様が叫び、左手で印を組んだ。

「貴様らが噂うわさの『勇者』どもか。下がれ小こ童わつぱ、我はヴァテック、大地に澱よどむ不浄の王」

「汚物なら焼却するまで！　ファイアーストーム！」

　アレス様の魔法により、黒い沼地を明々と輝かせるほどの業火と暴風が巻き起こる。

　炎の嵐に包まれながら、だがヴァテックは笑っていた。

　そして不ふ揃ぞろいな牙の並んだ大きな口を開き、毒液にまみれた破片のブレスを撒まき散らす。さらに破片のブレスは吹き荒れるファイアーストームによって着火し私達を襲った。

「てぃ、ティセ！」

　アレス様が叫ぶより早く、私はアレス様の服を摑むと、岩の陰へと走る。

「ちっ！　アレス！　てめぇの炎が邪魔で近づけねぇだろうが！」

　信じがたいことにダナン様は飛来する無数の破片をすべてかわしている。

　テオドラ様は槍やりを回転させて弾き、勇者様にいたっては防御する素振りすら見せず燃え盛る有毒の破片を浴びながら微動だにしない。

「私だって魔法を発動した瞬間を狙われなければあれくらいかわせるのですよ」

　アレス様が残念な負け惜しみを言っているが、今はそれどころではない。

　ファイアーストームの炎でダナン様がヴァテックに攻撃を加えられない。反面ファイアーストームによってヴァテックの動きが封じられているのも確かだ。

　アレス様はこのままヴァテックが力尽きるのを待つつもりのようだけれど。

「魔法１つで抑えられる相手じゃない」

　勇者様はそう一言だけ口にすると、剣を構えたまま炎の中に飛び込んだ。勇者様の言葉の通り、ヴァテックはファイアーストームで全身を焼かれながら、骨の飛び出した尾を振り回して勇者様を薙なぎ払おうとする。

　が、ファイアーストームで思うように身動きが取れないのか、勇者様が一瞬早い。

　ズンと重い斬撃音がして、竜の動きが止まる。懐に入り込んだ勇者様の聖剣が炎に照らされ輝いたのが私にも見えた。

　ズルリと竜の首から音が鳴り、竜の首がかくんと下がる。吹き出した血とともに、首は竜が集めた財宝の上に落ち、有毒の血で残った財宝すら台無しになっていった。

　竜王ヴァテックは死んだ。アレス様が歓声を上げる。だが勇者様は浮かれた様子もない。ただ怪け訝げんな表情で、剣を握ったまま周囲の様子を窺っている。

　次の瞬間、沼から黒い水柱が３つ立ち上がった。

「バカな！　あれはヴァテック!?」

　テオドラ様が叫ぶ。水柱から現れたのは勇者様が倒したヴァテックと同じような姿をした巨大なドラゴンが３体。

「ちがう、私が倒したのも、いま現れたのもヴァテックじゃない」

　勇者様が静かな調子で言った。どうして予想できるだろうか。竜王ヴァテック、アヴァロン大陸最強の存在が、その力に頼ること無く影武者を使って我々の油断を狙ってくるとは。３体の竜王の影武者達は、一斉に勇者様へと殺到する。

「スキル〝暗殺者の生存術アサシンズサバイバル〟」

　だがドラゴン達の前にいたのは勇者様ではない。私は目の前に広がる竜の巨大な牙を見て、心の中で悲鳴をあげながら、剣を構える。

『アサシン』の固有スキル〝暗殺者の生存術アサシンズサバイバル〟は、味方と自分の位置を瞬間的に交代するスキルだ。本来は敵の攻撃を頑丈な味方に押し付けて生き残るためのスキルだが……こういう使い方もできる。

　私は戸惑っているドラゴンの首に剣を突き入れる。ドラゴンの巨きよ軀くからすれば針に刺された程度だろうが……『アサシン』は針１本で相手を殺すことのできる加護だ。

　重要な神経や血管のある致命の箇所「死点」を貫かれ、ドラゴンはビクリと身体を痙けい攣れんさせると、崩れ落ちるように倒れた。

「貴様[image: !!!]」

　残った２体のドラゴンが怒りの咆ほう哮こうをあげた。今の一撃は相手の意識に私がいなかったからこそできた一撃、私に意識を向けられたこの状況では使えない。かといって、これほど強力なドラゴン２体を止めるようなスキルを私は持っていない。

　私は両手で急所を庇かばいつつ、ドラゴンの牙を受ける覚悟を決めた。

　だが、ドラゴンの牙は私に届くこと無く、すべて砕かれる。

「そうそう、前はこんな感じだったな」

「好きに動いているはずなのに、自然とパーティーの連係が取れていた」

　ダナン様とテオドラ様が私を庇うように立ち、拳で槍で、それぞれが竜王の影武者達をぶっ飛ばしていた。

　それを見て、勇者様が矢弾のような勢いで駆け出す。影武者達を倒した私達の側をすり抜け、聖剣を上段に構えて跳んだ。

　同時に隠匿の魔法が搔かき消え、背後に隠れていた本物の竜王ヴァテックの姿が現れる。

「『勇者』よ！　貴様はここで我が滅ぼす!!」

　伝説の通り、竜王ヴァテックの片翼は途中から切断されている。先代『勇者』によって片翼を奪われた竜王は、その数百年もの間抱き続けた憎悪を吐き出すかのように吠ほえた。

　竜王ヴァテックは口を開け破片のブレスを吐き出す。

　だが、そのブレスは他の不浄竜ダスト・ドラゴンとはまるで違った。細かい粒となるまで砕かれた破片の混ざる毒液を、細く鋭く圧縮したブレスだ。

「あぶねぇ！　避けろ！」

　病み沼を引き裂くように走る刃のようなブレスに、ダナン様の警告と共に私達は跳ぶ。岩で組まれた竜の巣が真っ二つになっているのを見て、私は戦慄した。

「勇者様！」

　迫るブレスに私は思わず叫んだ。ヴァテックの頭へ一撃を与えるため、宙を跳んでいる勇者様の姿は、あまりにも無防備に見えたのだ。

　勇者様は私の方をちらりと振り返り、大丈夫とでも言うように小さく頷うなずいた。

[image: ]

　そして、なんと剣を持っていない左拳を握りしめ、岩をも斬り裂くブレスをその拳で払ったのだ！




　パン[image: !!!]




　衝撃音と共に、ブレスが弾け竜王の口から血が吹き出した。

　竜王は信じられないといった様子でよろめく。私だって信じられない。勇者様は岩をも斬り裂くブレスを拳で払い、液状のブレスを伝う衝撃で竜王の喉を破壊したのだ。

　勇者様は右手に構える剣を振り下ろし、アヴァロン大陸最強の生物を、竜王のブレスよりも激しく鋭く恐ろしい一撃で両断したのだった。
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　気がつくと、私は地面に倒れていた。

「……あれ？」

「大丈夫か」

　テオドラ様が心配そうに私の顔を覗のぞき込んでいた。

「不浄竜ダスト・ドラゴン達の毒気にやられたようだな」

「……申し訳ありません」

　彼女達に比べて、新参の私は加護レベルがかなり低い。彼女達が耐えられる毒も私には耐えられないようだった。少し情けなくなる。

「全く、高い報酬で雇ったのですから、もう少しなんとかなりませんかね？」

　アレス様の言葉に、私はもう一度謝ろうとする。

「ティセは良くやった」

　だがアレス様の言葉を勇者様が遮った。アレス様は慌ててもごもごと小さな声で言い訳した後、口を噤つぐむ。

「ティセ。なんで私を助けたの？」

　勇者様は私の目を見て言った。その澄んだ赤い瞳に見据えられ、私は威圧感を覚えながらごくりと生唾を飲んだ。

「勇者様が危ないと思いまして」

　このパーティーの要はもちろん勇者様だ。私が倒れても問題ないが、勇者様が倒れると壊滅さえありえる。だから、私が庇うべきだと判断した……そう説明したかったが、緊張で上手うまく言葉が出てこない。

「そう」

　勇者様は小さく頷いて立ち上がる。

「ありがとう」

　勇者様ははっきりとそう私に言った。驚いた、だけど聞き間違えではないようだ。

　その様子を見てダナン様が声を出して笑い、テオドラ様が驚きつつも微笑ほほえむ。アレス様は困惑しつつも、私を雇ったのは自分だと言い始めた。

　私達たちはこの瞬間、確かにパーティーだった。だがそれもこの日が最初にして最後だった。勇者様はますます強くなり、私達とは隔絶した存在になっていった。

　私は二度と勇者様を助けることはできなかった。勇者様はいつも１人で戦い、そして勝利する。私達は勇者様についていくので精一杯だった。

　アレス様はますます孤立し、ダナン様はいつも不機嫌で、テオドラ様はそんなパーティーの様子を憂いていた。私にはどうすることもできずあの日、竜王と戦ったことを思い出す。あの時、勇者様は私の行動に別の誰かの姿を見ていた気がする。おそらく、この世界で唯一勇者様を守る立場だった人物。私は彼の代わりにはなれそうにない……。
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「ティセ」

　飛空艇の計器を監視しながら昔のことを思い出していた私に、勇者様が声を掛けてきた。私は後ろを振り返る。そこには勇者様が赤く冷たい瞳で私を見つめている。周囲の温度が下がった気がした。

「灯あかりが見える」

「灯りですか？」

　甲板に出ると、夜の冷たい風が頰ほおをなで、私は軽く身を震わせる。

　勇者様はすっと腕を伸ばし、進行方向を指さした。なるほど指差す先に小さな灯りがポツポツと見える。

「ゾルタンの灯りですね」

「そう、たどり着いたのね」

　勇者様はじっと、暗い闇に浮かぶホタルのような小さな灯りを見つめていた。

「ありがとう」

「え？」

「あなたが私をここまで連れてきてくれた」

　勇者様は灯りを見つめながらそう私に言った。

　勇者様にお礼を言われたのはこれで２度目、私はまた勇者様を助けられたのだろうか？

「あれがゾルタン」

　風に揺れる青い髪を押さえながら、勇者様は口をわずかに歪ゆがめ笑う。私はそこに何があるのかも、勇者様が何を求めているのかもよく知らない。

　これから何が起こるのかも……。




　ゾルタンはもうすぐだ。







　あとがき




　この本を手に取って下さった皆様。ありがとうございます！　作者のざっぽんです。

　皆様の応援のおかげで、無事２巻を出すことができました！
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　また、本作のコミカライズ版が月刊少年エース様にて連載されています。担当して下さっているのは池いけ野の雅まさ博ひろ先生！　コミックウォーカー様やニコニコ静画様にも掲載されていますので、よろしければ是非読んでみてください！　マンガとなって動くリットは小説と違った可愛かわいさがあって、本作を気に入って下さった方ならきっと楽しめると思います！




　さて、本作の内容にも触れていきましょう。この作品のテーマは２巻でも「幸せなスローライフ」です。

　勇者のパーティーを追い出された主人公であるレッドが、遠く離れた辺境の地ゾルタンで幸せに暮らす。そこでは歴史に名を残すような成功も活躍もないけれど、可愛いヒロインと、小さくもやりがいのある自分のお店で一緒にスローライフを送るというもの。

　このテーマでファンタジー世界のスローライフを書くにあたり、まずこの世界におけるスローライフではない一般的な生活を設定しなくてはなりません。スローライフは、スローじゃないライフがあってこそ価値があります。

　ＲＰＧ風の世界において、一般的な効率の良い生き方とは何かを考えた時、人によって生まれた時から、どうレベルアップして成長していくのかが決まっているのなら、その成長テーブルに沿った生き方をするのが一番効率的な生き方だと考えました。力が伸びるなら「戦士」に、魔力が伸びるなら「魔法使い」にという感じですね。逆にステータスを無視して、合わない生き方をするのなら、大変な人生を送ることになるでしょう。

　この生まれた時から決められた成長テーブルに当たるのが、この作品では神様から与えられた『加護』というわけです。この世界は、善人も悪人も、人もモンスターも、動物や虫に至るまで『加護』から与えられた役割の通りに生きることが正しく、『加護』で世界は動いています。

　そんな世界だからこそ、『加護』の役割ではなく、自由に自分が幸せだと思うスローライフを目指すことが尊く、より幸せに映るのだと思っています。

　つまり何が言いたいかというと、これからゾルタンの外の世界にどのような国や土地があって、どんな人々が生活しているかや、勇者と魔王の話など、世界が広がっていきますが……この物語は最初から最後までゾルタンで暮らすレッドとリットが幸せになる物語なのです！

　これからもレッド達たちが幸せなスローライフをしていく姿を楽しんでいただければ、作者として本望です！




　さて今回も、２巻をこうして皆様のお手元に届けるにあたり、たくさんの方のご助力が欠かせませんでした。この場を借りて、お礼を述べさせてください。

　２巻でも素敵なイラストを本作に与えてくださった、やすも先生。表紙の密着感に２人がお互いに幸せを感じていることが伝わってきて、素晴らしい表紙だと思います！　相変わらず長大なタイトルをやすも先生の表紙におさめて下さったデザイナー様。ありがとうございます！　誤字脱字満載の原稿を、今回も読者の皆様に自信を持ってお見せできる文章に校正してくださった校正様。ありがとうございます！

　そして小説の内容からどのようなイラストを配置するか、プロモーションなどなど今回も作品のために誰よりも尽力してくださった、担当の宮みや川かわ様。今回も本当に感謝しております。ありがとうございました！　そして、まだまだたくさんの本を一緒に作っていけるよう、これからもどうかよろしくお願いします！

　最後に、この本を手にとって下さった皆様、１巻から続けて読んで下さった皆様、ウェブ版から応援してくださった皆様、あなた方無くしてこの本は存在しません。本当にありがとうございました！

　では、３巻でまたお会いしましょう！





２０１８年　窓から見える夏の雲を眺めながら　ざっぽん





































カバー・口絵・本文イラスト／やすも

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎












真しんの仲なか間まじゃないと勇ゆう者しやのパーティーを追おい出だされたので、

辺へん境きようでスローライフすることにしました2
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